






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





　本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『世界最強の後衛　～迷宮国の新人探索者～』（著：とーわ）お試し版が収録されています。
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第１話「この世界の我が家に帰ってきたら、表で親友が待っていた」






「「「やっと着いた──っ!!」」」「お、お世話になるであります」

　古戦場を浄化した数日後、僕たちは港町イルガファの家に帰ってきた。

　この町を離れていたのは２週間足らずなのに、なつかしい感じがする。いつの間にかこの家が、僕にとっての居場所になっていたみたいだ。

「お帰りなさい。ナギさん。みなさん」

　家の門の前では、レティシアが僕たちを待っていた。

　青い髪を海風になびかせて、照れたような顔で手を振ってる。

　彼女と会うのも久しぶりだ。

　僕がレティシアとはじめて出会ったのは、僕とセシルのパーティに、リタが入ったすぐあとだ。商業都市メテカルで『貴族ギルド』と『庶民ギルド』をめぐる事件があって、それにアイネが巻き込まれた。そのとき、アイネを救うために動いたのがレティシアだった。

　それから港町イルガファまでの旅の途中で、一いつ旦たん別れたんだっけ。

　元々、この屋敷はレティシアが家族から受け継いだもので、メテカルで起きた事件のあと、報酬として僕がもらったんだ。おかげでこうして居場所ができた。社員旅行に行って「やっぱりおうちが一番だー」って言えるようになった。

　本当に、レティシアには感謝しないとな。

「久しぶり。会えてうれしいよ。レティシア」

　僕はレティシアに頭を下げた。

　セシル、リタ、カトラスも同じようにする。

「そ、そんなことされても困りますわ！　いきなりどうしましたの!?」

「いや、レティシアにはいつもお世話になってるなー、って思って」

「気にすることないですわ」

　レティシアは、腰の剣を鳴らして、僕を見た。

「わたくしはあなたとアイネの親友ですもの。わたくしがあなたたちを助けるのは当然でしょう？」

「ありがと。もちろん僕も、レティシアがピンチの時はいつでも手を貸すつもりだよ」

「そう言ってくれてうれしいですわ。ところで──」

　レティシアはカトラスの方を見た。

「あなたが新しく仲間になった、元騎士候補生の方ですわね？」

「は、はいであります」

　カトラスは緊張した顔で返事をした。

　そういえば２人は初対面だったっけ。

「紹介するよ。彼女はカトラス＝ミュートラン。僕たちのパーティの一員だ。いろいろ事情があって『主従契約』しちゃってるけど……」

「わかってますわ。ナギさんにとって大切な、パーティの仲間ですわね」

　レティシアは固い口調で、

「事情は知ってますけれども……聞かない方がよろしいのでしょう？」

「そういえばレティシアも、カトラスの血筋のことは知ってるんだっけ」

　前回の事件で、引退騎士ガルンガラを捕まえたときに、奴の荷物から『国王より。娘を預ける』って書類が出てきた。それをアイネとイリスとラフィリアが見つけたとき、レティシアも一緒にいたんだ。

　だからレティシアも、カトラスが王家の隠し子だってことは知ってるわけだけど……。

「ボクはカトラス＝ミュートラン。あるじどのの奴ど隷れいであります」

　カトラスはレティシアを見て、無邪気に笑ってみせた。

「それが、今のボクのすべてであります。だから、レティシアさまがあるじどのの親友ならば、ボクにとっても主君のようなものであります」

「そんなこと言われても困りますわ。どうしたらいいんですの!?」

「んー。じゃ、カトラスとレティシアも友だちになるってことで、どうかな？」

　僕は言った。

「レティシアは身分とか、あんまり気にしないよね。だからカトラスとも、対等の友だちになってくれればいいんじゃないかな。カトラスもその方がいいだろ？」

「そんな！　貴族の方と対等の友だちなんて、恐れおおいでありますよ」

「こっちのセリフですわ！」

　レティシアは声を上げた。

　落ち着かないのか、しばらく荒い息をついていたけど、レティシアは──

「……まぁ、ナギさんとそのお仲間に、常識が通用しないなんて、いまさらでしたわね」

　こほん、と、咳せき払ばらいして、カトラスに向かって手を差し出した。

「秘密は守ります。わたくしにとってあなたは、ナギさんのお仲間です。ですから……お友だちになりましょう。カトラスさん」

「こ、こちらこそよろしくお願いしますであります！」

　レティシアとカトラスは握手を交わした。

　よかった。２人とも、仲良くなれそうだ。レティシアのことだから心配してなかったけどね。

「……そういえば、わたくし、ナギさんに聞きたいことがありましたの」

　レティシアは深呼吸して、僕に向かって言った。

「ナギさんは、しばらく予定はありませんの？」

「……予定か」

　イルガファの領主さんと、保養地で作った『地図』についての打ち合わせがある。

　それと『海竜ケルカトル』に『天竜の幼生体シロ』を僕が引き取ったことを伝えておきたい。シロの上手な育て方なんかも教えてもらえるかもしれないから。

　最も重要なのが『異世界への門を開くスクロール』の、残り半分の在あり処か。

　あのスクロールが完全なものになれば、『来訪者』を元の世界に帰すことができる。無駄な争いもなくなるし、悪い貴族の力を削そぐこともできるからね。

　──でも、急ぐことはないかな。

「しばらくはなにもないよ」

「では、わたくしの護衛をお願いできないでしょうか」

　レティシアは胸に手を当て、僕たちに頭を下げた。

「今回、わたくしが港町イルガファに来たのは『次期領主おひろめパーティ』に出席するためなのです。パーティには第３王女クローディアさまも出席されるとのこと。そこでわたくしはミルフェ子爵家の名代として、挨あい拶さつをすることになっているのですわ」

「それはすごいな」

　普段はあまり意識してないけど、レティシアはやっぱり、貴族なんだよな。

「『慈じ愛あいのクローディア姫』は、王家の中でも立派なお方として知られていますの」

　レティシアは訳知り顔でうなずいた。

「魔物に襲われた村に兵を送り込んだり、怪け我がをした人たちに声をかけてまわったり。本当に優しい方のようですわ。その人格は貴族たちからも慕われていますの」

「私も『イトゥルナ教団』にいたとき、噂うわさを聞いたことがあるわ」

　リタが僕の隣で声を上げた。

「ときどき、教団に寄付をしてるんだって。司教さまが、感謝状を手渡したことがあるらしいわ」

「すごいですね……レティシアさま、そんな方と直接、お話をするんですね……」

　セシルも目を見開いている。

「ええ、わたくしも緊張していますわ」

　レティシアは肩をすくめた。

「カトラスさんもクローディア姫のことはご存じですわよね？」

「は、はい」

　カトラスはこくこくこくっ、とうなずいた。

「立派な方でありますから、レティシアどのが緊張する気持ちはすごくよくわかるでありますよ。パーティのあとで、どんな方だったかお話を聞かせて欲しいであります」

「ええ、もちろんですわ。もっとも、わたくしは……進んでクローディア姫にお会いしたいわけではないのですけれど」

　レティシアは困ったように首をかしげる。

「これは本当は父の役目だったのです。ですが『自由に生きたいのならば、子爵家の娘としての仕事をしろ』と、押しつけられましたの。こういう儀礼的なことは苦手なのに」

　レティシアは「貴族は民を守るもの」がモットーで、正義の貴族を目指してる。

　だからそういう儀礼とか、立場とかが関わるものを嫌ってるんだっけ。

「というわけで、パーティが終わるまでの間、わたくしは淑女にならなければいけないのですわ」

「淑女……つまり、貴族のお嬢様らしくするってこと？」

「似合わないのはわかってますわよ」

　レティシアは人差し指を、つん、と、僕のおでこにくっつけた。

「というか、僕はレティシアのそういうところを見たことがないからなぁ」

　一緒に旅をしてたときは、ずっと武装してたし。

　宿でも、セシルやリタと同じ普段着を着てたからね。

「レティシアが凜り々りしく戦うところなら、すぐにイメージできるんだけど」

「失礼ですわね。ナギさん。わたくしだって社交界に出たりもしますのよ？」

「そうなの？」

「そうですわ」

「じゃあ、僕たちと別れてからはどうしてたの？」

「メテカルに戻る途中で一緒になったキャラバンがゴブリンに襲われてたので護衛を──って、だからどうしてそんな優しい目で見てますの!?」

「「「べーつーにー」」」

　僕たちは図ったみたいに声を合わせた。

　やっぱり、レティシアだ。困ってる人を見るとほっとけない『正義の貴族』を目指す少女、レティシア＝ミルフェ。僕もセシルもリタも、アイネも、そういうところが好きなんだよな。

「……わたくしがお嬢様っぽくないのなんてわかってますわよーっだ」

　いーっと、歯をむき出すレティシア。

　それから、こほん、と咳せき払ばらいして。

「だからこそ護衛をお願いしたいのです。パーティまでの間、わたくしが淑女でいられるように」

「つまり、お目付役になって欲しいってこと？」

「そんな感じですわ」

「レティシアは困ってる人を見るとつい助けちゃう。けど、今は大事な仕事の前だから淑女でいたい。だからトラブルに巻き込まれないように、僕たちがフォローすればいいわけだね」

「うっかり戦って、魔物の返り血を浴びた状態で姫殿下の前に出るわけにはいかないですもの」

　レティシアはうなずいた。

「ですから、わたくしが戦いに飛び出していかないように、見張っていてくださいな」

「わかった。いいよ」

　それくらい、どうってことないよな。

　普通にレティシアと一緒にいればいいだけなんだから。

「ありがとうございます。それで、報酬はどうしましょう？」

「レティシアからはもらえないかな」

　実際のとこ、屋敷をもらっただけでも充分すぎる。

　基本無料で、みんなに仕事をしてもらった分は、僕が支払うってことにしたいんだけど。

「それでは困りますわ!!」

　レティシアは不満そうだ。

　でも、そんなにたいした依頼じゃないからなぁ。レティシアと一緒にいればいいんだから。それは僕たちがしたいことでもあるし、そうなるとどこまでがプライベートでどこまでが仕事か、正直よくわかんなくなっちゃうからね。

「それに、レティシアにはいろいろもらってるし、お世話になってるし、そもそも今回だって、レティシアが引退騎士さんを捕まえてくれたから、僕たちも情報が得られたわけだし」

「それは結果論でしょう？」

「結果論でも、だよ」

[image: ]

「ぐぬぬ……」

「うむむ……」

　額がくっつきそうな距離で、にらみあう僕とレティシア。

「とりあえず、おうちに入ってからお話しするといいと思うの」

　声がした。

　振り返ると、領主家に続く道に、メイド姿のアイネが立っていた。

　食材が入った袋を抱えて。

「おかえりなさい。なぁくん。それと──」

　アイネはレティシアの方を向いて、優しい笑みを浮かべ、

「久しぶりなの、レティシア」

「ごぶさたですわ！　アイネ！」

　こうして、おさななじみの２人は、久しぶりの再会を果たしたのだった。










「なるほど……レティシアからの報酬……それは難しい問題なの」

　リビングでお茶を淹いれながら、アイネは言った。

　ここにいるのは、僕とアイネとレティシア。

　セシルは長旅の疲れでお休み中。リタは、カトラスの部屋の片付けを手伝ってる。

「このお屋敷はレティシアからもらったものだから、なぁくんがこれ以上、レティシアから報酬をもらえないというのもわかるの。でも『正義の貴族』を目指すレティシアが、お友だちに仕事を頼んでおいて報酬を払わない……というのも難しいの」

　アイネは僕の前にお茶を置いて、うなずいた。

「レティシアはすっごく義理堅い性格だもんね」

「それほどでもありませんわ」

「じゃあ聞くけど、『騎士ゴースト』と戦ったとき、レティシアがキャラバンの護衛をしてたのはどうしてなの？　子爵家の女の子がキャラバンの護衛なんて、普通しないよね？」

「……うっかりですわ」

「「うっかり？」」

「以前、旅の途中でお世話になったキャラバンが、この町に急ぎで運ばなければいけない荷物があるって話を聞いたのですけれど……護衛が見つからなくて困っていましたの。だったら、わたくしもここに来る予定でしたので、護衛をしようかな、と」

「「……やっぱり」」

「だから。わたくしが貴族らしくないことはわかってますわよ！」

「ううん。僕にとってはレティシアこそ、最高の貴族だよ」

　心からそう思う。

　他の貴族がレティシアみたいだったら、この世界はもっと平和になるのにな。

「うん。護衛の報酬を思いついたよ」

「はい。なんでもおっしゃってくださいな」

「この国を動かせるくらい、偉い人になってくれないかな？　宰相とか大臣とか」

「いきなり超絶無茶ぶりが来ましたわ！」

「いやまぁ、できたらでいいんだけどさ」

「軽く言わないでくださいな。できるわけないでしょう!?」

　レティシアは普段着の胸を押さえて、荒い息をついてる。

「まったくもう……どうしてそんなことを考えたんですの？」

「理由はあるよ」

　まずはレティシアが、正義の貴族だということ。

　彼女はアンデッドの群れを前にしても、一歩も引かなかった。人々を守るために戦ってた。

　この国の上に立つのは、そういう正義感ある人が望ましい。

　彼女は貴族でありながら、メテカルの『庶民ギルド』にも所属してた。

　一般の人たちのためのクエストもこなしてた変わり者として、メテカルではそこそこ名前が知られている。普通の人にも、顔が利く。

　最後に、僕たちのチートスキルなら、誰にも知られずにレティシアをサポートできる。偉くなったレティシアの問題を、少しでも減らすことができるはずだ。

「……意外と現実的ですが、お断りしますわ」

「やっぱり？」

「王宮に閉じ込められるなんてごめんです」

　そう言ってレティシアは、にやり、と笑った。

「わかって言ってるんでしょう？　報酬の件をうやむやにするつもりですわね？」

「……わかった？」

「わかりますわ。カトラスさんのことがあるのに『国の偉い人になって』なんて言うわけがありませんもの」

　ちぇ、見抜かれたか。

　レティシアには借りばっかり作ってるから、報酬なんか要求したくなかった。

　だから無茶ぶりして、無かったことにしようとしたんだけどさ。

「だったら、お互いを愛称で呼ぶのは、どうかな？」

　不意にアイネが、両手をぽん、と叩たたいた。

「愛称、ですの？」

　レティシアは不思議そうに、アイネの顔を見てる。

「なぁくんはレティシアを名前で呼んでるし、レティシアは『ナギさん』だよね？　でもね、親友なんだから、もうちょっと親しい名前で呼ぶのがいいと思うの。たとえば……」

　アイネはなにかを思い出すように、唇に指を当てて。

「『レティア』ってのは、どう？」

「そ、それは母様が使っていた、わたくしの幼名ですわ」

「だからいいんじゃない」

　アイネは、相変わらずの穏やかな笑顔で。

「報酬として隠された名前を与える。親友同士の報酬としてはちょうどいいと思うの」

「……うぅ」

　レティシアは恨めしそうにアイネを見てる。

「い、いいですわ。わたくしを『レティア』とお呼びなさい」

「レティシア、口調が堅いの」

「いいわ。わたしをレティアと呼んで、ナギさん！」

「もうちょっと、がんばって、レティシア」

「レティアと呼んでちょうだい！　ナギくん！」

「う、うん。レティア」

「……」「……」

　僕とレティシア──もとい、レティアは正面から向かい合う。

　それから、ばっ、と、お互い顔を逸そらした。

「「無理っ!!」」

「えー」

　アイネは唇をとがらせてる。

　でも、無理。これ。むちゃくちゃ恥ずかしい。

「あ、そういえばレティシアにお願いがあったんだ」

「先に言いなさいっ!!」

　怒られた。

　最初からそっちを報酬にすればよかったね……。










　それから僕はレティシアに『白いギルド』のことを話した。

　レティシアと別れたあと、イリスが『偽魔族』に襲撃されたこと。その後に起きた『海竜の祭り』での事件にも『白いギルド』や貴族の令嬢が関わっていたことも。

　そして『次期領主おひろめパーティ』に、多くの貴族が集まってくる。

　だからそのギルドが、パーティの時になにかしてくるかもしれないってことも付け加えた。

「なるほど……今までそんなことがあったんですわね」

　話を聞き終えたあと、レティシアは真剣な顔でうなずいた。

「だからナギさんは『次期領主おひろめパーティ』のことが気になるわけですわね？」

「うん。それで調査のために、パーティでは仲間の一人を、レティシアの付き人にして欲しいんだ。僕の方でもイリスに頼んで、別口で入り込むつもりだけど──」

「貴族を近くで観察するには、わたくしの側そばにいた方がいい、ですわね」

　さすがレティシア、話が早い。

「わかりました。付き人の件、承知いたしました」

「助かるよ。ありがと」

　レティシアは結局、これまでの事件について、詳しいことを聞こうとはしなかった。

「カトラスさんのことだけで十分ですわ。これ以上、重大な秘密を知ったら、心臓が止まってしまうかもしれませんもの」

　彼女はそう言って笑い、首を横に振っただけだった。

「伝説級のできごとは、わたくしの担当ではありませんの。そういうものに見込まれたのはナギさんであって、わたくしではないのですから」

「そっか」

「そうですわ」

「でもまぁ、みんなで話してるうちに、ぽろりってこともあるからねぇ」

「せっかくかっこよくまとめたのに、そういうこと言わないで欲しいですわ！」

　でも、僕たちのパーティ全員、レティシアのことは仲間だって思ってるから。

　ついうっかり……ってこともあるかもしれない。注意はするけどさ。




　そのあと、僕たちはレティシアの分も含めて、部屋割りを決めた。

　僕・レギィ

　セシル・リタ（おやすみ中）

　アイネ・レティシア

　イリス・ラフィリア（領主家に潜伏中）

　カトラス（フィーン）

　基本は２人１部屋で、リビングはみんなの共有スペースってことにした。

　旅から帰ってきたばかりだからね。今日は早めに休もう。










　その夜──

「あるじどの、よろしいですか？」

　ノックの音がして、ドアを開けると、廊下にカトラスが立っていた。

「どうしたの、こんな遅くに」

「お願いがあって参りました。ボクを、レティシアさまの付き人にして欲しいのであります」

「付き人……『イルガファ次期領主おひろめパーティ』の時の？」

「はいであります」

「それはいいけど、どうして？」

「見てみたいひとが、いるのであります」

　カトラスは、胸を押さえて、ちょっとだけ声を震わせて、僕をまっすぐに見てる。

「クローディア姫殿下を……半分だけ血の繫つながった姉妹を、ボクは、見てみたいのであります」








第２話「カトラス＝ミュートランの『男の子スイッチ』と『女の子スイッチ』」






「わかった。部屋の中でゆっくり話そう」

　僕はカトラスを部屋に入れた。

　２人並んで、同じベッドに腰掛ける。

　カトラスは緊張した顔をしてる。そういえば、彼女が僕に頼み事をするなんて初めてだ。

「カトラスはお姉さんを近くで見るために、レティシアの付き人になりたいんだよね？」

「はい」

　カトラスはうなずいた。

「もちろん、あるじどのの使命は果たすつもりであります。ただ……その間に、一目でいいので、できるだけ近くで……クローディア姫を見てみたいのでありますよ」

「いいよ」

　僕は言った。

「どのみち、僕たちの誰かがその役目をすることになるからね。やりたい人がいないか、後でみんなに聞くつもりだったんだ」

「奴ど隷れいでも、大丈夫なのでありますか？」

　カトラスは心配そうに首輪を撫なでた。

「確認済みだよ。大丈夫」

　貴族の付き人は、逆らえない人間が望ましい。そのため、奴隷がそういう役目をするのは珍しくないそうだ。首輪が目立たないような服を着るのがマナーだそうだけど。

　レティシアの付き人がカトラスなら安心だ。

　カトラスは戦闘力もあるし、防御用のスキルも持ってる。付き人にはちょうどいいと思う。

「それに、カトラスがお姉さんを見たいって気持ちはわかるから」

「正直、ボクはまだ、自分が王家の者だという実感はないのでありますが……」

　カトラスはシーツに手をついて、両脚をぶらぶらと揺らしてる。

　自分の中で、言葉を選んで、ゆっくりと話してるみたいだ。

「それに、王家にもあまりいい印象がないのでありますよ。王様であるボクの父が、母さまを放り出したこともありますし、あの引退騎士ガルンガラを、王様が信頼してたってのも……それに、あるじどのを強引に異世界から呼び出したことからも、でありますね」

「そうだね……」

　確かに僕とカトラスが、王様を信用しろってのは無理だよな。

「でも、『慈じ愛あいのクローディア姫』は、そうじゃないかもしれないのであります」

「人々から慕われてるみたいだからな。第三王女のクローディア姫って」

「はい。だからボクは、あの方を一目見てみたいのでありますよ」

　カトラスは、ことん、と僕の肩に、自分の肩をくっつけた。

「王家の中にもちゃんとした人がいるっていうことを、確かめたいのであります。王家が危険な人ばっかりだったら、ボクは大丈夫なのか、って、心配になっちゃうでありますから」

「カトラスは大丈夫だろ」

「そうでありましょうか？」

「カトラスも、カトラスの中にいるフィーンもいい子だと思ってるよ。僕は」

　カトラスの方は、真面目すぎるくらい真面目だし。

　フィーンは自由気ままだけど、カトラスのことを誰よりも大事にしてる。

「心配することないと思うよ。僕の言葉じゃ、安心できないかもしれないけどさ」

「いえいえ、あるじどののお言葉は、僕は無条件で信じるであります」

「だから真面目すぎるって」

「いざとなったら、『主従契約』の命令で、ボクの心の奥底にある願いを引き出してもらうでありますよ。セシルどのに、そうされたように」

「セシルとなにを話してるの!?」

「かつてセシルどのは、あるじどのに願望を呼び出していただいたと聞いております！　内容は知らないでありますが」

　目を輝かせてカトラスは言った。

　……『命令』で引き出した願いか。

　あれは『商業都市メテカル』でクエストを受けたときだっけ。僕がご主人様権限でセシルの心の底にある願いを引き出したんだよな。

　その時、セシルが──子どもを望んでるってことがわかったんだ。

　セシルには、一定金額が貯たまったら願いを叶かなえる、って約束してあるけど……。

　クエストを繰り返してるうちに、意外とお金も貯まってきたな、そういえば。

「あるじどの……？」

「ごめん、ぼーっとしてた」

　僕はカトラスの方を見た。

「とにかく、カトラスのお願いはわかったから」

「感謝であります。ボクは、しっかりレティシアさまの付き人をこなしてみせるであります」

　そう言ってカトラスは、むん、と拳こぶしを握りしめた。

　カトラスは騎士候補生としての教育を受けてきてる。貴族に仕えるときの礼儀作法にも詳しいはず。レティシアの付き人としては最適だろう。問題は──

「……カトラスの正体がばれないかどうか、だね」

『慈愛のクローディア姫』は王家の人間だ。

　カトラスの存在を知ってる可能性は……低いけど。ないとも言えない。

「ボクが生まれてすぐ、母さまは義理の父から逃げておりますので、大丈夫だと思うであります。それに、パーティで奴隷の付き人を気にかける者など、いないでありましょう？」

　カトラスは寝間着の胸を押さえて、うなずいた。

「そうだね。ただ、念のため、カトラスが姫君だってばれないようにしておきたい」

　万が一ってこともある。

　王家のクローディア姫が『失われた庶子の姫君』のことを、知ってる可能性だってあるからね。

　だから──

「しばらくの間、カトラスができるだけ『男の子』でいればいいんじゃないかな」

「……え？」

　カトラスは顔を上げた。

　僕は説明する。

「引退騎士ガルンガラが引き取ったのは、王家の失われた『姫君』だろ？　だから、カトラスが完かん璧ぺきに男の子のふりをしていれば、気づかれないかもしれない」

　もちろん、変装もさせるつもりだ。

　カトラスには執事のような、キリッとした格好をしてもらう。僕はその側そばでフォローする。

　そうすればカトラスの願いも叶えられるし、僕も安心だ。

「な、なるほどであります！」

　カトラスは、ぱん、と手を叩たたいた。

「さすがはボクのあるじどのであります！　そうです。ボクはずっと男の子のふりをしてきたのであります。今まで通りの格好をすれば、誰もボクが『姫君』だなんて思うわけないのであります！　あるじどのはすごいであります!!」

「……夜中なんだから、しーっ」

「……そ、そうでありました。しーっ」

　僕が唇に指を当てると、カトラスも慌てて同じようにする。

　港町の静かな夜。

　月明かりが差し込む部屋の中、僕たちは向かい合ってる。

　薄い寝間着を身につけたカトラスはちっちゃくて、身体からだも細い。髪は灰色。故郷にいた時、試験のために短く切ったばかりだそうで、まだ伸びてない。身体の起伏も……あんまりないし、ぴったりとした服を着なければ、男の子のふりくらいはできそうだ。

「服はイリスに用意してもらうとして、細かいことは、明日みんなで相談しようよ」

「了解したのであります、あるじどの」

　カトラスは僕から一歩、離れて、丁寧なお辞儀をした。

「このカトラス＝ミュートラン、完璧な男の子を演じてみせるのであります。ボクはずっと、自分が男の子だと思っていたのでありますから、人目をごまかすくらいなんでもないのであります」

「そう簡単には行かぬぞ。ボクっ子騎士娘よ！」

　不意に、声がした。ベッドの方からだ。

　姿は見えない。というか、隠れてる必要ないだろ。

「言いたいことがあるなら出てきなよ、レギィ」

「お呼びにあずかり光栄なのじゃ！」

　ばっ、と毛布をはねのけて、人の姿のレギィが立ち上がった。

　そりゃいるよな。さっきまで隣で寝てたもんな。

「あまたの美姫・美少女を見てきた我にはわかる。ボクっ子騎士娘よ。お主の仕草は、かなり女の子っぽくなっておるぞ！」

「──ええっ!?」

　カトラスが目を見開いた。

「そうなの？」

　もちろん、今の僕にはカトラスが女の子に見えるけど。

　でも、それは僕が『カトラスは女の子』ってことを知ってるからで、他の人はそうでもないかな、って思ってたんだけど。

「よく考えよ騎士娘。お主は、主あるじさまの視線を意識しすぎてはおらぬか？　主さまが側にいるとき、無意識に胸を押さえていることに気づかぬか？　主さまと距離が近づくたびに、頰が赤くなっておることを感じてはおらぬのか!?」

「い、言われてみれば……」

「その仕草は、まさしく女の子のもの。そんなことで『男の子』のふりができようか！」

　レギィはカトラスを指さした。

　カトラスは雷に打たれたみたいに震えてる。

「……だったら、僕がパーティの時、カトラスと別行動を取ればいいんじゃないかな」

「それは駄目なのであります。ボクの都合で、あるじどのの予定を変えるなんて」

「我も同意じゃ。それでは逆に騎士娘が緊張してしまうであろう」

　そう言ってレギィは、ぽこん、と、まったいらな胸を叩いた。

「仕方あるまい。ここは我が、騎士娘のために一肌脱ぐとしよう！」

　レギィはベッドの上で仁王立ち。ふっふーんって鼻息荒く、カトラスを見下ろしてる。

「簡単なことじゃよ。お主がちゃんと『男の子』できるように、側にいる理想的な『男の子』の真ま似ねをすればいいのじゃ」

「男の子を見て、真似を？」

「そう。お主にとって『理想の男の子』とは誰じゃ？」

「あるじどのであります！」

「ならば、主さまを見習えばよい。明日の朝まで、主さまと『男の子同士』として過ごすのじゃ。さすれば正しい『男の子』の在り方を学ぶことができるであろう！」

「わかったであります！」

「いや、その理屈はおかしくないか？」

　僕は言った。

　わからないことはないんだけど……その作戦、どこか落とし穴があるような気が。

「お願いするのであります、あるじどの！」

「駄目じゃ。『男の子同士』なのだからナギくんと呼ぶのじゃ」

「え？　でも、あるじどのにその呼び方は失礼では？」

「お主の願いがかかっておるのじゃろう？　主さまにお願いしてみよ。代わりに、なんでも主さまの言うことを聞く。いかなるお願いや命令でも拒まない……ということでどうじゃろう」

「お願いするであります、あるじどの！」

　カトラスは、すがるような目で僕を見てる。

　彼女は異母姉妹に会うために、男の子のふりをするつもりでいる。

　そのための訓練として僕を見習う……というレギィの提案は突っ込みどころ満載だけど、僕が側にいても意識しないようにする、という意味なら、それほど間違ってない。

　カトラスは僕の奴隷としては初心者だ。慣れるために一緒にいるということなら、わかるような気がする。

「わかった。いいよ。カトラス」

「ありがとうございます！　あるじどの！」

「ナギくんじゃ！　騎士娘よ！」

「…………な、なぎくん……」

「うむ!!　その覚悟や善し！」

　カトラスは深々と僕にお辞儀をして、レギィは満足そうにうなずいてる。

　というわけで、明日の朝までカトラスは僕の『男友達』として過ごすことになったのだった。










　──カトラス視点──










　そんなわけで、ボクはナギくんと同じ部屋で、一夜を過ごすことになりました。

　これはボクにとっての試練である、と、レギィどのは言いました。

　もっともなのであります。

　ボクは自分が男の子だと思っていたころ、騎士を目指していたのであります。騎士とは、厳しい訓練を乗り越えて一流になるものなのです。

　なので、ボクはナギくんとひとつのベッドで眠っても、動揺しないようにしなければいけないのであります。これも試練なのでありますよ。

「で、では、失礼するのであります。ナギくん」

　ボクはナギくんのベッドに、身体をすべりこませました。

　その瞬間、どくん、と心臓が高鳴りました。

　ベッドが、ナギくんの体温でいっぱいだったからであります。それが薄い寝間着を通して伝わってきて、ナギくんに抱きしめられているような気分になったのです。

　──でも、こんなことでボクは──フィーンになったりしないのです。

　異母姉妹──姫殿下を、この目で見るためなら、どんな試練にも耐えてみせるのです。

「それじゃおやすみ。カトラス」

「おやすみなさいであります。ナギくん」

　ボクはナギくんとひとつの毛布にくるまり、目を閉じました。

　……なんでしょう、これ。むちゃくちゃ暑いであります。

　イルガファは温暖な気候ではありますが、夜にこんなに暑くなるのはおかしいのです。

「ナギくん……暑くないでありますか……？」

「……だいじょぶ…………」

　眠そうな応えが返って来ました。

　となると、暑いのはボクだけであります。毛布をはがすわけにはいきません。ナギくんが目を覚ましてしまったら大変です。

　レギィどのは……いつの間にか剣の姿に戻って、静かな寝息を立てております。

　こういう時、男の子同士ならどうするものでしょうか？

　……そうであります。ボクが寝間着を脱げばいいのであります。今のボクとナギくんは男の子同士です。上半身裸でも問題はありません。

　ボクはナギくんを起こさないように……寝間着の帯をほどきます。

　肩をすぼめて……寝間着をずらしていくと……なんだか背中がぞわぞわするのであります。これは『男の子同士』の友情の──武者震いのようなものでありましょうか。

　とにかく、寝間着の上をはだけることには成功いたしました。

　熱も……あれ？　逆に暑くなってきたのでありますよ？

　……でも、さすがにこれ以上は脱ぐわけにも……。

　仕方ありません。この状態で我慢するのであります。これも試練と考えるべきでありましょう。

「…………すぅ」

　ナギくんはぐっすり眠っております。

　安らかな寝息を聞いていると、ボクまで満たされたような気分になってきます。

　このお方の側にあって、このお方の盾になりたい。

　そんな思いを、改めて自覚してしまいます。

　……そういえばフィーンは『いつの日かあたくしたちは、あるじどのを受け入れる鞘さやになるのよ』って言っておりましたっけ。あれはどういう意味だったのでしょうか？　なんだか、どきどきする言葉でありましたが……。

　ボクには難しいことはわかりません。

　ただ、ナギくんが側にいるだけで、ふわふわした気分になるのです。

　ボクは手を伸ばして、あるじどのの髪をなでます。

　かたい黒髪です。なるほど。男の子とはこうしたものでありますな。

　レギィどのの提案は確かに効果がありました。ボクは今、男の子と触れ合ってるのを感じております。男の子とはどういうものか、はっきりとわかります。

　ボクは思わず、ナギくんの背中を抱いてしまいます。

　男の子同士の友情であります。ぽかぽかします。なんだか、じんじんもしますが。

　ふむ。この感覚が、男の子同士の友情の証あかしでありますな。こうしてナギくんとくっついていると、ずっとこうしていたいと思うのであります。

　……ふわぁ。

　なんだか、眠たくなってきました。

　今日はこのままナギくんと一緒に眠るとするのであります──







『まったく。しょうがないわね。カトラスは』

　夢の中に、フィーンが出てきました。

　腰に手を当てて、なんだか怒っているようであります。

『もっと自覚させないと駄目かしら』

　自覚？　なんのことでありますか？

『カトラス。今の気持ちを言ってみなさい』

　ボクの、今の気持ち？　簡単でありますよ。

　──ナギくんとくっついてると、幸せで。

　──ぽかぽかして、ふわふわして、じんじんして。

　──胸の奥から、なにかがあふれそうな気持ちであります。

『はぁ……やっぱりわかってない』

　なんでため息をつくのでありますか？　フィーン。

『あのね、カトラス。あなたはどうしてクローディア姫──お姉さまを見たいと思ったの？』

　それは、王家にもまともな人がいることを確認したいからであります。

『どうして？』

　王家の人たちがみんな危ない人であったなら、ボクはこの身を流れる王家の血のことが、心配になってしまうであります。王家にのみ宿る呪いや──見えないスキルがあるのではないか、と。

　もちろん、考えすぎなのはわかっているであります。

　でも……ボクはあるじどのに迷惑をかけるのが嫌で……将来のことが、心配なのであります。

『ええ、あたくしも将来のことが心配よ。カトラスとは別の意味で』
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　……？　別の意味で、でありますか？

『あなたも無意識ではわかっているのだけどね、そういう心配をしたということは』

　わかるように説明して欲しいでありますよ。フィーン。

『自分が今、なにを感じているか、詳しく言ってごらんなさい。そうすればわかるから』

　……ボクが今、なにを感じているか、でありますか？

　ボクは……とても幸せな気分であります。

　ナギくんを抱きしめていて。互いの身体が触れ合っていることが、うれしくて。でも……これ以上は、どうしていいのか、わからなくて……もどかしいような感じも、するであります。

　どうしたらいいのか、本当はわかってるのに……手が届かないような……。

　これって……あれ？

　もしかして……あれれ？　あれれれれ？

『わかったでしょ？　カトラス』

　夢の中のフィーンは、満足そうにうなずきます。

『カトラスの「ぽかぽか、ふわふわ、じんじん」は、男の子同士の友情なんかじゃなくて、女の子が好きな人を抱きしめて──ひとつになりたいと思ったときの感情。あなたの中には、とっくにそれが芽生えていた。だからあなたも、王家の血のことが心配になったのよ』

　な、なんでそんなにいい笑顔なのでありますか？　フィーン!?

『……ちゃんとクローディア姫を見て確かめないとね。姫君が良いお方か、ただの小物であったなら、安心してあるじどのと身体を重ねることができるもの。あたくしたちが──あるじどのを受け入れる鞘となって──王家の血を引く子どもができたとしても──安心──』













　気がつくと、ボクは毛布をはねのけて、起き上がっていました。

　朝であります。

　外では鳥が鳴き、窓からは朝の光が差し込んでおります。

「……ボクは」

　ボクは、自分の薄い胸を見つめます。隣で、あるじどのが眠っております。寝返りを打ちます。

「ん……おはよう」

　あるじどのが、うっすらと目を開けます。

　まだぼんやりとした視線を受けて、ボクは──

「────っ!?」

　思わず胸を隠して、あるじどのに背中を向けておりました。

「カトラス？　えっと……そのかっこうは」

「なんでもないであります！　なんでもないでありますから、見ないで欲しいであります！」

　ボクは毛布を引き寄せます。あるじどのに断ってから、身体にそれを巻き付けます。

　どうしたのでありましょう。

　あるじどのに見られても、ボクはフィーンに変わるだけでありますのに。

　いや、違います。

　ボクは、自覚してしまったのであります。

　昨日までのボクが、女の子ＬＶ１だとしたなら、今日のボクは、女の子ＬＶ２。

　素肌であるじどのを抱きしめてるうちに、あるじどのとどうなりたいか、本能が悟ってしまったのであります。

　……どうして昨日のボクは、あるじどのに抱きついて眠ったりできたのでありましょう。

「もう無理であります。そんなことしたら、歯止めがきかなくなってしまうであります」

『世話がやけるわね。カトラス』

　うるさいであります。フィーン。

　あと、レギィどのも、どうして「ふっふーん」って鼻を鳴らしてるのでありますか。まさか、お見通しでありますか？　ならば、あとでご指導を受けなければ……。

「えっと、あるじどの……」

　ボクは毛布を抱きしめたまま、肩越しにあるじどのを見て、言いました。

「お、おはようございますであります！」

　それだけ口にするのが、やっとでありました。

　フィーンだったらこんなとき、なんと言うのでありましょう？

『あるじどののお情けをください、と言うに決まっていてよ。カトラス』

　それはもう少しレベルが上がってからの話でありますよ、フィーン。








第３話「『レティシア＝ミルフェ強化計画』と、ふたりの約束。そして異変」






「今回の作戦はイリスにお任せください！」

　イリスは、ぽん、と胸を叩たたいた。

　ここは家のリビング。

『イルガファ領主おひろめパーティ』のため、僕とイリスは作戦会議をしていた。

「領主家に関わることであれば、イリスとラフィリアさまが対処するのが最適です。当日はお兄ちゃんが会場に入っていただければいいようにしておきましょう」

「それは助かるけど、いいの？」

「イリスの役目は、お兄ちゃんのお仕事を減らすことですよ？」

　不敵な笑みを浮かべて、イリスは答えた。

「お兄ちゃんはいつもイリスたちのことを考えてくださっております。ですので、このような雑ざつ事じは、イリスにおまかせください」

「雑事かなぁ」

「お兄ちゃんがイリスを解放してくださってから、領主家は自由なお庭みたいなものですよ？」

　そう言ってイリスは、照れくさそうに笑った。

　緑色の髪を僕がなでると、くすぐったそうに目を閉じる。

「イリスがなでて欲しいって気づきましたね？」

「ご主人様だからね」

「ならば、任せていただきたい気持ちもおわかりですね？」

「うん。パーティでの作戦の準備は、イリスとラフィリアに任せるよ」

「承知いたしました！」

　イリスはそう言って、僕の足下にひざまずいた。

「このイリス＝ハフェウメア、命にかえても使命を果たしてごらんに入れましょう」

「命はかけなくていいし、無理もしなくていいから。ただ、当日は万が一の時のため、セシルとリタがバックアップできる場所を、確保しておいてくれないかな？」

「わかりました。手配しておきましょう」

　そのほか、細々としたことを話してから、イリスは領主家に戻っていった。

　でもって、帰る直前。

「ところで、レティシアさまはどちらに？」

「カトラスと一緒に出かけてるよ」

　僕は町の方を指さした。

「荷物を受け取りに行ってる。カトラスにはお使いも頼んであるよ」










　──その頃、レティシアとカトラスは──










「そうですか。わたくしの荷物は、まだ届いておりませんの」

　レティシアはため息をついた。

　ここは港町イルガファの『配送ギルド』。あちこちに支部を持つギルドで、主に貴族や商人が利用する。契約しているキャラバンを利用して、個人用の荷物を運んでくれるという便利ギルドだ。

「申し訳ありません。街道には姫殿下の行列がいらっしゃいましたので……キャラバンが王家の行列を追い越して進むわけにはまいりませんし……」

「そういうことなら、しょうがないですわね」

　レティシアは青い髪を搔かき上げた。

　荷物が遅れているのは困るが、逆にほっとしている自分もいた。

　儀礼的なことは苦手だ。

　本当はミルフェ子爵家の名代なんかしたくない。『慈じ愛あいのクローディア姫』への挨あい拶さつなんかなおさらだ。

「ごめんなさい、カトラスさん。無駄足になってしまいましたわ」

「いえいえボクも、あるじどのにお使いを頼まれていたでありますから」

　カトラスはほほえんで答える。

　それから、ふと、開いたままのギルドの扉に視線を向けて、

「姫殿下の行列が見られなかったのは、残念でありますが」

「……そうですわね」

　少しだけさみしそうなカトラスの横顔を見ながら、レティシアは言った。

　ナギから、カトラスが彼女の付き人になりたがっていることは聞いた。もちろん、レティシアにも異論はない。カトラスにとってクローディア姫は、半分血の繫つながったお姉さんだ。カトラスが、姉の姿を一目見たい気持ちは、レティシアにもよくわかる。

「行列は今朝早く町に着かれたのでしたね。ちょっと、遅れてしまいましたわね」

「そ、そうでありますな。うっかりでありました」

「ご心配なさらないで。カトラスさん」

　レティシアはカトラスの手を握った。

「『次期領主おひろめパーティ』では、あなたにはわたくしの側そばにいていただきます。どんなことをしてでも、あなたの願いは叶かなえてみせますわ」

「レティシアどの……」

「あなたはわたくしの、大切なお友だちですもの。ね？」

「は、はい。レティシアどの！」

　カトラスはレティシアの手を握り返し、笑った。

「ありがとうございます。ボク……レティシアどのと出会えてよかったでありますよ」

「わたくしも、あなたがお友だちになってくれてうれしいですわ」

　そう言ってレティシアが笑った、とき──




「あら、見た顔がいらっしゃると思ったら……ミルフェ家のご令嬢ではありませんか」




『配送ギルド』の扉が開き、ドレスをまとった少女が入って来る。

　左右を兵士に守られ、かかとの高い靴を履き、薄い胸を反らして。

「あなたも『次期領主おひろめパーティ』に参加なさるのですね。レティシア＝ミルフェさま」

　少女はそう言って、口元を押さえた。

「それに……聞こえてしまいました。庶民とお友だち、ですって。貴族として恥ずかしい」

「お久しぶりですわね。ラランベル＝エルンギア男だん爵しやく令れい嬢じよう」

　レティシアは軽く膝ひざを曲げ、少女に対して礼をする。

　片手でしっかりと、カトラスの手を握ったまま。

「貴族ならば、無礼なことを言うものではありませんわよ？」

「失礼いたしました。下級貴族とはいえ、エルンギア男爵家は王家の方の信頼厚く、姫さまから直接にお声をかけていただくこともありますので。貴族っぽくない方を見ると……誇りをどこに置き忘れてきたのかと、心配になりますの」

「貴族の誇りはシンプルですわ。『民を守る』『己の魂に従う』」

　レティシアは少女の視線をまっすぐに受け止め、不敵に笑う。

「それに反することをしないのが、わたくしにとっての貴族ですもの」

「……レティシアさま」

「心配しなくていいですわ、カトラスさん。ラランベル男爵令嬢は、わたくしの知人ですの」

　レティシアはカトラスの手を握り直した。

「正確には、父と縁の深い家の方ですわ。商業都市メテカルに住む方で……魔法が趣味、だとか」

「私は魔法の技術によって『貴族の正義』を体現するもの」

　ラランベル＝エルンギアは言った。

「貴族とは尊く、民のあこがれであるべし。その究極の姿が王である──それが『貴族の正義』なのです。ですから、あなたのように、冒険者のまねごとをして、庶民に混じっている方を見ると腹が立つのですわ。レティシアさま」

「それは失礼いたしましたわ」

　レティシアは軽く会釈して、ラランベルから離れようとした。

　けれど、相手はギルドの入り口を塞ふさいでいる。おまけに話をやめようとしない。

「貴族とは、尊い者を肌で感じることができるのです。あなたにはわからないでしょうけどねっ」

　ラランベル＝エルンギアはレティシアを見据えたまま、ふん、と鼻を鳴らした。

「私は王家の方にも、何度も声をかけていただいたことがあるのですから」

「はっきりとおっしゃったらいいですわ。自分はクローディア姫殿下に近しい者である、と」

「……王家の方の名を、このようなところで出すわけにはいきませんもの」

　口元を押さえて笑う、ラランベル＝エルンギア。

　その小馬鹿にしたような仕草から、レティシアは視線を外した。

（ラランベル＝エルンギアがクローディア姫殿下に近い貴族なら、礼儀作法を教わるべきかもしれませんわね……。姫殿下に挨拶するときに、失礼がないように）

　レティシアは頭かぶりを振って、その考えを追い出した。

　クローディア姫のことは尊敬している。

　たぶん、レティシアの貴族としての知識・儀礼の知識のすべてをかき集めて挨拶することになるだろう。王家に対して失礼があってはいけない。そんなことはレティシアもわかっている。

（──けれど、この方は──カトラスさんを侮辱したのですわ）

　庶民と友だちになるなんて、恥ずかしい、と。

　カトラスの生まれなんか関係ない。今のカトラスはナギ親友の奴ど隷れいで、家族で、レティシアの大事な友だちだ。それを見下す相手に頭なんか下げるつもりはない。

「あなたの考え方を否定するつもりはありません。ラランベル＝エルンギア」

　レティシアは胸を反らして、告げる。

「ですからあなたにも、わたくしたちの在り方を否定して欲しくはない。それだけですわ」

「まぁ、それもよろしいでしょう。私とあなたの差が開いていくだけなのですから」

　ラランベル＝エルンギアは、軽く鼻を鳴らして笑った。

「あなたが庶民と遊んでいる間に、私はどんどん王家と近くなっていくのです。現に、私ほどになると、王家の血を引く方が側にくるとわかるのですもの」

「…………え？」

　カトラスが目を見開いた。

「え？　え……え？」

　そのまますり足で、ラランベル＝エルンギアから距離を取る。

「……カトラスさん」

「だ、大丈夫であります。なんでもないでありますよ！」

「黙っていなさい、庶民。あなたなど、王家の方と口をきくことさえもないでしょうに」

「あ、はい。そうありたいと思っているであります。男爵令嬢どの」

　カトラスは、こくこくこく、とうなずいた。

「おやめなさい、ラランベル＝エルンギア」

　レティシアは額を押さえた。

「あなたは……その……言うべきではないことを言っておりますわ……えっと」

「お言葉ですがレティシアさま、私は、庶民に貴族というものを教えているだけです。いいですか、庶民、貴族というのは、王家の血を引く方と出会えば、本能でわかるものなのですよ？」

「本能、でありますか……」

「ええ。貴族とは王家の方とお近づきになりたい、仲良くしたいと思うものなのです。レティシアさまには、そんなお力はないのでしょうけれどね。成り上がりですからね」

「い、いえ……レティシアさまには充分貴族の素質があると思うのでありますが……」

「私は『慈愛のクローディア姫』さまが町に入る前から、その存在を感じ取っておりました。この私が『王家の血』を見逃すことなどありえないのです！」

「…………はぁ」

「もしも万一、王家の血を引く方を見逃したら、その罪を恥じて海に身を投げます！」

「ばかな真ま似ねはおやめなさい！」「早まらないで欲しいであります！」

　レティシアとカトラスの言葉が重なった。

　ラランベル＝エルンギアは鼻を鳴らして、ふふん、と笑っただけだった。

　言うだけ言って満足したのだろう。彼女はドレスの裾すそを翻し、きびすを返した。

「いずれレティシアさまもわかるでしょう。私の『貴族の正義』の正しさが」

　そう言ってラランベル＝エルンギアは部下と共に『配送ギルド』の受付へと向かった。

「……荷物」「献上品」──そんな言葉が聞こえる。

「帰りましょうか、カトラスさん」

「は、はい。レティシアさま」

　レティシアとカトラスは手を繫いだまま『配送ギルド』を出た。

「レティシアさま、少し、いいでありますか？」

　不意に、カトラスが足を止めた。

「ボクを『友だち』と呼んでくれたレティシアさまに、お話があるのであります」

　カトラスは路地にレティシアを引っ張っていった。

　そして、真剣な顔で──

「実は、ボクの中には、もうひとつの人格があるのであります」

「そうですの？　ではその方とも、お友だちにならなくては」

「レティシアさま、器が大きすぎるであります!?」

「今さら、なにがあってもおどろきませんわよ」

　レティシアは、改めて、カトラスを見つめた。

　自分が王家の血を引いていることを知っていても、カトラスには偉ぶったところなんかどこにもない。そういえば彼女ははじめて出会ったとき『あるじどのの奴隷』って名乗っていた。

　たぶん、この子にとっては、それが一番大事なことなのでしょうね──そう考えてレティシアは、納得したようにうなずいた。

（──『この子は王家の者である前に、ナギさんのパーティの仲間』）

　そんな言葉が、心の中に、すとん、と落ちてくる。

　心の底で納得する。カトラス＝ミュートランは王家の人間ではなく、ナギたちの大事な家族なんだ──って。

「それに、ナギさんのお仲間であるカトラスさんも『ちぃときゃら』なのでしょう？　だったら、大抵のことは受け入れますわよ」

「レティシアさま、ありがとうございますであります！」

　満面の笑みを浮かべるカトラスと、満足した表情のレティシア。

　２人が路地を出ると──さっきの『配送ギルド』の職員と出くわした。

「よかった。まだこのへんにいらっしゃったのですね。レティシア＝ミルフェさま」

「あら、どうなさいましたの？」

「たったいま、あなたさまにお手紙が届いたのですよ」

　言われるまま、レティシアとカトラスは『配送ギルド』に戻った。

　レティシアは書類にサインをして、ミルフェ家の紋章がついた指輪を見せて、それから、筒状の羊皮紙を受け取った。

　封を解いて、軽く目を通して──

「……面倒なことになりましたわ」

　レティシアは真剣な表情でつぶやいた。

「どうしたのでありますか、レティシアさま」

「父が、わたくしに命令を下したのですわ。クローディア姫殿下にお仕えするように、と」

　レティシアは苦い表情で、書簡を握りしめる。

「わたくしが第３王女クローディア姫の『ご学友』に選ばれたそうなのです。王女と共にあり、学び、護衛するという大役に」










　──ナギ視点──










「わたくしが『慈愛の姫君』クローディア殿下の『ご学友』になるらしいのです」

　買い物から戻って来たレティシアは、リビングの椅子に座って、長いため息をついた。

「ご学友……？」

「ナギさんの世界にはないのですわね。貴族を王子や姫の直属にするようなものですわ」

　レティシアは説明をはじめた。

『ご学友』というのは、いわゆる『幹部候補生』らしい。

　常に王家の王子や姫君と一緒にいて、共に学んで、ときにその王子や王女を守る。勉強しているときには王家の人に代わって、教師に殴られたりもするらしい。これは下々が王家の人に手を上げることができないから。自分の『ご学友』が殴られているのを見て、王子や王女も『人の痛み』を知ることができるから、らしい。

　名誉と将来性を除けば、かなりブラックな仕事だ。

「あのラランベル＝エルンギア男爵令嬢も、クローディア姫殿下の『ご学友』だったはずですわ。ミルフェ子爵家と、エルンギア男爵家は昔からつきあいがありますの。その流れで、クローディア姫殿下がわたくしに声をかけてきたのかもしれませんわね」

「ラランベル＝エルンギア男爵令嬢って、２人が町で会った貴族だっけ」

　僕の問いに、レティシアがうなずく。

「彼女は『貴族の正義』を掲げる少女ですわ。貴族とは尊く、民のあこがれであるべし、と。その究極の姿が王である、と。だから彼女は昔から、王家に近づこうとしていましたの」

「それは確かに……レティシアとは相性が悪そうだね」

「わたくしは彼女に、あんまり興味がないのですけれど」

　レティシアはそう言って、肩をすくめた。

　僕たちはお茶を一口飲んで、はぁ、とため息をついた。

「その『ご学友』って断るわけにはいかないの？」

「可能ですわ。ただ、子爵家がそれで不利な立場に置かれるのは……ありえますわね」

「お父さんや、領地の人が？」

「領地の方は──小さい村ですから──影響はないと思いますわ。ただ、父は大騒ぎしますわね。もしかしたらここまでやってきて、わたくしをむりやり『ご学友』にするくらいのことはするかもしれませんわね……」

　レティシアはお父さんと、あんまりうまくいってないんだっけ。ミルフェ子爵さんは、レティシアが関わった『庶民ギルド』と『貴族ギルド』の争いも、見て見ぬふりをしてたらしいから。

　レティシアは『ご学友』になる気はない。

　でも、お父さんは彼女を強引に、クローディア姫のところまで引っ張っていくかもしれない。

　となると──

「レティシアをチートスキルで強化しておいた方がいいな」

「────っ!?」

　レティシアがお茶を噴き出した。

「わ、わたくしを強化って!?　どうしてですの!?」

「うまく『ご学友』から逃げられるように」

「わたくしはナギさんの親友で、奴隷ではないんですわよ!?」

「うん。だから必殺技レベルのスキルは無理だけど、『通常技と特殊技が強いキャラ』にならできるんじゃないかと思って」

「意味がわかりませんわ！」

「わかりやすく言うと、小・中・大パンチとキック、レバー入れ特殊技だけで敵を圧倒するキャラだよ。必殺技を使う暇を与えずに、気がついたら敵のライフをゼロにしてるってのが理想かな」

「さらにわかりにくくなりましたわ！」

「レティシアが無理につれて行かれそうになったときの対策だよ」

　もちろん、できるだけ目立たず、抵抗したことにさえ気づかれない方法で。

「僕はレティシアに借りがある。これくらいさせてよ」

「ほんっとナギさんってば、断りにくい頼み事しますわよね」

「そうかな？」

「いいですわ。わかりました」

　レティシアは、なぜか威張るみたいに胸を反らして、うなずいた。

「ナギさんのせっかくの厚意、受けないわけにはいきませんもの。社交用と旅行用に、父に持たされたスキルがあります。これを使ってくださいな」

　レティシアは革袋から、スキルクリスタルを取り出した。ふたつ。




『礼儀作法ＬＶ４』

『礼儀』で『品格』を『整える』スキル




『全力疾走ＬＶ２』

『体力』で『移動速度』を『上昇させる』スキル




「あなたがわたくしを心配してくれるのはうれしいです。でも、気を遣われてばかりでは悔しいので……代わりにわたくしがこれからする提案を、受け入れていただけませんかしら」

「いいよ。なんでも言って」

「では……」

　レティシアは、こほん、とせきばらいを一回してから──




「ナギさんたちの最初の子どもの名前は、わたくしにつけさせてください」




　彼女は真剣な目で、僕を見た。

「わたくしはアイネとナギさんの親友です。他の少女たちのことも、友だちだと思っていますわ」

「うん」

　ここは、茶化していいところじゃない。

　僕は背筋を伸ばして、膝ひざに手を置き、親友レテイシアの話を聞くことにした。

「ですからわたくしは、あなたたちに幸せになって欲しいのです。いざというときは助けてあげたいのですわ。子どもに名前をあげるのは、その誓ちかいのようなものです。名前をあげた子どもの家族を、どんなことがあっても見放すわけにはいきませんもの」

「レティシアに迷惑をかけるようなことはしないよ？」

「そういうことを言われないために、ですわ」

　レティシアは、軽く片目をつぶってみせた。

「わたくしはナギさんたちの間に生まれるであろう子どもの……『遠縁のお姉さん』みたいなものですわ。離れていても、名前をあげた子どもの味方でありつづける、そんな『お姉さん』です」

　……かなわないな。レティシアには。

　子どものことについては……僕の覚悟は決まってる。

　レティシアが名付け親なら、みんな賛成してくれると思う。もちろん、僕の方も異論はない。

「いいよ」

　僕は言った。

「もしも僕たちに子どもができたら、レティシアに名付け親になってもらう」

「こ、交渉成立ですわね」

　……レティシアも恥ずかしかったんだね。真っ赤になってるもんな。

　たぶん僕の顔も、同じくらい赤くなってると思う。

　こんなこと、真っ昼間から話すことじゃないよな。

　でもまぁ、いいか。

　今回の件が片付いたら、考えようと思ってたことだから。

　僕たちの課題は『白いギルド』に関わる者がこの町に入ってないか見つけることと、カトラスにクローディア姫を見せてあげること。それだけ。

　さっさと片付けて、未来のことに取りかかろう。










　それから僕たちは、ゆったりと午後のお茶を飲んで──

　みんなが帰ってきたあと、レティシア用のチートスキルを作った。

　カトラスが昨日買って来てくれた『捕ほ縛ばくＬＶ１』の概念がぴったりだったので、それを使った。スキルを自分にインストールしてから、レティシアは照れくさそうに、

「それではスキルのお礼に、今日はわたくしがごはんを作りますわ！」

「わかったのアイネも手伝うの！　つきっきりで手伝うの！」

「では、買い物に行ってまいります。楽しみにしていてください」

「アイネも一緒に行くの。大丈夫なの。みんなのお腹なかはアイネが守るの！」

　レティシアとアイネは出かけていった。

　……そういえばレティシアが料理するところって、見たことなかったね。




　２人を見送ったあと、僕たちはひとやすみ。

『おひろめパーティ』が終わったらなにをしようか、なんてことを話し合っていたとき──

　イリスから『意識共有マインドリンケージ・改』のメッセージが届いた。







『送信者：イリス（宛あて先さき：お兄ちゃん）

　本文：緊急のお知らせです。町に、魔物が出現したとの報告が入りました！

　お兄ちゃんたちは屋敷に隠れていてください。決して町に出てはいけませんよ。

　いいですね。絶対ですよ！』








第４話「不法侵入者をこらしめるために、恐るべきあいさつをしてみた」






「『海竜ケルカトル』に守られた……こ、このイルガファに魔物が!?　『次期領主おひろめパーティ』はどうするのだ!?　貴族や王家の方々も来ているのだぞ!?」

「落ち着いてくださいお父さま」

　ここは、領主家の屋敷の中枢、領主の間。

　椅子から転げ落ちた父親に向けて、イリスは静かにつぶやく。

（──大丈夫。イリスはお兄ちゃんとつながっております）

　背筋を伸ばし、細い身体からだでまっすぐに立つ。怯おびえる父親を見下ろす。

　ドアの前では、大事な奴ど隷れい仲間のラフィリアが控えている。

　イリスはラフィリアと視線を交わす。お互いの思ってることが、口に出さずともわかる。

　──今はこの場所で、ご主人様のためにできることをしよう。

　それだけだった。

「お父さま、正規兵の隊長をここにお呼び下さい。町の者を避難させなければいけません」

「お、おお」

「この屋敷の警護にあたっている者たちならすぐに動けましょう。重装備で魔物に当たらせてください。町の詰め所にいる者たちには、住民の避難誘導を。全員に笛を持たせます。その音を合図に互いの位置を確認し、連携するようにと。ただし、魔物を刺激しないように、離れてから吹き鳴らすことを徹底してくださいませ」

「わ、わかった。すぐに指示を出す」

　領主は机の上の鈴を鳴らす。護衛の兵に声を掛け、正規兵隊長を呼びに行かせる。

「町中に魔物が現れたことは知っておろう」

「はっ。民が部下の詰め所にやってきて、そのようなことを」

　やってきた隊長は、深々と頭を下げた。

「──それについて、我が娘より意見があるそうだ」

　領主は、こほん、と咳せき払ばらいして、イリスの方を見る。

「屋敷の警護兵ならばすぐに動けるだろう。重装備で魔物に当たらせよ。詰め所にいる正規兵は避難誘導を。笛を持ち、魔物を見つけ次第吹き鳴らして、仲間に位置を知らせる──だったな」

「お父さまのおっしゃる通りです。それで、魔物の位置は？」

「下町の市場に出現したそうです。『ガーゴイル』であったと、部下が言っておりました」

「そうですか……」

　イリスは目を閉じ、少し考えてから。

「では『緊急対策本部』を設置いたしましょう」

「『緊急対策本部』ですと？」

「広間を本部として、そこに主立った者を集め、情報を集約します。そうすれば誤報や、対応ミスも減らすことができましょう」

　イリスはそう言って、額に指を当てた。

（……それと、お兄ちゃんはなんておっしゃっていたでしょうか……）

　以前に聞いた、ナギの話を思い出す。

　元の世界でナギが好きだった『あにめ』あるいは『かいじゅうもの』だったか。

　異世界の危機管理はすごい、と、感心したのを覚えている。

「特に大切なのは避難誘導です。民を領主家のまわりに集めましょう。ここなら正規兵も多くおります。人命が最優先です。あとは──」

　イリスは一瞬、口元を押さえた。

　ナギからのメッセージが到着したからだ。『お兄ちゃん』からこれが届くと、不思議と笑顔になってしまう。けれど、今は非常時だ。正規兵隊長の前で表情をゆるめるわけにはいかない。

「念のためですが──謎の英雄が現れた場合、その邪魔をしないように」

「謎の英雄、ですか？」

「はい。おくゆかしくてかっこいい英雄が、無理をしない程度に手を貸してくださるかもしれませんので、できればその邪魔をしないように。あと、できるだけ遠くで見守るように、と」

「わ、わかりました！」

「あ、思い出しました。こういう事態を『第一級災害』と言うそうです」

「『第一級』ですか？」

「そうです。ランク付けすることで危険度をわかりやすくできると、イリスの尊敬する方がおっしゃっておりました。ちなみにこの上に『特級』『伝説級』『神話級』というものがあるそうです。それと比較することで、我々が対応できる災害であることもわかりましょう」

「なるほど！　さすが巫み女こさまですな！」

　正規兵隊長は頭を下げて、領主の間から出て行った。

　イリスは小さなため息をついた。ナギとのメッセージのやりとりは続いている。ご主人様がどう動いてくださるか、心配だけれど、これは仕方がない。お兄ちゃんにとってこの町は、この世界での大切な居場所だ。それと友だちが心配ならば、動かないということはありえない。

「……私は、お前を次期領主にしようと考えたこともあったのだよ」

　机にしがみついたまま、イルガファ領主が言った。

「結局、分家からロイエルドを養子に取ったが──早計だったかもしれぬな」

「いえ、お父さまは正しい判断をされたと思います」

　イリスは服の裾すそをつまみあげ、父上に頭を下げた。

　それから、まるで踊るようなステップで、ラフィリアの隣に移動する。

「イリスにとってこの領主家は、２番目の居場所です。本当の家は他にございます。領土と領民よりも大切なものがある領主など、民にとって迷惑なだけでしょう？」

「ですねぇ」

　イリスとラフィリアは手を繫つなぎ、笑い合う。

「今は現実に対処いたしましょう。この町の民と、イリスの大切な人たちを守るために」

　そう言ってイリスは領主の間を出て『災害対策本部』に向かって歩き出したのだった。
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　僕はイリスからの情報をみんなに伝えた。

　町に侵入した魔物は『石のガーゴイル』。翼を持つ石像だ。

　飛行スキルを持つ魔物だから、城壁を乗り越えて侵入したというのが、イリスの推測だった。

　でも『ガーゴイル』はゴーレムの一種だ。自然発生はしない。ということは、誰かがそれを動かしてるってことになる。

「アイネとレティシアは、まだ帰ってきてないよね？」

　僕が言うと、セシルがうなずいた。

「まだです。食材を買いに市場に行ったままで……」

「ガーゴイルに襲われてる人を見たら、レティシアさま、黙ってないわよね……」

「正義感の強い方でありますから……」

　リタとカトラスも、心配そうな顔をしてる。

　となると──

「じゃあ、リタは僕と一緒にレティシアたちを探してくれないかな？」

「了解しました。見つけたら連れて帰るの？」

「ううん」

　僕は首を横に振った。

「レティシアのことだから、ガーゴイルと戦ってるか、人を逃がしてるかしてると思う。僕たちはその手伝いだ。セシルは『杖つえ』を準備して。敵と遭そう遇ぐうしたらメッセージと添てん付ぷ画が像ぞうを送るから」

「……添付画像を。はい、わかりました！」

　セシルは真剣な顔でうなずいた。

　さすがセシル、僕のしたいことをわかってくれたみたいだ。

「カトラスはセシルの護衛をお願い」

「わかったであります。ボクたちはどこにいればいいでありますか？」

「見晴らしがよくて、遠くまで狙えるところに」

　僕は言った。

　セシルとカトラスには、安全な位置から支援してもらおう。




『送信者：ナギ（宛あて先さき：イリス）

　本文：イリスにお願い。そっちに正規兵さんたちがどこに向かってるかの情報が入ってると思う。それを教えて。ガーゴイルの位置がわかったら、それも』




『送信者：イリス（宛先：お兄ちゃん）

　本文：お兄ちゃんってば──っ!!　無茶しないでって申し上げたでしょう──!?』




　怒られた。

　といいつつ、町の地図とガーゴイルの出現位置を添付画像で送ってきてくれる。でも『あとで、おしおきしてもらいますからね！』ってメッセージがついてる。なんでだ。

「言っとくけど、無理はしないこと」

　作戦を説明してから、僕はみんなに言った。

「あくまでも目的はレティシアとアイネの救助だ。いいね？」

「はい。ナギさま」

「町を守るのは、あくまでも不可抗力だもん」

「降りかかる火の粉を払うだけでありますよ！」

　ぱんぱーん、と全員でハイタッチして、作戦開始。

　ここは僕たちの住む町だからね。

　次に『海竜ケルカトル』に会ったとき、怒られない程度には守っておこう。










「レティシアの武器は『ショートソード』でいいかな？」

　腰に提げた革袋から、予備の『ショートソード（ナギ用）』を取り出しながら、アイネは言った。

　魂約エンゲージスキル『お姉ちゃんの宝箱』の能力だ。

　アイネの革袋は謎空間に繫がっていて、そこには愛用の『はがねのモップ』や、ナギの予備の武器、調理器具、ないしょでこつこつ縫い上げた産うぶ着ぎが入っている。町中で急な戦闘になっても、あわてることはない。

「まったく、準備のいいことですわね」

「お姉ちゃんだもの。みんなの助けになることを、いつも考えてるの」

　アイネはレティシアの顔を見て、笑った。

　ここは港に近い下町。

　魚介類を買いに来たら、逃げ惑う人々にでくわした。「魔物が出た」という声が聞こえたから、レティシアとアイネは即座に道の端に移動。逃げる人々に道を空け、魔物の姿を探していたのだ。

「……いましたわ」

　小さな家の屋根に──不気味な影が見えた。

　翼とかぎ爪を持つ魔物『石のガーゴイル』だ。

　大きさは大人の男性くらい。ねじれた角と、長い尻しつ尾ぽを持っている。

　魔物としては下級だが、武器をもたない人々にとっては十分に脅きよう威いだった。




「町の城門が破られたんだ……」

「『海竜ケルカトル』の加護は海だけ……陸の魔物には通じない」

「『海竜の祭り』の時といい、なんでこんなおかしなことばかり……」




「落ち着け！　お前たちは領主家の方に行き、兵士たちに保護を……こら、やめんか！」

　居合わせた衛兵が叫ぶが、人々は聞かない。助けを求めるように、衛兵にすがりつく。

「こら、放さんか！　これでは戦えな──」

「落ち着きなさいな！　『海竜』の加護を受けた民よ！」

　皆の前に立ち、レティシアは叫んだ。

「領主家の方へお逃げなさい！　あちらには兵士がたくさんいます。みなさまを守ってくださるはずですわ!!　偉大なる海竜ケルカトルの加護を受けた民ならば、落ち着いて兵士の誘導に従いなさいな！」

　レティシアの凛りんとした声と、貴族の正式な礼儀に則のつとった物腰は、人を動かすのに十分だった。

　パニックになりかけていた人々は、一斉に、領主家の方に向かって走りはじめる。

「さすがレティシア。子爵家の威い厳げんはだてじゃないの」

　でも、親友の手がかすかに震えていることにも、アイネは気づいている。

　レティシアがなんとか落ちついていられるのは、アイネが「なぁくんが来る」と言ったからだ。

「……アイネ。ナギさんは本当に来ますのね」

「……うん。だって、アイネがここにいるもの」

「うらやましいくらいの信頼ですわね……敵、来ますわよ」




『ＧＹＡＡＡＡＡ!!』




　アイネとレティシア、それに衛兵を威い嚇かくするように『石のガーゴイル』が吠ほえた。




　ピィ────ッ！　ピピピッ!!




　不意に、衛兵が木製の笛を吹き鳴らした。

「こ、これで仲間が来る。全員でかかればお前など!!」

「もーっ！　そういうことは離れておやりなさい！　敵を刺激してどうするんですの!?」

　ぶぉん。

　レティシアたちの方を向いていた『石のガーゴイル』が衛兵に向かって腕を振った。

　殴られた衛兵は建物に激突し、「ぐがっ」とうめいて気絶する。

「衛兵さんには仲間を呼びに行って欲しかったのに……」

「まずいですわね。これは」

　遠くから、羽根の音が聞こえた。

　笛の音は他の衛兵に届いたかもしれない。だが、ガーゴイルの動きの方が早かった。この場にいたのと合わせて６体のガーゴイルが、アイネたちを取り囲むように降りてきたのだ。

「……アイネには『魔力棒術』があるの。あれはモップを魔法の武器にしてくれるから、ガーゴイルにも有効なはず」

「……でも、囲まれた状態では戦えませんわ。背後から襲われて終わりですもの」

「……なぁくんにもらったスキルは？」

「……あのスキルですの？」

　レティシアは胸の中心に触れた。

　ナギに作ってもらったばかりのチートスキルは、２つともインストールしてある。倒れた衛兵のほかは人気もないし、このスキルは使っても目立たない。

　いきなり使うのは、親友ナギさんに負けたようで悔しいけど──

「いいですわ。『特殊技が強いキャラ』の力、見せて差し上げましょう。アイネはその間に、攻撃を」

「わかったの！」

「なんでうれしそうなんですの!?」

「レティシアが、なぁくんのスキルを使ってくれるからだよ」

　そう言ってアイネは微笑ほほえんだ。

「だってレティシア、なぁくんのこと好きだよね？」

「わたくしの『好き』は、アイネたちとは違うのですわ！」

　言いながら、レティシアは地面を蹴けった。

　彼女の動きに気づいたガーゴイルたちが、退路をふさぐように移動する。全員の注意が、レティシアに集中したとき──




「発動！　『強制礼節マナー・ギアスＬＶ１』!!」




　レティシアはロングソードを投げ捨て、立ち止まる。

　そして背筋を伸ばして、一礼。




「『こんにちは！　レティシア＝ミルフェですわ!!』」

『ギャギャガガガ！　ギャーゴイグデギュ!?』




　レティシアのお辞儀を見た『ガーゴイル』の動きが、ぴたり、と止まった。

　一斉に地上に降りて、横一列に並ぶ。

　そして「これはこれはごていねいに」って感じで、彼らは頭を下げた。




『強制礼節マナー・ギアスＬＶ１』（Ｒレア）

『礼儀』で『敵の動き』を『整える』スキル

　こちらが礼儀正しくすることで、相手に礼儀を強いるスキル。

　スキルを発動してからお辞儀をすると、相手はきちんと並んで礼を返さなければいけなくなる。




　これはレティシアが持っていた『礼儀作法ＬＶ４』と、カトラスが買ってきた『捕ほ縛ばくＬＶ１』（『ロープ』で『敵の動き』を『抑える』）を組み合わせたチートスキルだ。

　ナギは『追っ手を足止めするのに役立つ』と言っていたが、まさかこれほどの効果とは、レティシアも思わなかった。

「アイネ！　今ですわ────っ!!」

「発動！　『魔力棒術ＬＶ１』!!」

　ずどんっ!!

　横一列に並んだ『ガーゴイル』の脇腹に、アイネが『はがねのモップ』の柄を突き立てる。

『魔力棒術』は棒状のものであれば、なんでも魔法の武器に変えてしまう。さらに貫通ダメージつきで、魔力を敵の体内に打ち込むことができるのだ。

『ＧＵＯＯＯＯＯＯＯＯＡＡＡＡＡＡ────っ!?』

　どぅん、と、６体のガーゴイルが、真横に向かって吹き飛んだ。

　横一列にならんだ『ガーゴイル』の身体は、ぴったりとくっついていた。

　アイネの魔力はその側面から、６体まるごと撃ち抜いたのだ。

「しばらく会わないうちに、さらに非常識になりましたわね、アイネ！」

「レティシアだって人のこと言えないの」

「わたくしのスキルは『必殺技』ではなく『特殊技』ですもの。非常識さでは敵かないませんわ」

　背中を合わせて身構えるレティシアとアイネは、不敵な笑みを浮かべた。

　ガーゴイルのうち２体は両腕が砕け散っている。他の４体も、胴体に亀裂が入っているが、行動には問題ないようだ。

　奴らはアイネたちを完全に敵と見なしたのか、牙きばをむきだして吠えている。

　レティシアは額に浮かんだ汗をぬぐった。

　レティシアの『強制礼節』は使うたびに魔力を消費する。あと２回が限界だろう。アイネも今の一撃で、魔力のほとんどを撃ち込んだ。

「でも、追い詰められた気は全然しませんわ」

「時間稼ぎは十分したの」

　町の人は逃がしたし、そろそろ退ひいてもいい頃なのだけど、全然その必要を感じない。

　だって、彼女たちのパーティには、気配察知と高速移動に長たけた仲間がいるのだから。

『ＧＵＡＡＡＡＡＡＡ!!』

　１体の『ガーゴイル』が、飛び上がった。

　アイネとレティシアを狙い、急降下しようとする──が、







「私の仲間に──手を出すなぁっ!!」







　がいいいんっ!!




　屋根の上から飛んできた金髪の少女リタの蹴りが、ガーゴイルの翼をへし折った。

　ガーゴイルはそのまま地上に落下し、動きを止める。




「空振りは……５回分でいいかな。発動！　『遅延闘技デイレイアーツ』!!」




　動きを止めた『石のガーゴイル』を、巨大化した黒い刃やいばが吹き飛ばした。

　剣を振ったのは──




「ナギさん！」「なぁくん！」




　もう大丈夫。

　レティシアとアイネの胸に、不思議なくらいの安あん堵ど感かんが押し寄せる。

　親友にしてご主人様の姿を見つめながら、ふたりはほっとした息を吐ついた。










　──ナギ視点──










「残りのガーゴイルは５匹か」

　僕は魔剣レギィを空振りしながら『石のガーゴイル』を見据えた。

「それじゃリタ、予定通りに」

「了解です。てーいっ！」

　リタが敵に向かって光るものを投げつけた。

　攻撃だと思ったんだろう。『ガーゴイル』はそれを地面にたたき落とした。リタが投げたのは魔法の『灯りライト』を先端にくっつけた、ただの木の棒だ。棒は折れたけど、灯あかりは消えずに『ガーゴイル』の足下で光ってる。

　よし、まずは第一段階クリア。

『ＧＹＡＧＹＡ、ＧＹＡ!!』

「ご主人様のおうちがある町を荒らすのは、絶対に許さないんだからっ!!」

　リタは華麗なフットワークで、敵を引きつけてる。

　僕はリタが戦っている奴を見て、画像を撮影して、送る。

「リタ、まずはそいつを狙う。離れて!!」

「はいっ。ご主人様!!」

　リタは『石のガーゴイル』の胴体を蹴り、離脱。




　ぱしゅん。




　その直後、倒れたガーゴイルの足下の地面に、黒い光弾が当たって──弾はじけた。

　すかさず僕はその瞬しゆん間かんの風景を撮影。




『送信者：ナギ（宛あて先さき：セシル）

　本文：照準補正。上にセシルの腕２本分。左に１本分。画像を添付する』




　次弾発射までは、だいたい８秒。

　僕は魔剣レギィを振って、敵を威い嚇かくする。３回空振ったところで、セシルから再度メッセージ。『石のガーゴイル』から離れると──来た。今度は至近弾。さらに照準補正のメッセージを送ると、３発目の光弾が──完全に命中コースでやってくる。




　黒い光弾──『真・聖せい杖じようノイエルート』で圧縮して、威力と射程を上げた『堕だ力りよくの矢』が。




　ぱしゅんっ!!

『ＧＩＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!』




　よし、ヒット。

　セシルが撃った『圧縮魔法・堕力の矢』は『石のガーゴイル』の胸に命中。魔力を奪われた敵は、ぴくりとも動かなくなる。

　一体撃破だ。

「今のは……あの『魔力を奪う矢』ですの？　でも、威力が……」

「んー。なんか、色々やってたら強くなった」

「ちょっと会わないうちに、どれだけ『ちぃときゃら』になりましたの!?」

　レティシアは『堕力の矢』が飛んできた方向を見てる。セシルの姿を探して──見つけて、びっくりしてる。

　無理もないよな。セシルは通常の『堕力の矢』の射程から、数倍離れた屋根の上にいる。伏せたらほとんど居場所はわからない。

　作戦は単純だ。

『意識共有マインドリンケージ・改』は僕が見ている景色そのものを、スクリーンショットとして記録できる。敵の現在地も、『堕力の矢』の着弾地点も記録して、リアルタイムで仲間に送れる。

　あとは、それを見たセシルが照準を補正するだけだ。『石のガーゴイル』の足下に投げつけた『灯りライト』つきの棒は、セシルにとっての目印だ。

　セシルたちを高いところに配置したのは、射線を確保するため。

　カトラスはその隣でセシルの護衛と、周囲の安全確認をしてくれてるはずだ。

「つまり、今回の作戦は狙そ撃げきだよ」

　そんなに離れてないから、正確には「狙撃っぽい攻撃」だけど。

「わかりやすく言うと、僕が狙撃スコープの代わりと、弾着観測役をするような感じかな？」

「あとでじっくり話を聞かせていただきたい、ということだけはわかりましたわ！」

　僕とレティシアは走り出す。

　敵はあと４体。でも、僕とレティシアが合流した時点で、勝負はついてる。

「レティシア、例のスキルはまだ使える？」

「もちろんですわ！」

「じゃあ、子し爵しやく家の礼儀を見せてもらおうかな」

「いいですわよ！　しっかりとご覧なさい！」

　レティシアは『石のガーゴイル』を前に立ち止まり、気をつけの姿勢になる。




「発動『強制礼節マナー・ギアス』！　『今一度ご挨あい拶さついたします！　ごきげんいかが？　レティシア＝ミルフェですわ！』」

『ギャ──────ッ！』




　これほど恐れられたあいさつが、かつてあっただろうか。

『石のガーゴイル』は「嫌だ嫌だ！」って感じで首を振ってる。ここで動きを止めて整列するのは自殺行為だって、奴らにもわかったんだろう。

　でも、奴らは『強制礼節』をレジストできなかった。

　４体の『石のガーゴイル』は横一列に並び、石の身体を折り曲げてレティシアにお辞儀を返した。

　そこに『圧縮魔法・堕力の矢』が炸さく裂れつ。




　ぱしゅ、ぱしゅしゅっ！




　３発命中。そして３体の『石のガーゴイル』が崩れ落ちる。

「……さすがに……これは魔力を使いますわね……」

「レティシアは退さがって。あとは僕とリタでなんとかする」

　──僕がそう言った瞬間、セシルからメッセージが入った。




『送信者：セシル（宛先：ナギさま、ご主人さま）

　本文：そちらに兵士さんたちが向かっています。正規兵さんじゃないです。なんだか、見慣れない人たちが……』




「全員てったーいっ!!」

　セシルのメッセージを受信した瞬間、僕は叫んだ。

　メッセージには添付画像がついてた。近づいてくる兵士たちが写ってた。かなり強そうなのが。




『送信者：ナギ（宛先：セシル）

　本文：セシルはカトラスと一緒に路地を伝って逃げて。合流地点は──』




「この場をすぐに離れよう。物騒な奴らが、こっちに来る」

　僕たちは手近な路地へと駆け込む。走りながら、僕はみんなに説明する。

　カトラスが『石のガーゴイル』と戦っている兵士たちを見つけたこと。それを見たセシルが『意識共有・改』で画像を送ってくれたこと。それがチート級に強そうな連中だったこと。

「どんな人たちだったの？　ナギ」

「斧おののついた槍やり──『戦斧ハルバード』でガーゴイルをボコボコにしてた」

　港町イルガファの正規兵さんとは全く違う、金色の鎧よろいをまとってた。背中には大型の盾を背負い、手には両手持ちの戦斧を装備。鎧には傷ひとつなく、豪華な飾りのついた兜かぶとをかぶっていた。面甲を下ろしていたから、顔は見えない。でも全員、手足がやたらと太く、ガタイのいい人たちだった。戦斧を軽々と振り回し、ガーゴイルを圧倒してた。石の魔物を易やす々やすと切り裂いていたから、強化エンチヤントされた魔法の武器だと思う。

　そして僕が一番警戒心を覚えたのは、カトラスが聞いたという叫び声だった。

　今も遠くから聞こえる、あれだ。




「「「慈じ愛あいの姫君の名のもとに!!」」」

「「「秩序を乱す者を、我らは完全に葬ほうむる!!」」」




　現れたのは、金色の鎧を着た集団。

　兵士の一人が足下にあるものを蹴けり飛ばしてる。重そうな灰色のもの。『ガーゴイル』の頭だ。

『ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!』

　それに怯おびえたのか、生き残りの『ガーゴイル』が身を震わせる。

「「「覚悟せよ！　秩序を乱す魔物よ!!」」」

　戦闘が始まった。

　兵士たちの雄お叫たけびが響くのに合わせて、僕たちはまた、走り出したのだった。








第５話「うれしくない呼び出しと、強引な勧誘」






「ラランベル＝エルンギアより、姫殿下に申し上げます」

　ここは、港町イルガファの一等地。

　貴族の別荘などが立ち並ぶ一角の、とある館の中。

　広い部屋の床に、黄色の髪の少女──ラランベル＝エルンギア男だん爵しやく令れい嬢じようがひざまずいていた。

「町を襲った魔物は、姫殿下直属の兵士たちによって倒されました。この町の者も、姫さまの慈愛に感謝することでしょう」

　彼女は顔を伏せたまま、うわずった声で告げた。

「そう」

『慈じ愛あいの姫』クローディア＝リーグナダルが答える。

　彼女がまとっているのは、薄紅色の部屋着。

　襟元までボタンを留めて、背筋をぴん、と伸ばし、彼女は手元の羊皮紙を見つめていた。

「町の被害は？」

「怪け我がをした者が数名。大事には至らなかったそうです。これも姫さまのお力があってこそです」

「事後承諾で兵を動かしてしまいましたけれど」

　クローディアはため息をついた。

「『港町イルガファ』の皆さまはご理解してくださるかしら」

「ああ、なんとお優しい」

　ラランベルは感極まったように胸を押さえた。

「ご自身の兵を使われ、民の心さえも気にかけられるとは。このラランベル、感激です」

「大げさですよ。ラランベル」

　そう言って、クローディア＝リーグナダルは羊皮紙にペンを走らせた。

　羊皮紙には港町イルガファを襲った『ガーゴイル』の数と、それを倒すために送り込んだ兵数。さらには港町イルガファの人口まで書かれている。そこから自分が救った人数を計算し、記入して最後にサインを入れる。『慈愛の名のもとに。クローディア＝リーグナダル』と。

「ラランベル。あなたは私のご学友です。私が成果を上げ、父上のお役に立てる立場になった暁には、側そばで助けてもらうことになります」

「もったいないお言葉です」

「またそんなことを」

　椅子に座り、膝ひざをそろえて、クローディアはラランベルを見下ろす。

　ラランベルは顔を上げようとしない。ご学友にしてから随分と経たつのに、彼女の態度は忠実な臣下のままだ。

　物足りないとクローディアは思う。ラランベルは共に『王家のやり方』を学ぶ者でもあるのだ。崇あがめてくれるのはいいけれど、そこで終わってはいけない。もっとこちらの意を察して動いてくれなければ。

「私はクローディア殿下の元でこそ、『貴族の正義』を実現できると考えております」

　ラランベルは顔を伏せたまま、言った。

「殿下が民に『慈愛』を示すことで、すべての民が殿下を崇拝するようになることを願ってやみません。『王と貴族は正しいから正しい』──それを民にたたき込むのに、殿下ほどふさわしい方はおられません」

「では、もっともっと慈愛を示さなくては」

　クローディアは、手元の羊皮紙をめくった。

　それには、民からの感謝の言葉が書かれていた。

　羊皮紙の束は、これまでクローディアが『慈愛』によって助けた者からの感謝状だ。一般の民草からのものもある。貴族が書いたものもある。一番うれしいのは、クローディアに従うことによって『慈愛』を示せるようになった者たちの言葉だ。

　そのすべてが、クローディアにはご褒美のようなものだった。

「新しいご学友にも、わかっていただけるでしょうか」

　不意に、思い出したようにクローディアは言った。

「ミルフェ子爵家の長女、でしたね。あなたが推薦した『ご学友』は」

「彼女にはクローディア殿下の慈愛をわかっていただけるように、教育する必要がございます。私は、間違った正義を信じる彼女が哀れでならないのです。殿下のお力で、彼女を正しい貴族にしてさしあげてください」

「わかりました。では、これを」

　クローディアは羊皮紙を丸め、封をした。

　それから、机の上に置いてあった、銀色の箱を手に取った。彼女は目を閉じ、それを額に押し当てる。小さくつぶやく。

「──もうひとりの私よ。人々を導き給たまえ。『貴族の正義』の名の下に」

　同じ言葉を３度繰り返してから、クローディアは箱を開いた。

　中身を確認してから、羊皮紙と一緒にラランベルに手渡す。

「もうひとりの私に、これらを渡してください」

「承知いたしました」

「では、おゆきなさい。我が学友ラランベル。人々に慈愛を示すために」

「はっ」

　ラランベルが立ち上がり、深々と頭を下げる。

　彼女が小走りに立ち去ったあと、クローディアは再びため息をついた。

　机の上に並べた羊皮紙──彼女に救われた者たちの言葉を並べる。数える。

「……足りない。まだ足りない」

　頭の中に、兄弟姉妹の顔が浮かぶ。

　彼らも、彼女たちも、それぞれの貴族を『救って』いるのだろうか。油断はできない。自分の使命も、預けられたものも、彼女の地位を保証するものではない。

　王子と王女は強い力を持つ。それは強い責任を伴うことを意味するのだ。

「……王家の者だろうと……『第８世代の勇者』は見逃してはくれない……」

　クローディアは唇をかみしめる。

　彼らからは、王家の人間さえも逃げられない。その討伐対象になったときのことを想像すると、恐怖が頭の中を埋め尽くす。どんなに強力な部下を雇っても、消えてくれない。

　不安といらだちが脳裏をよぎり、彼女は思わず机に爪を立てる。

「慈愛の姫君が……生の感情ストレスをはき出すわけにはいかない。それはもうひとりの私──彼女の役目。今は……彼女の成果を楽しみに……待ちましょう」

　クローディアは椅子に座り直し、身体からだの力を抜いた。

　カーテンを開き、夕暮れの町を眺める。窓から海が見える。あの海のどこかに『海竜ケルカトル』とやらがいて、この町を守護しているはずだ。

「……会ってみたいものですね。海竜とやらに」

　人の世を動かすのは結局は王と貴族。海竜もいずれは、時代の中に消えていくものでしかない。だからこそクローディアは仕事をしている。竜なき時代を、王と貴族が支配するために。

　ラランベルは上う手まくやるだろう。これまで、そうしてきたように。

「お願いいたしますよ。ラランベル＝エルンギア。それと──私」

　クローディアは机の引き出しから、銀色の箱を取り出した。

　さきほど、ラランベルに渡したのと同じものだ。蓋ふたを開けると、中に入っていたのは銀色の仮面。クローディアはそれを身につけ、目を閉じる。

　少しだけ夢を見よう。

　ひととき立場を忘れ、別の自分になれる夢を。










　──ナギ視点──










　僕たちが現場を離れてすぐ、イリスからメッセージが入った。




『送信者：イリス（宛あて先さき：お兄ちゃん）

　本文：今の段階でわかっていることをお知らせいたします。

　港町イルガファにはただいま『第一級災害警報』が発令されております。

　解除されるまでの間、すべての城門は閉ざされ、港も封鎖されます。

　ガーゴイルがどこから入ったかはまだ、わかっていません。城壁の上を巡回している兵士たちからも、魔物が壁を越えたという報告は入っておりません。現在、担当を増やして調査中です』




『送信者：ナギ（宛先：イリス）

　本文：気になることがある。僕たちが「石のガーゴイル」と戦ったあと、金色の鎧よろいをまとった兵士たちが現れた。クローディア姫の関係者だと思う。なにか情報が入ったら教えて』




　僕はメッセージを返信した。

　あとはイリスからの情報待ちだ。

「……旅行から戻ってきて、いきなり町中で戦闘することになるとは思わなかったけど」

　僕はため息をついた。

　ここは領主の館の前にある大通り。

　たくさんの正規兵が集まっているせいか、人々の避難所みたいになっている。みんな地面に座って、魔物がどこから来たのかについて話し合ってる。

「おひろめパーティまでには落ち着くといいけどな」

　僕は地面に座ったまま、言った。

「本当はパーティの前の息抜きに、みんなでピクニックに行きたかったんだけど」

「ピクニック、ですか？」「そんなこと考えてたの？　ナギ」「どうして言ってくれなかったの。なぁくん」

　反応早いな！

　セシル、リタ、アイネが膝立ちになって、ざざざざっ、と迫ってくる。

　レティシアは３人の後ろで苦笑い。カトラスは「ピクニックってなんでありましょう？」って首をかしげてる。騎士の勉強ばっかりしてたから、そういう知識はないみたいだ。

「……一度やってみたかったんだよ。家族でピクニックってのを」

　元の世界では、したことなかったからね。

「たとえば、落ち着ける場所で、地面にレジャーシートを敷いて、お弁当を食べて、みんなでごろごろする……って、こら、セシル。イリス宛あてのメッセージとか作らなくていいからね。イリスが読んだら調査そっちのけで準備はじめちゃうから」

「……お、お見通しですか。ナギさま」

「指でてのひらに文字を書いてるからわかるってば」

「ご主人様の願いを叶かなえるのは、奴隷の役目です。ナギさまが『のんびりピクニック』を望まれるなら、わたしは命がけでそれを叶えるだけです！」

「なにその殺伐としたピクニック……って、リタとアイネも。家に荷物を取りに行こうとしなくていいから」

　僕は、立ち上がりかけてたリタとアイネを呼び止める。

　そもそもこの世界にレジャーシートなんてないよね。絨じゆう毯たんを外で広げるのはもったいないし……古いシーツを敷くくらいかな。

「油断ですわよ。ナギさん」

　レティシアは口元を押さえて笑ってる。

「ご主人様の望みですもの。みなさんが必死に叶えようとするのは当然のことでしょうに」

「……むぅ」

「ふふっ。ふくれっつらのナギさんも新鮮ですわね。これから先、時々持ち出して話の種に──」

「みんなー。ピクニック当日はレティシアが留守番してくれるって」

「「「「ありがとうございます!!」」」」

「連れて行きなさい泣きますわよ!!」

　涙目で僕を見上げるレティシア。

　ほんと、ひとりぼっちに弱いんだからな。レティシアは。

「とにかく、ピクニックなんてのは、必死に準備するものじゃないからね？」

　僕はみんなを落ち着かせてから、言った。

「ほんとは、みんなでゆっくりごろごろできれば、場所はどこでもいいんだ。家にレジャーシート敷いたっていいんだからね。事件が片付いたら考えようよ」

「……はい。ナギさま」「りょーかい」「……仕方ないの」「それまでに『ピクニック』を会得するであります」「わたくしも行きますわよ。行きますからね！」

　みんな納得してくれたみたいだ。

　……って、あれ？

「……はぅ……」

　ため息をついたセシルが、ぺたん、と地面に座り込んでる。

　顔が赤いな。興奮したからかと思ったけど……。

「セシル。もしかして疲れてる？」

「い、いえいえ。いえ。ぜんぜんですっ」

「そっか。じゃあステータスを表示してセシルのすべてを──」

「ごめんなさいナギさま。疲れてますっ！」

　素直でよろしい。

　セシルはさっき『真・聖せい杖じようノイエルート』で圧縮魔法を使ってたから、魔力を消費してる。長距離の狙撃なんか初めてだから、かなり気を遣ってたはずだ。それで疲れが出たんだろうな。

「アイネ……こっちに」

「はい。セシルちゃんのお世話はアイネが……な、なぁくん」

「うん。アイネも少し熱いな」

　アイネの額に手を当てると、少し汗ばんでるのがわかった。

『石のガーゴイル』相手に『魔力棒術』を使ったからか。アイネも休ませた方がいいな。

「それじゃリタ。悪いけど、セシルとアイネを家まで送って」

「……えー」「……むぅ……なの」

　セシルもアイネも、むくれないの。

　２人とも『石のガーゴイル』との戦いで魔力を消費したから、休んで回復しとかないと。

「本当はレティシアにも家に戻ってて欲しいんだけど……」

「わたくしは貴族ですもの。この事件について知る義務がありますわ」

　レティシアはローブのフード（アイネが『お姉ちゃんの宝箱』で出した変装用）を目深にかぶっている。目を閉じて、深呼吸してる。この場で回復に努める、ってことらしい。いじっぱりめ。

「わかったわ。私はすぐに戻ってくるから」

　リタは心配そうな顔をしていたけど、うなずいてくれた。

「無茶しないでね。ナギ、レティシアさま、カトラスちゃん」

　そう言ってリタはセシルとアイネを連れて、家の方に向かった。

　この場に残ったのは僕とレティシアとカトラスの３人。

　休みたいのはやまやまだけど、もうちょっと情報を手に入れておきたい。




「──お前も見たか？　あの金色の兵団」

「──すごかったよな!?　さすが慈愛の姫さまの私兵だぜ」

「──でも、あのガーゴイルはどこから？　領主家の見解が気になりますね……」




　こうしてると、町の人たちの噂うわさ話ばなしが耳に入ってくるから。

　僕たちが戦ったのとは別の『石のガーゴイル』たちは、町の市場に現れたらしい。奴らが露店を破壊し、町の人たちを襲ってたところに、金色の兵団たちが助けに来たそうだ。

　金色の兵士たちは『戦斧ハルバード』でガーゴイルの手足をバラバラにしたあと「慈愛の姫君の名のもとに悪は倒された」って宣言したとか。

　それから町の兵士が吹いた笛の音を聞きつけて、僕たちの方にやってきたらしい。

「姫さまは街道にアンデッドが出たという話を聞いて、兵団を呼び寄せていたようですわ」

　噂の内容を、レティシアが補足してくれる。

「金色の兵団が到着する前に、誰かがアンデッド軍団をまるごと消してしまったせいで、活躍の場がなかったそうですけど。ええ、名も知らない何者かが」

「へーびっくりだねーだれだろーねー」

「まったくけんとうもつかないでありますなー」

「わたくしもさっぱりですわー」

　僕たちは顔を見合わせて噴き出した。

「それにしても残念でしたわね、カトラスさん」

「ふぇ？」

「この場にクローディア姫さまがいらっしゃったら、そのお姿を見ることもできましたのに」

「え？　あ？　はい。そうであります！」

　突然の質問にとまどいながら、カトラスはうなずいた。

「お姿を見られなかったのは残念ですが、でも……ボクは姫さまが恐こわくもあったのでありますよ」

「恐い、ですの？」

「王家の持つ力を、まざまざと見せつけられたでありますから」

　カトラスはかすかに震えていた。

　その理由は、僕にはなんとなくわかる。

『リーグナダル王家』は異世界から来訪者を呼び出すことができる。

　その一員である姫の兵団は、『石のガーゴイル』を簡単に倒すことだってできる。

「……そういう力を見せつけられたのが、ちょっと恐いのであります。王家の姫君というのは……ああいうものであったのでありますな……」

「大丈夫。王家と関わるのは、たぶんこれが最後になるはずだから」

　僕は、震えるカトラスの肩に手を乗せた。

「……あるじどの」

「………………いざという時は物理的に『王家と関わるのは最後』にするから（ぼそっ）」

「なにをするつもりなのでありますか!?　あるじどの。目が据わってるでありますよ!?」

　でも、僕も王家にはいい思い出がないからなぁ。

　向こうが敵対してこなければ、なにもするつもりはないんだけど。

「海竜の加護を受けた、イルガファの民に告げる！」

　しばらくして、領主家の正門が開き、数人の兵士と、執事っぽい人が出てきた。

「町を襲った『石のガーゴイル』は、慈愛の姫君クローディア殿下のご協力によって、すべて倒された。皆は安心して家に帰るがよい!!」

　おおおーっ、っと歓声が上がった。

「『石のガーゴイル』が町に侵入した理由については、現在、調査中である。わかりしだい発表するであろう。また、今後このようなことがないように、警備を強化する予定で──」

　とりあえず、町の混乱は収まった、ってことか。

「……そろそろ行こう。詳しい情報は、イリスが教えてくれる」

　僕はレティシアとカトラスにめくばせして、移動をはじめた。

　人波を抜け、路地に入ろうとしたとき、




「それと──クローディア姫より今回の件について、貴族の方にお話がしたいとご要望が来ております!!　これは大変に名誉なこと。この場に貴族の方がいらっしゃったら、名乗り出ていただけないでしょうか!?」




　領主家の執事さんの言葉が、僕たちの足を止めた。

　振り返ると、男性が手を挙げるのが見えた。まわりを、黒い服を着込んだ護衛に囲まれている。あの人も貴族か。一般人に紛れて避難してたみたいだ。

「……面倒なことになりましたわね」

　レティシアは難しい顔をしてる。

「わたくしは子爵家の名代としてこの町に来ております。呼び出されれば、行かないわけにはまいりません。相手は王家の姫君で、町を救ったお方ですもの……」

「しかも、呼び出す理由が理に適かなってるからな……」

「魔物の襲しゆう撃げきについて、それを退けた姫君からお話が……でありますから……」

「これを断ったら悪者ですわよね……」

　レティシアはため息をついて、うなずいた。

「レティシアは、『慈愛の姫君』に会いたくないって思ってる？」

「『ご学友』の問題がありますので。ここでクローディア姫と関わったら、戻ってこられなくなる可能性があります。それではナギさんたちとの約束が果たせませんもの」

「そっか。じゃあ、ここは病びよう欠けつってことにしよう」

「「…………はい？」」

「レティシア＝ミルフェは『石のガーゴイル』と戦い、軽傷を負った。現在は治療中のため、その姿をさらしたくはない。そういう手紙を──僕が届ける」

　僕は続ける。

　直接『慈愛の姫君』と会うことはできないだろうけど、相手の出方を知ることはできる。

　そのあとで改めて『次期領主おひろめパーティ』に出席するかどうか決めればいい。

　──そんなふうに、僕はレティシアとカトラスに説明した。

「それでお願いしますわ」

　レティシアはフードをかぶりなおして、言った。

「状況が混こん沌とんとしておりますものね。今回の事件について、詳しいことがわかるまでは、情報収集に努めた方が良さそうですわね」

「ボクも賛成なのであります」

　カトラスも手を挙げて賛成してくれた。

　僕たちは、こっそり路地へと移動する。

　まっすぐ家に向かうと目立つから、遠回りのコースで帰ろう。

　そう思っていたら──

「あら、まぁまぁ。これは奇き遇ぐうなこと」

　目の前に、人影が現れた。

　路地の中央に、黄色の髪の少女が立ってる。

　レティシアが小声でささやく。「ラランベル男爵令嬢ですわ」って。

　昨日名前を聞いたばかりだ。彼女がレティシアを『ご学友』にしたがってる少女か。

「これはこれは、レティシア＝ミルフェさま。このようなところでお会いできるとは」

　ラランベル＝エルンギアはスカートをつまみ上げ、一礼。

「今日は大変でしたわね。ラランベルさま」

　レティシアは彼女から距離を取ったまま、告げる。

「わたくしは『石のガーゴイル』の話を聞いて、気になって参りましたの。ラランベルさまも？」

「いえ、とあるお方の指示で、ここに」

　彼女は言った。

「貴族の方をお連れするように頼まれましたの。どうぞ、レティシアさまもご一緒に」

「申し訳ありませんが、わたくしは病欠させていただきますわ。具合が悪くてげほげほごほん」

　レティシアは咳せき込んだ。

「ご挨あい拶さつは改めてとさせていただきますわ。それではごきげんよう……」

　レティシアは僕を見て、にやりと笑う。『強制礼節マナー・ギアス』でここを通るつもりだ。

　けれど──彼女がスキルを発動する直前、路地の壁と地面が光を放った。




『お迎えいたします。貴族の皆さま』




　声が聞こえた。

　壁と地面の光が、複雑な文様を描く。これは──魔法陣か!?




「お迎えの準備が整ったようですね」

　ラランベル＝エルンギアがほくそ笑む。

　魔法陣はさらに光を増して、路地に声が響き渡る。




『今回のような危機に際して、おすすめの商品がございます。貴族の皆さまだけにおすすめする限定品です。ここにいらした方は大変運がいい。こちらへ。心ゆくまでお選びください──』




　なんだそれ。勧誘商法かよ!?




『送信者：ナギ（宛あて先さき：セシル、イリス）

　本文：状況がわかるまでは待機！　僕たちは今──』




『意識共有マインドリンケージ・改』のメッセージを送りかけたところで、僕たちの視界が真っ白に染まり──




　気がつくと、僕とレティシア、カトラスは──知らない場所に立っていたのだった。








第６話「転移させられた場所で、親友の愛称を呼んでみた」






　この世界に召喚されたとき、王様に言われた。「転移魔法で辺境に送る」って。

　以前セシルに、そういう魔法が存在するかどうか聞いたことがある。

　セシルの答えは「あると思います。でも、実際に使える人がいるかはわかりません」だった。

　つまり、それくらい難易度が高い魔法ってことらしい。

　そりゃそうだ。一瞬で物や人間を数百キロの彼方かなたに送り込む魔法がホイホイ使えたら、物流が崩ほう壊かいする。港町のイルガファが一大交易地になれるわけがない。

　ということは『転移魔法』というのは、王家だけ使用可能なものか、あるいは特別な方法で使うことができるもの、ということとになる。

　今回、僕たちを転移させた魔法は、路地にしかけられていた。

　てことは『特別な方法』の方だ。規模からすると、長距離を移動できるものではないはず──




　そんなことを考えてるうちに、僕たちは知らない場所に転移させられていたのだった。










「ようこそ、選ばれた貴族たち」

　目を開けると、見知らぬ洋館の前に立っていた。

　正確には、僕たちがいるのは洋館の前にある、荒れ果てた庭。背の低い雑草が、地面を覆い隠している。そのまわりには背の高い樹きが生い茂る森だ。振り返っても、道なんかどこにもない。

　僕たちの近くにはラランベル男だん爵しやく令れい嬢じようと、領主家の前で呼び出しに応じていた黒服の男性がいる。男爵令嬢は余裕の笑みを浮かべているけど、男性はパニック状態だ。

「私のことは『ヴェール』とお呼び下さい」

　そして館の前には薄いヴェールで顔を隠した、灰色の髪の少女がいた。

「手荒なまねをして申し訳ありません。選ばれた貴族の方だけにお伝えしたいことがあるのです。今回のような危機を乗り切るためのアイテムを、みなさまにご提案させていただけないかと」

　彼女は僕たちを見回し、ゆっくりと一礼した。

「アイテム……？」

　レティシアが、ぽつり、と言った。

「ええ、クローディア姫殿下の兵士たちが、恐るべき『石のガーゴイル』を倒したところを、皆さまもごらんになったでしょう？」

　ヴェールの少女は満足そうにうなずいた。

「今回、選ばれた貴族の方々に、そのような『力』をご提供させていただきたいと思いまして、この地にご招待させていただきました」

　彼女が着ているのは、漆黒のドレス。銀色のアクセサリで飾られた、高価そうなものだ。

　レティシアが僕の右手を、カトラスが左手を握ってる。２人も不安そうだ。

　僕たちはさっきまで『港町イルガファ』の路地にいた。

　なのに今は、森に囲まれた洋館の前に立っている。転移させられたんだ。ということは、そこにいる謎の少女は、それを可能にする力を持っているということになる。

「……何者ですの、この方」

「着ているものは高価そうだよな。貴族かな？」

「聞いたことのない声ですわね。わたくしの知っている方ではありません」

　顔が見えないから、確信はないですけれど──レティシアはそう付け加えた。

　ということは、やっぱり貴族じゃないのかもしれない。何者だ？

　今まで出会った『来訪者』とも雰囲気が違う。物腰も、話し方も、まるで高貴な姫君みたいに落ち着いていて、優雅だ。レティシアとカトラスが見入ってるくらい。

「私は誰にも邪魔されない場所に、みなさまをお連れしたかったのです」

『ヴェール』は言った。

「ここは港町より数十日かかる場所。このまわりはハイレベルな魔物が住まう森。ここなら、誰にも話を聞かれることはございません」

「噓うそでありましょう？　たった一瞬で？」

　カトラスが声を上げた。レティシアも、驚きに目を見開いてる。

　その反応に、『ヴェール』が満足そうにうなずく。自分のセリフの効果も、それが脅しになることも、完全に計算した上で話してる。策士っぽい相手だ。

　ここが『港町イルガファ』から数十日かかる場所なら、僕たちは『ヴェール』に逆らえない。食料も装備も持ってない。帰り道だってわからない……最悪だ。

　……でも、念のため確認してみよう。




『送信者：ナギ（宛あて先さき：セシル、イリス）

　本文：なんか僕たちはイルガファから数十日かかる場所に飛ばされたらしいんだけど』




『送信者：セシル（宛先：ナギさま、イリスさん）

　本文：なにがあったんですか!?　大丈夫ですかナギさま!?』




『送信者：イリス（宛先：お兄ちゃん、セシルさま）

　本文：「意識共有マインドリンケージ・改」のメッセージが届いているということは、徒歩２日圏内ですね。ご無事ですか？　レティシアさま、それに、カトラスさまは？』




　メッセージが返ってきた。

　ここ、意外とご近所だった。




「選ばれた方だけに情報をお伝えするため、護衛の数は限らせていただきました。誇り高い貴族の皆さまが、部下や衛兵と離れていらっしゃるのは不安だと思いますけれど──」

　ヴェールをつけた少女は、まわりを見回しながら言った。




「……レギィ、いるよな？」

『当然じゃ』

　僕の背中で魔剣レギィが、かちゃん、と震えた。

　右腕につけた『天竜シロの腕輪』に触れると、『おとーさん』って声が返ってくる。シロもいる。

　隣にいるカトラスは、服の下に身につけた『バルァルの胸当て』を指さしてる。フィーンもいつでも呼び出せる。戦力は十分だ。




「私はあなたたちの安全のため、こういう手段を取らせていただきました。あなたがたはご存じないでしょうが、人知を超えた能力を持つスキルやアイテムがこの世界にはあるのです……」

　ヴェールをつけた少女は、口元に笑みを浮かべながら告げた。




「カトラス。念のためフィーンに『神聖遺物アーテイフアクト』の気配を感じるか聞いてみて」

「すでに確認しております。さっき転移したとき、感じたそうであります」

　カトラスはうなずいた。

「『神聖遺物』でもなければ転移魔法なんて無理かと、ボクも思うのであります」

　つまりヴェールの言う『あなたがたの知らないアイテム』は、アーティファクトで間違いない。




「この地は、前人未踏の彼方にある場所」

　ヴェールをかぶった少女は説明を続けてる。

「皆さまが森を抜けるのは難しいでしょう。周囲には人をまどわす結界と、死者の魂がうろついておりますから──」




『送信者：ナギ（宛先：セシル、イリス）

　本文：──だってさ』




『『セシル、イリス：対策を考えました！』』




　よし。これで問題なし。あとは──

「あのさ、レティシア」

「わかってますわ。相手の目的と、その正体ですわね」

　レティシアは僕の言葉をさえぎって、うなずいた。

　謎の少女『ヴェール』の左右には兵士がいて、剣先に魔法の『灯りライト』を灯ともしてる。

　彼女の正体を分析すると、可能性は。




（１）王家のクローディア姫（なんらかの方法で、声を変化させている）

　根拠：王家は転移魔法を使える。そして姫さまは王家の人間。それと僕たちをここに招き入れた『ラランベル男だん爵しやく令れい嬢じよう』が『クローディア姫に呼ばれた』と言っていた。




（２）来訪者

　根拠：来訪者は転移魔法で辺境へと移動している。そのための力を持っていてもおかしくない。




（３）その他：貴族か庶民か、デミヒューマン。

　ただしデミヒューマンの可能性は薄い。貴族のみを集める理由がないから。




「賢明なる貴族の皆さま。お聞きください。今回、町に現れたガーゴイルのように、見えない危機は常に存在しているのです」

　ヴェールの少女は説明を続けている。

「また、辺境には魔王が存在しております。この王国にも、いつその魔の手が襲ってくるかわかりません。貴族とは領民と領地を持つ者。そこに凶悪な魔物が現れたら、どう対処しますか？　兵士だけで戦えるのですか？」

「『ヴェール』さま」

　不意に、ラランベル男爵令嬢が口を開いた。

「お話の前に、約束を果たしていただけますか。私はご依頼の通り、ここに貴族を連れて参りました。知人の少女です。これは『お友だち紹介特典』に入ると思われますが？」

「わかっております。あなたには新たなる力を与えましょう」

「光栄です。『ヴェール』さま。では『執事』を」

「よろしい。異能を持つ執事を、10日以内に派遣いたしましょう」

「ありがとうございます。『ヴェール』さま」

　少女ヴェールの言葉にうなずいて、僕たちをここに連れてきた少女は、館の玄関に向かった。

　最後に振り返り、勝ち誇ったような笑みを浮かべる。視線はまっすぐ、レティシアを見ていた。

「あなたもすぐに『貴族の正義』のことがわかるでしょう。私のように、力を手にすれば」

　そう言って彼女は、館の中へ入っていった。

「話を戻しましょう。あなた方を常に狙っている、危機のお話です。

　──貴族とは、失う物を持つ方たちです。領地、資材、家族を守るための力が必要だとは思いませんか？　危険はどこにでも存在します。失ってからでは遅いのです」

　淡々と話し始める『ヴェール』。

　背筋を伸ばして、はきはきした声で、僕たちを見ずに話し続ける。

「私が申し上げる危機について、賢明なる貴族の皆さまにはおわかりのことかと思います。今回のガーゴイルのように、見えない危険はいつあなたがたを襲うのかわからないのです。その危機を乗り越えるためのアイテムとスキルを、選ばれた皆様方に──」

「貴様はなにを言っているのだ!?」

　耐えきれなくなったように、黒服の男性が声を上げた。

「どうしてこんなところに連れてきた。説明しろ!!」

　怒ってるのは、イルガファ領主家の前にいた貴族の男性だ。

「これはこれはガルンゾ伯爵さま。ご無礼をいたしました」

　少女はドレスの胸に手を当て、男性に視線を向けた。

「申し上げました通り、この場は港町から数十日かかる場所です。町に帰るためには我々の助けが必要。敵対行動を取るのは、おすすめいたしませんが」

「うるさい！　無礼にもほどがある！」

　男性の貴族は叫んだ。

「商品を売りたいというなら、使者をよこして話を進めるべきであろう。こんなだまし討ちのような真ま似ねをする奴が信用できるか！」

「すでに数名の貴族の方には、我々の商品をご利用いただき、活躍の場を広げていただいております。ご希望なら、あとでその方々のお名前をお教えいたしましょう」

「私はクローディア殿下がお呼びだというから名乗り出たのだ。お前など相手にできるか！」

「──あなたは失格です」

『ヴェール』は、指を打ち鳴らした。

　それを合図に、彼女の左右にいた兵士たちが動き出す。

　男性の護衛が剣を抜く。だけど、兵士の動きの方が速かった。黒い甲かつ冑ちゆうをまとった兵士たちは、貴族の護衛の剣をあっさりとはじき飛ばし、その剣の柄つかで護衛と、貴族の男性を殴りつけた。僕たちが手を出す暇もなかった。

　兵士は無力化された男性と護衛をロープで縛り上げ、屋敷の中へと運んでいく。

「疑い深い者はこの場に必要ありません。まずは信じて、受け入れ、それから説明を求めるべきでした。選ばれし者であることを無条件で受け入れられないあなたは、失格です」

「お待ちなさい！　その方をどうするおつもりですの？」

　レティシアが声を上げた。

「説得し、その後、元の場所へお帰しいたします」

　少女はヴェールの下で、笑ったようだった。

「ここから港町までは数十日以上かかります。ご自分で帰るのは難しいですからね」

「「「へー」」」

　僕とレティシアとカトラスそろって、変な声が出た。

「質問があるのでしたら、どうぞ。私は荒事は好みません」

　ヴェールの少女が、レティシアを見た。

「取り引きはお互い、納得の上でしたいと思っておりますから」

「わたくしは交渉ごとが苦手ですの」

　レティシアが僕を見て、うなずく。「お任せしていいですか」の合図だ。僕はうなずく。

「そういう話が得意な者がおりますので、その者にお願いすることにいたします」

「どうも」

　僕は立ち上がり、レティシアの横に並んだ。

「ここは貴族の方のみが発言を許される場所。その方は貴族と同等の立場にある者ですか？」

『ヴェール』は不思議そうに首をかしげて、僕を見た。

「そうですわね。この方は……」

　レティシアは少し考えていたようだったけど、なにかを決意したように、

「この方はわたくしが最も信頼する、わたくしの婚約者ですわ！」

「──おーい。レティシア──」

「…………この場だけ。この場だけですわよ」

　わかってるけどさ。

　レティシア、首筋まで真っ赤になってるし。

「わかったよ。『レティア』」

「こ、ここでその名前で呼びますの!?」

　いや、だって呼んでいいって言われてたし。ちっちゃい頃のレティシアの愛称。

「……婚約者って言ったのはレティシアだろ。疑われないためだよ」

「……わ、わかりましたわ。ここだけですわよ」

　レティシアは真っ赤になっていたけど、僕を見て、こくん、とうなずいた。

　僕だってむちゃくちゃ恥ずかしいんだけどな。

「噓ではないようですね。それならば、発言を認めましょう」

「ならば、問う」

　ここは相手が用意したステージだ。どんな罠わながあるかわからない。

　まずは話に乗ったふりをして情報を引き出そう。

「僕とレティシアは婚約の記念として『次期領主おひろめパーティ』に参加する予定であった。ガーゴイルに襲われたのは偶然。だが、我が気高き婚約者は、民を守るために戦った。その後、ここに呼び出されたのだ」

　ヴェールの少女にはっきりと聞こえるように、僕は言った。

「貴族には失うものが多い。それを守る力が必要だというのはわかる。が、このようなやり方はおかしいだろう？　今回のこれは脅きよう迫はくと変わらないのでは？」

「疑いを抱かせてしまったことにはお詫わびいたします」

　少女は首を横に振った。

「『大いなる力』のことを、魔王やその手下に知られたくないのです。特に、港町イルガファは『海竜ケルカトル』などという高位の魔物をあがめる者たち。警戒するのは当然では？」

「だから、港町からはるか離れた場所へと、我々を転移させた、と？」

「ええ」

「だから、港町から徒歩２時間の場所へと、我々を転移させた、と？」

「ええ…………い、いえいえ、はるか離れた場所ですが、なにか？」

　今、間違いなくうなずいた。意外とちょろいな。謎の少女。

「空気が温かくて湿気を帯びている。これは南方の気候だ。まわりに生えている木の種類もイルガファ周辺の森と同じ。確か、イルガファから徒歩２時間のところにある森には、村の跡地があったはず。ちょうど、その洋館と同じような建物が残っていると聞いているが」

　そう言う間にも、僕は証拠を突きつける。

　これはイリスからの情報だ。

『意識共有・改』で送った画像を見たイリスが、この場を特定してくれたんだ。

「それとも本当に、ここがはるか彼方の地だというなら『契約コントラクト』してみるか？　噓だったら、あなたが持っているアイテム、スキルをすべてこちらに引き渡すという条件で」

「…………」

　あ、黙った。

　謎の少女はヴェールの下で、唇をかみしめて震えてる。

「あなた方も……失格です！」

　ヴェールの少女の表情は見えない。見えるのは口元だけ。

　ぎりり、と歯がみしてる。怒ってるのは間違いない。

「私は厚意で、あなた方にアイテムとスキルをご提案させていただいているのです。それに疑いを抱いた時点で、交渉相手としては失格。ならば、力ずくで『お客様』になっていただきましょう！」

　少女が言うと、左右に控えていた兵士たちが動き出す。

　数は２人。漆黒の、ごつい鎧よろいを着込んでいる。身長は２メートルくらいはありそうだ。

　手には長剣と、円形の盾を持ち、さらに拘束用のロープまで準備している。

　手際がよすぎる。奴らは今までも貴族にこういうことをやっているんだろうな。転移魔法でさらって、人気のないところで強引にアイテムやスキルを売りつける。目的はまだ不明。だけど──

「…………『来訪者』か『白いギルド』が関係してるのかもな」

　やり口がどう見てもブラックだからね。

　ここが奴らの拠点なら、正体がつかめるかもしれない。

　カトラスとフィーンは、この場所に『神聖遺物アーテイフアクト』が存在するのを感じている。んなもん使われて、またどこかに呼び出されたら面倒だ。今のうちに破壊か、掌しよう握あくしておきたい。

　というか、いいよね。『転移魔法』。いざという時に逃げられるし。

「あのさ、レティシア、カトラス」

「なんですの？」「はい、あるじどの」

「問答無用で森の中に呼び出されたんだから、お詫びにアイテムのひとつくらいもらって帰っても問題ないよな？」

「いいんじゃありませんの？」

　レティシアは口を押さえて、にやりと笑った。

「無法者に力を与えておくよりも、ナギさんのような怠け者──いえ、怠けたい働き者が持っていた方が安全ですもの」

「『転移魔法アーティファクト』があるなら、あるじどのが持つべきだと思うのであります」

「もうひとつ質問。40分くらい時間稼ぎできそうかな？」

「なんとかなりますわよ」「やってみる価値はあるのであります」

「了解。じゃあ決定だ」

　前衛は僕とレティシア。後衛はカトラス。

　僕たちは自然にフォーメーションを組んでる。互いのスキルはわかってる。情報は全部共有してる。援軍はすぐに来る。戦況が悪くなったら逃げるか、時間稼ぎすればいい。問題ないな。

「殺しはしません」

　ヴェールをつけた少女は言った。

「この場で起きたことは誰にも話さないと『契約』していただきましょう！」

「「『ヴェール』さまの仰せのままに！」」

　２人の兵士たちが剣を振り上げる。こっちに向かって来る。狙いは僕か。『ヴェール』に軽口たたいてたからかな。

　じゃあ、魔剣レギィを抜いて、と。

「レギィ頼む。発動『柔じゆう水すい剣けん術じゆつＬＶ１』！」

『おお！　長剣の２本くらい、どうってことないわい!!』

　しゅるんっ！

「──なに!?」

　黒い鎧よろいの兵士たちが振り下ろした剣を、魔剣レギィが巻き込み、受け流した。

「レティシア！」

「いきますわよー！　発動『回転盾撃シールドスクランブル』!!」

　ぽこん。

　レティシアの盾（カトラスから借りてた）が、体勢の崩れた兵士の兜かぶとを、叩たたいた。




　ぐるぐるぐるぐる────っ!!




　盾で殴られた兵士の身体からだが、高速回転を始める。

　兵士の鎧は魔法のアイテムだったのかもしれない。強くて固い。だから持ち主が回転してぶつかってくると、すごく痛い。

　それを身につけた兵士が両腕をプロペラみたいに回してぶつかってきたもんだから──

　がこん。

「ぐがぁっ！」

　隣にいた兵士は問答無用で打ち倒された。回転してた兵士も一緒に倒れ、地面でぐるぐるまわりだす。２人の兵士は絡み合ったまま、屋敷のまわりを転がり続ける。

「いやーあたりどころがよかったですわー」

「たてのいちげきでこんなにかいてんするものでありますかー」

「いやいやへいしのよろいのとくしゅこうかかもしれないよー」

「え？　え？　え？」

　ヴェールの少女は呆ぼう然ぜんとしてる。

　地面にロープが落ちてる。兵士が持ってたものだ。

　僕はそれを拾い上げ、輪にしてからレティシアに渡した。

「これであのヴェールの少女の本性を引き出してみて。レティシア」

「はい。了解ですわ」

「ぶ、無礼者！　我が兵士に狼ろう藉ぜきを働くとは！」

　ヴェールの少女が叫んだ。

「我が魔法を喰くらいなさい。『氷のアイシクル──』」

「こっちが先ですわ！　発動『品格抑制エレガント・ダウナーＬＶ１』!!」

　相手が魔法を発動する前に、レティシアの投げ縄が、ヴェールの少女の身体に引っかかった。




『品格抑制エレガント・ダウナーＬＶ１』（Ｒ）

『ロープ』で『品格』を『抑える』スキル

　礼儀や建前を引きはがすことができるスキル。

　対象の身体を、ロープで引っかけることによって発動する。

　このスキルの対象になった者は、礼儀や品位、建前を一定時間忘れてしまう。

　そのため、本音を引き出しやすくなる。貴族や王族、高位の商人などに対して効果が高い。




　これは『強制礼節マナー・ギアス』と一緒に作ったスキルだ。

　相手の正体をあばくのに使えるはずだけど、どうなる──？

「────あ、あ、あ。私──我々──あたし──じぶん──は」

『ヴェール』の動きが、止まった。

　口をぱくぱくと開きながら、ドレスをまとった身体を震わせてる。

「なんてことを──。この私になんてことを──っ！」

「質問に答えてもらおう。あんたはクローディア姫本人か？　『白いギルド』は──」

「うるっさああああああいい!!」

　少女は顔を覆うヴェールを引きはがした。

　白い顔が僕たちの前に現れた。

　顔の上半分に仮面をつけた、血の気のない顔が。

「いつもいつも──『人格を維持不能。人格複製に問題発生』──慈愛の姫君なんてやってられるものか──『緊急回避魔法』──邪魔するな！　私の仕事の邪魔をするなあああああ──『氷の──嵐アイシクル・テンペスト』!!」

　少女は意味不明の言葉を語り続けて──魔法を発動させた。

「ナギさんっ！」「あるじどの!!」

「全員、伏せろ──っ!!」

　即座に僕たちは地面に伏せた。

「シロ！　防御をお願い!!」

『しょうちだよーっ!!　おとーさんのために「しーるどっ」!!』

　シロの声とともに、僕たちの頭上に半透明の『障壁シールド』が発生する。

　その直後、吹雪が吹き荒れた。

　暴風が木々を揺らし、氷の欠片かけらが降り注ぐ。けど、『天竜の腕輪』が作り出した盾は破れない。

　数分間、真っ白な嵐が僕たちの視界をふさぎ──

　それが消えたあと、仮面の少女『ヴェール』は姿を消していた。




　扉が開きっぱなしの、洋館の中に。








第７話「姿を見せないパーティメンバーによる、奇襲とチートな戦力差」






　──同時刻。港町イルガファでは──










「お兄ちゃんを助けてくださいね。セシルさま、リタさま、アイネさま！」

　ここは、港町イルガファの門。

　領主家の者がこっそり出入りするための、いわゆる通用門だった。

「約束します。必ず、ナギさまを連れて帰ります！」

　セシルは、涙ぐむイリスの手を握った。

　通用門は開いている。普段、ここを守っている衛兵は遠ざけた。馬も用意した。すべてイリスが、領主である父親を通じて手配した。今は非常時だ。手段は選んでいられない。

　馬に乗ったアイネも、その隣にいるリタも、真剣な顔をしている。

　ご主人様がさらわれてしまった今、彼女たちは平静を保つのがやっとだった。

「……なぁくんをさらうなんて、よくもそんなことができたものなの」

　アイネは馬にくくりつけた『はがねのモップ』に手を伸ばした。

「犯人を見つけたら容赦しないの。久しぶりに凶悪な気分なの」

「お、落ち着いて、アイネ」

　リタは彼女を見上げながら、言った。

「レ、レティシアさまとカトラスちゃんも一緒なんだから、きっとだ、だだだ、大丈夫よ」

「リタさんこそ落ち着いて！　手綱をかじっちゃだめなの！　馬さんが怯おびえてるの！」

「みなさまー。おまたせしましたー」

　のんびりとした口調のラフィリアが、領主家から駆けてくる。

　彼女は手にしていた羊皮紙を、セシルたちの前で広げた。

「こちらが、町のまわりの地図です。これによると、マスターたちの位置はですねぇ」

「『──お兄ちゃんを想おもって、今日も体操をいたしました』──なの？」

「『セシルさまに教えていただいた、胸が大きくなる体操は服を脱いで──』──なにこれ」

「ラフィリアさまっ！　それはイリスの日記でしょうっ!?」

「間違えましたぁ。こっちですー」

「『──いつかマスターのお情けをいただいて、正義の古代ハーフエルフ軍団を』……これって、ラフィリアさんの夢日記ですか？」

「あれ？　あれ？　あれれれ？」

　ラフィリアは腰にゆわえた革袋に手を伸ばす。袋を閉じる結び目をほどこうとするが、指がうまく動かない。よく見ると、彼女の腕は小刻みに震えていた。

　普段と同じのんびり屋に見えても、ラフィリアもナギの不在に動揺しているようだった。

「は、はい。これが地図です。アイネさまにお渡ししますねぇ」

「確かに受け取ったの。なぁくんは、必ず連れて帰るから」

　アイネは馬の手綱を握りしめた。

「私たちをこんなに心配させて──見つけたら、おしおきなんだからねっ」

　リタは眼光鋭く、門の向こうの道をにらみつけた。

「お兄ちゃんになにかあったら、イリスは港町を滅ぼしましょう」

「はい。私は古代語魔法で、敵と森を焼き払います！」

　イリスとセシルが手を挙げる。

「敵は、絶対に怒らせてはいけない方々を怒らせたんですねぇ」

　ラフィリアは馬たちの背中をなでた。

　セシルはラフィリアの手を借りて、馬にまたがる。『動物共感』スキルを持つセシルが耳元でささやくと、馬の震えが止まる。まるでセシルの怒りが移ったかのように、荒い息を吐き始める。

「では、行ってきます！」

「気をつけてくださいですぅ！　皆さま！」

　走り出したセシルとリタ、アイネの背中に向かって、ラフィリアが手を振る。

　イリスは『意識共有マインドリンケージ・改』のメッセージを作り始める。内容は地図のスクリーンショットと、道筋にある障害の攻略法。




『送信者：イリス（宛あて先さき：セシルさま）

　本文：館のまわりは森です。おそらくは魔物もいるはずです。周囲には人をまどわす結界があり、死者の魂がうろついているそうですから、お気をつけて。

　イリスが考えた攻略法は──』




　返信が戻って来たのは十数分後。

　森が見えたという知らせと、攻略開始の合図。

　そして、セシルの視界を早したスクリーンショットには──




　セシルが『真・聖せい杖じようノイエルート』で放った『超拡大版　古代語魔法「光」』でスタンさせられた魔物たちと、リタの拳こぶしと、アイネの『魔物一掃』で吹っ飛ばされる魔物の姿が映っていた。




「どのくらいで着きますかねぇ。みなさん」

「考えるまでもございませんよ」

　領主家に戻ったイリスはラフィリアの手を握り、不敵な笑みを浮かべた。

「『ちぃときゃら』の奴隷がスキル全開で、ご主人様のもとへ向かうのです。最速に決まっておりましょう？　ラフィリアさま」










　──同時刻、森の中にある洋館──










「な、なんなのあれ。なんなのあれは!?」

　少女は仮面を押さえて、後ろ手に館の扉を閉めた。

　鍵かぎをかけ、扉に仕込んだ『ロック』の魔法も起動する。

　この屋敷は特別な取引のために用意された場所だ。侵入者向けのトラップは準備してある。

「あんたたちも、誰かが入ってきたらすぐに殺しなさい。いいわね」

「……え？」「『ヴェール』さま？　いったい何が!?」

「うるっさあああああいっ!!」

『ヴェール』は兵士たちに向かって叫んだ。感情が、抑えられなかった。

『ヴェール』は『彼女』がストレスを発散するための姿だ。

　けれど──おかしい。ここまでたがが外れることなんかなかったはずなのに。

「対策を立てないと。まだ足りない。まだ足りない。もっともっと対策をしないと……」

『ヴェール』は兵士に命じて、壁にかけてあった斧おのと、兵士の身長と同じくらいの大きさの盾──『グレート・シールド』を装備させた。

「あとは……防御用の魔物も準備しておかないと」

　ヴェールは廊下に壺つぼを並べていく。合計８つ。うち６つの中には金貨が入っている。

　金欲しさに壺を割り続ければ、ついには魔物が飛び出す仕掛けだ。

　最後に『ヴェール』は奥の部屋に通じるドアを開けてから、外側のドアノブに触れた。

　彼女が『スキル』を起動すると、ドアノブに氷が張り付く。それに触れないようにして、少女は慎重にドアを閉めた。

　これは切り札のひとつ。触れれば奴らを完全に無力化できる。

「なんであんな非常識な奴らがいるの。ロープを巻き付けられただけで、私の本性が──」

『ヴェール』は顔の半分を覆う仮面に指を当てた。

　この仮面は『彼女』の影武者になるためのものだ。『彼女』の記憶と感情を『ヴェール』に移す力を持っている。なのに、今は元々の自分と、『彼女』の本性が入り交じっている。

　ストレスに満ちた生活をしている姫君と──

　貴族に捨てられ、姫君に拾われた『ヴェール』自身の感情が。

「どうかなさいましたか？　『ヴェール』さま」

　部屋の中では、ラランベル男爵令嬢が彼女を待っていた。

　こっちの気も知らずに、のんきな笑みを浮かべている。

　へらへらとしている。笑っている。失敗することなんか考えてもいない。

　その能天気さに腹が立って仕方がなかった。

「取引は中止よ」

「……なにかあったのですか？」

「聞こえなかったの？　中止と言ったら中止!!」

『ヴェール』はラランベルを怒鳴りつけた。

「も、申し訳ありません！」

　ラランベルは慌てて『ヴェール』から離れた。

「で、でも、私はクローディア殿下の『ご学友』です。なにがあったのかくらいは……」

「ああん？」

　横目でラランベルをにらむ、『ヴェール』。




「あたしの本体クローデイアにくっついて回るしか能がない小娘が、なにを言うか！」




「ひいいいっ!?」

「なにが『ご学友』だ！　あんたはクローディアの『慈愛』の顔しか見たことがないくせに！」

「待って！　待ってください『ヴェール』さま！」

　床にはいつくばり、ラランベルは叫んだ。

「あなた様は、クローディア殿下の人格を宿した方なのでしょう!?　その仮面はそのための」

「だからなに!?」

「お気を鎮めてください。『貴族の正義』を体現するあなたさまが、そのようにあらぶってはいけません！　王とは、皆が仰ぎ見るものであり、怒りは庶民に向けるべきもの。私は、あなたさまをお助けし、共に高みに──」

「いつもいつも、あんたの理想の存在でいられるものか。うっとうしいのよ、あんたは！」

「お、お待ち下さい！」

　ラランベルは床に額をこすりつけた。

「怒りは、下々へ向けるものでございます！　庶民は上位者の怒りを受け、自分たちが支配されるものであることを受け入れる……そういうものです！　私はあなたの『ご学友』で、王に近いもののはず……」

「クローディアはお前を仲間だなんて思っていない」

　無慈悲な言葉を突きつける、『ヴェール』。

「お前は『命令を必要としない奴隷』だ。特別な人間だと思い込ませれば、こっちの都合のいいように動いてくれる。それだけだ！」

『ヴェール』は、だん、と壁を蹴けった。

「私はお前とは違う。私は、クローディア姫のことがわかっている。お前はいざという時、切り捨てるための道具だと言っているのがわからないのか!?」

「じゃあ……仰ぎ見る王者は？　栄光ある『貴族の正義』は？」

　震えながらつぶやく、ラランベル＝エルンギア男爵令嬢。

「私の方法は理想とは違っていた？　レティシア＝ミルフェが正しかったの？　そんなばかな。噓うそ。噓！　ありえない!!」

「うろたえるのは後にしろ。無能が！」

「ひぃっ！」

　ラランベルが頭を抱えた。

　その姿が気に入らなくて、『ヴェール』は床を踏みならす。

（クローディアをわかってあげられるのは、分身の私だけ──）

　仮面をかぶれば『ヴェール』はクローディア姫になりきることができる。彼女の性格、口調、物腰まで、完かん璧ぺきにコピーできる。『ヴェール』とクローディアは体型も似ている。髪は、同じ色になるように『ヴェール』が染めた。クローディア姫の影武者になるために。

（王家の者であること──24時間、慈愛の姫君をしなきゃいけないことに、クローディアは苦しんでた。私はクローディアの影。彼女に似た姿で、貴族をからかって見下すトリックスター）

　それゆえに表に出ることはできない。

　本当は、自分がクローディア姫の隣にいたいのに、許されない。

「……なんであんたなんかが、クローディア姫の『ご学友』なのよ。私の方がクローディア姫のことをわかってあげられるのに。そうすればすべてがうまくいくのに！」

『ヴェール』はラランベルをののしってから、部屋の中央に向かう。

　やるべきことは決まっている。レティシア＝ミルフェとその仲間を殺すのだ。

　奴らは『ヴェール』の正体を知りたがっている。おそらく、洋館に入ってくるだろう。

「『転移術式』は──まだ時間がかかるか」

　部屋の床には魔法陣が描かれている。中心にあるのは、水晶のついたアミュレットだ。

　あの『神聖器物アーテイフアクト』は離れた場所を魔法陣でつなぐことができる。

　つなげられる場所は２カ所まで。１カ所は港町イルガファに設定してある。が、そちらはガルンゾ伯爵とレティシア＝ミルフェを転移させるのに使ってしまった。再チャージには時間がかかる。

「もう１カ所に……転移の門を開くのは、本当に最後の最後。本当に緊急時にしないと……」

　それは、本当に最後の切り札だ。

「ラランベル。あんたのおもちゃは、まだ使えるな？」

「動きます。動かしてみせます!!」

　ラランベル男爵令嬢は、部屋の角に置かれた『石のガーゴイル』を抱きしめた。

　こちらも特注品だ。イルガファに送り込んだのとは違い、腕が４本ある。その１本１本が、特注品の武器をつかんでいる。ラランベルの命令で動くようになっている。

「これでトラップは十分だ。あとは……」

『ヴェール』は自分のスキルを確認するように、拳こぶしを握りしめた。

　その指には、氷の粒が張り付いていた。

　このスキルを使う機会がないことを祈ろう。

　彼女の仕事は力を求める貴族に『取引』を持ちかけることだ。今までそれで成功してきた。

　貴族は失う物が多い。他の貴族への対抗心も強い。魔法の武器やスキルなど、こちらの言い値で買い取ってくれる。それで今まで成功してきたのだ。

　文句を言った者など一人も残っていない。それなのに……。

「ラランベル！　扉を見張ってろ!!　それくらい言われなくてもしなさいよ!!」

「ひぃっ!!」

「それと黙れ！　奴らの足音が聞こえなかったらあんたのせいだ!!」

「────」

　ラランベルが口を押さえる。

『ヴェール』は耳を澄ます。古い洋館は音がよく通る。

　この部屋は屋敷の一番奥にある。入り口は、目の前のドアだけ。背後は分厚いレンガの壁だ。

「さぁ、来なさいよ。謎の者たち。ボロボロになったところを殺してあげるから!!」




「じゃあ遠慮なく──『建けん築ちく物ぶつ強きよう打だ』」




　どごん。




『ヴェール』の背後の壁に大穴が空いた。

　その向こうにいたのは、彼女が恐れていた侵入者。

　レティシア＝ミルフェと、その婚約者。そしてその付き人の戦士だった。










　──ナギ視点──










『話はすべて聞かせてもらった』

　って、言おうと思ってたけど、やめた。そういうネタが通じる相手でもなさそうだ。

「あんな大声で話してたら、どの部屋にいるかバレバレだよな……」

「わたくしの『品格抑制エレガント・ダウナーＬＶ１』はそのためですものね」

　僕の後ろで、レティシアが苦笑してる。

「本音を引き出しやすくなる……つまり、話すのをやめられなくなるということでありますか？」

　カトラスは、なにかに気づいたみたいに、ぽん、と手を叩たたいた。

「理性のたがが外れれば、本音がダダ漏れになる。あるじどのはそう考えたのでありますな？」

「確信はなかったけどさ」

　だから、僕たちは洋館の周りを歩いて、声が聞こえる場所を探した。

　みつけたあと、僕の『建築物強打』で、隣の部屋の外壁を壊した。

『ヴェール』がわめくのにタイミングを合わせれば、気づかれずにレンガを割ることができた。

　その後は隣の部屋で隠れて、様子をうかがってたんだ。

　まぁ、常識的に考えて、チートアイテムを持ってる相手の家に、正面から入るわけないよな。

「では、話を聞かせていただけるだろうか」

　僕は『ヴェール』とラランベル男爵令嬢に向かって、告げた。

「勝手にこんなところに転移させて、取引を断ったら『殺す』という、その理由を」

　魔剣レギィは、もう抜いてる。レティシアもカトラスも戦闘態勢を取ってる。

　部屋にいるのは『ヴェール』とラランベル男爵令嬢、それと、ガーゴイルが２体。やっぱりこいつらの手先だったか。魔物を町に送り込むのにも、転移魔法を使ったんだろうな。

『どっちにしても、レベルアップした主あるじさまの敵ではないわな』

　レギィは魔剣の姿のまま、僕の耳元でささやいた。

「そこまでチートにはなってないよ。レギィ」

『ふふっ。では、見せてもらうのじゃ』

　実はさっきの戦闘で『柔じゆう水すい剣けん術じゆつ』がＬＶ２になった。

　それと、町でガーゴイルを吹っ飛ばしたときに『遅延闘技デイレイアーツ』のレベルも上がったみたいだ。

　有利に戦えるようになったとは思うけど、問題は『ヴェール』だ。氷魔法以外にも、僕たちの知らないスキルを持っている可能性もある。注意しないと。

「ラランベル男爵令嬢……まだ抵抗しますの？」

　レティシアは剣を手に、前に出た。

「もう、あなたもわかっているのでしょう？　そこにいるのがクローディア姫であっても、それに近いものであっても、あなたの理想とはかけ離れたものだということが」

「『ヴェール』さまをおかしくしたのは、あなたのスキルでしょう？」

　ラランベル男爵令嬢は、レティシアに指を突きつけた。

「『ヴェール』さまもクローディア姫も、私を見下したりはしていない！　あなたを倒せば、元の優しい姿に戻ってくださるはずです！」

「ラランベル＝エルンギア！」

「行きなさいガーゴイル!!　私の『貴族の正義』を否定する者は殺して！」

　ラランベル男爵令嬢は、涙をぬぐいながら叫んだ。

「こんな形でお別れするのは残念です。さようなら、レティシアさま！」

「それはそれはご丁寧に──発動『強制礼節マナー・ギアス』──レティシア＝ミルフェですわっ！」

　レティシアは地面につきそうなくらい勢いよく、ぶんっ、と頭を下げる。

　それを見た『ヴェール』、ガーゴイル、ラランベル男爵令嬢も、ぶんっ、って頭を下げて──




　ごすっ。




　ラランベル男爵令嬢は、目の前にいたガーゴイルの背中に、勢いよく頭を打ち付けた。

「──ぐがっ!?」

　彼女はそのまま白目をむいてぶっ倒れた。

『強制礼節』を使われた相手は、レティシアと同じように挨あい拶さつをしなければいけない。ラランベルとガーゴイルは、ちょうど縦に整列していたから、即座にスキルの効果を受けることに、なった。

　そして、密集してる状態で勢いよく頭を下げれば、問答無用で激突する。

　石でできたガーゴイルより、生身のラランベル男爵令嬢の方が素早くお辞儀できる。その時間差によって生まれた悲劇だった。

「すいませんナギさん。魔力が切れたようですわ……」

　レティシアは、ぺたん、と床に座り込んだ。

　気絶したラランベル男爵令嬢を見て、さみしそうに、

「知り合いに、殺す、って言われるのは、嫌なものですわね」

「……レティシア」

「ラランベル男爵令嬢とは、あとで話をいたしますわ。ナギさんは『ヴェール』を」

「ありがと、レティシア」

　僕は魔剣レギィを構えた。

「レティシアは休んでて、あとは僕たちがやる」

「やるであります!!」

　僕とカトラスは武器を手に、前に出る。

　２体のガーゴイルたちは、まだ動いてる。あいつらは倒れたラランベル男爵令嬢を囲んで、『ギャギャ？』『ギャギャギャ!?』って叫んでる。責任をなすりつけあうみたいに、互いを叩いてる。

「お前たちの主を倒したのはあいつらでしょうが!!　さっさと殺しなさい！」

『ヴェール』が僕たちを指さした。

　ギギッ、と石がきしむ音とともに、２体のガーゴイルが僕たちを見た。

「レギィ、レベル２を使っても大丈夫か？」

『主さまは何回空から振ぶったのじゃ？』

「16回くらい」

『ならば、問題ない。やってみい!!』

「了解!!」

　僕は魔剣レギィを握りしめて、前に出る。

「カトラスは『ヴェール』を止めて！　僕はこいつらを砕く!!」

「承知であります!!」

　駆け出す僕の後ろから、カトラスがついてくる。

　４本腕のガーゴイルは武器を手に、僕たちに向かって来る。

　距離と間合いはレギィに任せて、と。




『今じゃ主さま！　やれいっ!!』

「発動！　『遅延闘技ＬＶ２』!!　２分の１!!」




　僕はレベルアップした『遅延闘技』を発動した。

　巨大化した魔剣レギィが、１体目のガーゴイルの胴体に食い込んだ。




『グガアアアアッ!!』




　威力は16の半分で、空振り８発分。十分だ。レギィの黒い刀身はガーゴイルの胴体に食い込み、両断した。上半身と下半身を分断されたガーゴイルは、そのまま倒れる。

『主さま！　もう一体は左から来る！　そのままくるりと回るがいい!!』

「感謝する！　僕の愛あい剣けん!!」

『最高の呼び名じゃな────っ!!　うれしいぞ主さま!!』

　剣を振った勢いのまま、僕は身体からだを半回転させる。もう１体のガーゴイルは目の前だ。

「発動!!　『遅延闘技ＬＶ２』!!　残り２分の１!!」




　どごん。




　逆ぎやく袈げ裟さに切り上げた魔剣レギィは、ガーゴイルの右脚から股こ間かん、肩口までを切り裂いた。

　手足がバラバラになったガーゴイルが床に落ちて、動かなくなる。

「レギィ？　大丈夫か？」

『むろんじゃ！　威力が分かれとるから、逆に負担は少ないのじゃよ！』

　ほらほら元気ー、って感じで、魔剣レギィの刀身が震えた。

『それに、これだと主さまの攻撃後の隙すきが消せるから、我も安心じゃし』

　魔剣状態のレギィは、笑うみたいに刀身を震わせた。

　レベル２になった『遅延闘技』の能力は──




『遅延闘技デイレイアーツ』ＬＶ２

　振った分の剣の攻撃力を「振ってない」ことにして溜ためておける。

　解放すると、空振り分の威力が上乗せされた一撃が放たれる。攻撃範囲も拡大する。

　レベル２になったことにより、攻撃を２回に分けて放てるようになった。

（例えば20回空振りした場合、「10回分の攻撃力＋攻撃範囲」の２回攻撃にできる）




「じゃあ、カトラス。奴を止めるよ」

「はいであります!!」

　体勢が崩れた僕の後ろから、カトラスが前に出る。

「──残念だったな」

『ヴェール』が言った。

　奴は床の上に座り、魔法陣に置かれたアミュレットに触れてから、立ち上がる。

「すでに転移の門は開いた！　もう手遅れだ！」

　床の上に書かれた魔法陣が光を放つ。

　やっぱりあのアミュレットが、転移用のアーティファクトか。

「『偉大なる者。ここへ！　あなたのしもべが助けを求めています。どうか、我らが敵を討ち果たしてください!!』」

　さっき立ち聞きしてたとき、こいつはなんて言ってた？

　もう１カ所に転移の門を開くのは、最後の──って。親玉を呼び出す気か？

「カトラスは左。僕は右から！」

「はいであります!!」

　僕たちは左右に分かれた。『ヴェール』は左右を見回して、僕の方を向いた。

　こっちを狙うことに決めたらしい。予想通りだ。

「もう遅い。クズどもが!!」

　オオオオオオオオオオオオオ!!

『ヴェール』の叫びにあわせて、魔法陣の光が勢いを増す。

「こんなこともあろうかと準備しておいた切り札が来る！　貴様らなど皆殺しだ!!」

『ヴェール』が腕を振った。

「行け！　『氷結の刃アイシクル・ブレード』!!」

　空気が、冷えた。

　部屋に冷気があふれて、『ヴェール』の頭上に氷の剣が生まれる。数は３本。長さは数メートル。まっすぐ、僕に向かって飛んでくる。

「発動！　『柔水剣術』──ＬＶ２!!」

　僕はレベルアップした、もうひとつのスキルを起動する。

　飛来する氷の剣めがけて、魔剣レギィを──振り上げる！




　しゅるん。




　黒い刀身が、氷の剣を３本、まとめて巻き取った。

　今までは敵の剣を受け流すだけだった。

　でも、レベル２の『柔水剣術』はひと味違う。




　しゅるるんっ！




　黒い刃やいばが弧を描き、氷の剣を反転させ──『ヴェール』に向かって撃ち返した。

「────な、なんだと！！？」

『ヴェール』が悲鳴をあげて地面に転がる。

　うん。びっくりするよね。自分が放った氷の剣が、自分に向かって飛んできたら。

　剣は『ヴェール』の頭上をかすめただけ。さすがに狙って当てるのは無理だったか。

　でも、十分だ。カトラスへの攻撃は止まった。

「道は開いた。カトラス！　フィーンを呼んで!!」

「あるじどのの命令であります！　現れよ！　ボクの中にいる……『あたくしフイーン』!!」

『しょうちしました────っ!!』

　カトラスの胸当てから、フィーンが現れる。

　これが、僕たちの切り札だ。

　注意を僕とレティシアに向けて、カトラスへの警戒心を削ぐ。

　カトラスが充分に近づいたところで、フィーンを呼び出す。

　レギィもシロもフィーンも、姿は見えなくてもここにいる。いつだって力を貸してくれる。

　この戦力差に気づかなかった時点で、勝負はもう、ついてるんだ。




「『あるじどのの敵は撃げき滅めつ！　（であります）（です）──────っ!!』」




　カトラスがフィーンの腕を摑つかみ、自分の分身を投げ飛ばす。

　フィーンの身体が宙を飛ぶ。魔法陣に置かれたアミュレットに、触れる。

『発動「即時神聖器物掌握アーテイフアクト・ルーラー」！！！』

　フィーンの声が、洋館の奥の間に響き渡った。




『オロカナル──モノヨ──』




　声とともに、かぎ爪のついた、黒い腕が魔法陣から出現する。

「馬鹿め！　なにをしても手遅れだ！　『あの方』が私にくれた最強の使い魔がここに──!!」

「なるほど、悪魔っぽい使い魔か。姿は確認したからもういいよ。門を閉じて。フィーン」

『はい。承知いたしました』




『ワガアルジノテキ……………………。アノ────チョ？』




　魔法陣から光が消えた。

　出現しようとしてた悪魔っぽい腕が、ずぼっ、って感じで、魔法陣の中に引っ込んだ。

　それだけだった。




「え？　え？　えええええええ？」

「これで静かになったな」「おしまいでありますよ」

　座り込む『ヴェール』を、僕とカトラス、フィーンが取り囲む。

　転移用のアミュレットは『即時神聖器物掌握』で支配した。もう、こっちの所有物だ。

「今度こそ話を聞かせてもらおうか。『ヴェール』」

　僕は言った。

「あんたの目的。背後にいる者。それと、王家との関係について。あんたは僕たちを問答無用で殺そうとしたんだ。それくらい聞かせてもらってもいいよな？」








第８話「『チートスキル』対『チートスキル封じ』対『チートスキル封じ返し』」






「いいだろう……どうして自分が殺されなければならないのかくらいは教えてやろう！」

『ヴェール』はドレスの下から短剣を抜いて、叫んだ。

　こっちは追い詰めたつもりだけど、向こうはそうじゃないっぽい。

「死出の旅路のはなむけとして──」

「そういうのいいから。早く家に帰って寝たいから、手短かに」

「──っ！」

　恐怖と怒りで顔を真っ赤にした『ヴェール』は話しはじめた。

　すごい早口で聞き取りにくかったけど、まとめると──





　・『ヴェール』の仕事は貴族に『魔法のアイテム』や『チートスキル』を斡あつ旋せんすること。

　・その目的は王家と貴族の力を強めるため。この国の貴族は、初代国王と一緒に国を作った者の子孫だから、英雄願望がある。それを刺激してやれば、勝手に魔物と戦ってくれる。

　・彼女はこの地方の拠点の管理者として、貴族相手の取引を任されている。

　・『あるお方』にスキルをもらって、この仕事をはじめるようになったらしい。






　──ということだった。

「で、肝心な点だけど。あんたはクローディア姫本人ではないんだよな？」

　この件とクローディア姫が無関係のはずがない。

　貴族を呼び出そうとしていたのはクローディア姫で、ラランベル男爵令嬢は、クローディア姫の『ご学友』だったんだから。

「──それは──『人格移植アイテムのプロテクトが発動しました』──私は『契約』して──『第三者にオリジナル人格の情報を流すことは許可されません』──なのだ」

「なるほど。つまりその仮面はクローディア姫の人格や記憶を他人にコピーするもので、それを装着してるあんたはいわゆる『クローディア姫のコピー版』、ってことか」

「──ぐっ」

『ヴェール』が言葉に詰まった。正解らしい。

　口に出せないシステムになってるらしいけど、警告が出てる時点でバレバレだ。

「……クローディアの苦しみは誰にもわからない。24時間、『慈愛の姫君』なんてやっていられるものか。クローディアの心を救うため、私は『ヴェール』になったのだ……」

「部下を使ってストレス発散かよ」

　ただのブラック上司じゃねぇか、それ。

　しかも、自分のコピー版──影武者まで使って。

「違う！　貴族に使われ、捨てられた私を、クローディア姫殿下は救い、大役を任せてくださったのだ！　つらいのは今だけ……と。あの方は後で『ヴェール』の仮面をかぶり、私が感じた苦痛さえも分かちあってくださるのだ……」

「あんたの本名は？　『ヴェール』じゃないよな？」

「…………う」

「言えないように『契約』させられてるのか……」

　つまり、クローディア姫が貴族相手に好き勝手やるために、『ヴェール』を作り出した。彼女はクローディア姫のふりをして、その経験をあとで姫君本人に伝える。姫君はそれを『ＶＲ暴君』として楽しむ……ってことか。

「……悪趣味だな。姫君も、その仮面を作った奴も」

「悪趣味などと言うな！　クローディア姫が成果を上げるため──あの方は──力を」

　言いかけて、『ヴェール』は口を押さえた。

　彼女の口が軽くなってるのは、レティシアの『品格抑制エレガント・ダウナー』のおかげだ。あのスキルは対象の品格──人前で取るべき態度や理性──を抑える効果がある。

　そのせいで歯止めがきかなくなってるんだけど、もうしゃべる気はなさそうだ。

「つまりあなたは、クローディア姫のストレス発散のために、こんなことを？」

　不意に、レティシアが叫んだ。

「貴族をさらって、怪しいものを売りつけようとして、断れば殺そうとするなんて……」

「クローディア姫が成果を上げられれば、それでいい」

『ヴェール』は口だけで、にやりと笑った。

「お前にはわかるまい。24時間、『慈愛の姫君』を続けなければいけない苦痛が。人前で声を荒らげることも、生の感情を出すこともできない。そんな生活を続けていれば、別人になりたいとも思うだろう」

「あなたはそのために、クローディア姫の影武者に？」

「ああ、クローディア姫は私のすべて。彼女の気が晴れるなら、私はなにも問題はない。貴族を操るのは楽しいからな」

『ヴェール』はレティシアの顔を見て、くくっ、と笑った。

「奴らは英雄になりたくて仕方ない。魔剣を取りに行きたいだの、王子と結婚したいだの、きりがない。だから『力を与える』と言えば、得体の知れない私にさえ従う。そんな貴族が尊いとでも思っているのか？　貴様は」

「まさか、そんなこと思ってるものですか」

　レティシアは肩をすくめた。

「他の貴族がそうであるからこそ、わたくしは民を守る『正義の貴族』になりたいのですわ」

「世よ迷まい言を！」

「ええ、世迷い言で結構。だって、これはわたくしの自己満足ですもの」

　そう言って、レティシアは優しく微笑ほほえむ。

「貴族など奴隷と変わらないのですよ。我が『ご学友』、レティシア＝ミルフェ」

　不意に『ヴェール』の口調が変わった。

　まるでクローディア姫本人でもあるかのように、優雅に、王族っぽい礼をして、告げる。

「これこそがクローディアの本心。この仮面がそれを教えてくれる」

「ならばわたくしは『目を覚ましなさい』と言うだけですわ」

「うるさい！　貴様の化けの皮をはいでくれる!!」

『ヴェール』が短剣を振り上げる。そして──それを自分のてのひらに突き刺した。

　てのひらから、真っ赤な血が噴き出す。

「これが──あの方からいただいた、クローディア姫を守る力だ！　どんな強いスキルを持っていたとしても私には勝てないということを思い知るが──」

　言いかけた『ヴェール』の身体からだが、どん、とはねた。

　背中に激突した──カトラスの『盾』の衝撃で、身体をくの字に折り曲げて。

「うしろから失礼するであります。発動──『豪・中断盾撃キヤンセリング・シールドチヤージ』」




『豪・中断盾撃キヤンセリング・シールドチヤージ』

　重い盾の一撃で、敵に巨大な衝撃を与える。

　この技を受けた敵は一定時間、自分のターンを吹き飛ばキヤンセルされる。

　詠唱は途中で止まり、つかんだ武器は振り下ろすことができなくなる。




　作戦成功だ。

　僕とレティシアの役目は、『ヴェール』の気を引くこと。

　その間にカトラスが背後から近づいてた。奴を『豪・中断盾撃』で無力化するために。

「ぐはっ!!」

『ヴェール』の身体が地面に転がった。

　奴のてのひらから『氷の剣』が飛び出す。詠唱は完了してた。止められなかった。

　でも、的外れだ。しかも、自分のてのひらを掠かすめてる。だから剣には赤いものがこびりついてる。

　大丈夫。勢いもないし、簡単によけられる──




「……く、くそ。一体なにが起こっているというのだ。あのヴェールをつけた女め!!」




　レティシアの後ろから、声がした。

　最初に倒された、貴族の男性だ。気絶してたその人はレティシアの後ろで立ち上がってる。

　レティシアが『氷の剣』をよけたら──直撃する!?

「なんのっ!!」

　がいいんっ！

　レティシアは『ショートソード』で『氷の剣』をはじいた。

『氷の剣』が砕けて、破片がレティシアに降り注ぐ。

「……なんですの……これは」

　レティシアが、がくんと、膝ひざをついた。

　彼女の剣と腕が、赤い氷に覆われていた。

「受けたな。私のスキル『能力封印氷結スキル・フリーザー』を！」

『ヴェール』は叫んだ。

「我が手から発した血と氷に触れた者は、体内のスキルを封じられる上に、徐々に記憶と感情までも凍り付く！　商売に応じなかった貴族どものように。なにもできない人形になれ！」

「スキル汚染系のスキルか!?」

　油断した。

『霧の谷』で来訪者が火炎系の汚染スキル『能力寄生魔炎スキルフレイマー』を使ってた。だから、スキル汚染系の技はすべて火炎系だと思ってた。氷ヴァージョンがあるなんて──

「お前も、スキル汚染スキルを……？」

「火炎２対に氷２対。我ら『第８世代の勇者』は最強だ！　スキル汚染系のスキルは、他にもある。そのスキルの使い手の『掃除屋』に殺されろ!!　皆殺しにされてしまえ!!」

『ヴェール』は高笑いしてる。まるで、勝ち誇るみたいに。

「むかつくんだよ、お前は！　なにが正義の貴族だ!!　そんな感情さえも忘れてしまえ！」

「黙ってろ！」

　気づくと、僕は『ヴェール』の襟首をつかんで、ぶん投げてた。

「…………ひ、ひぃ。あ、あああ」

「……なんだよ」

　なんでそこまで怯おびえた顔してるんだ？

　……僕はそんなに怖い顔してたか……？

「カトラスは『ヴェール』を縛り上げて。目隠しもお願い。悪いけど、その男性も」

「は、はいであります」

　カトラスが直立不動でうなずく。

　ここから先のことは、誰にも見せたくない。

「しっかりして。レティシア」

「……だ、だいじょうぶですわ……」

　レティシアは青い顔のまま、僕を見て言った。

『ヴェール』が作り出した氷は、レティシアの腕に張り付いてる。

　そこから氷の線が伸びて、胸にまで達してる。

「自分のスキルの状態はわかる？」

「……『回転盾撃シールドスクランブル』が使えなくなってるみたいですわ。取り出すことも……できません。それと、すごく寒い……」

「寒い？」

「まるで……心が、凍り付いていくようですわ」

「わかった。僕がなんとかする」

　僕はレティシアの、凍ってない方の手を握った。

「だから、一度だけでいい。僕と主従契約して欲しい」

「主従契約……わたくしが、ナギさんの奴ど隷れいに？」

　レティシアは僕をまっすぐに見つめて、うなずいた。

「ナギさんが意味のないことをするわけはありません。主従契約することでスキルに介入し『ヴェール』のスキルの効果を取り除くんですわね？」

「主従契約の条件は『レティシア＝ミルフェはスキル汚染を除去してもらう代償として、ソウマ＝ナギの奴隷になる。契約解除の条件は、ソウマ＝ナギがスキル汚染除去の情報を得ること』」

「え？」

「つまり。レティシアはスキルの汚染を取り除いてもらう代わりに、僕の奴隷になる。僕はスキル汚染除去の方法を知ることを報酬に、レティシアを奴隷から解放する。つまり、レティシアが僕の奴隷になるのは、スキル汚染を除去するまでの時間だけだ」

　契約の代償は、スキル汚染の除去。

　契約の報酬も、スキル汚染の除去。

　代償と報酬が完全にイコールだ。これなら一時的な主従契約で済むはず。

「……わかりましたわ」

「いいの？」

「ナギさんのことですもの、勝算はあるのでしょう？」

　レティシアは僕の手を握ったまま、にやりと笑った。

　全然悲観してないな。そこがレティシアのいいところだけど。

　前に、彼女がこの国の偉い人になればいいって言ったのは、半分くらいは本心だ。レティシアがそういうものになれば、この世界はもっと優しくなるような気がする。

　その彼女を、汚染スキルの犠牲にするわけにはいかない。絶対に。

「勝算はあるよ。任せて」

「じゃあ、お願いしますわ」

　そう言ってレティシアは『契約のメダリオン』を差し出した。

　僕たちはさっき決めた契約条件を口にして、メダリオンを打ち鳴らす。




「「『契約コントラクト』」」




　しゅる、と、レティシアの首に、革の首輪が巻き付いた。

「……なんだか変な気分ですわね」

「落ち着かない？」

「というよりも……むずむずしますわ」

「むずむず？」

「ナギさんから、あったかいものが流れ込んでいるような。それがわたくしの胸のなかで渦巻いているような……悪い気分では、ないですけれども」

「つらかったら言ってよ。加減するから」

「わ、わかりましたわ……」

　僕はレティシアの背中に手を回して、革の鎧よろいの紐ひもをはずした。

　レティシアは「むむ」って小さな声をもらしたけど、されるままになってる。鎧の下にあったのは、薄い普段着。その胸に僕は手を乗せる。レティシアの身体は、少しだけひんやりしてる。汚染の影響か。急いで除去しないと。

「……親友に胸を触られるのは初めてですわ」

「……僕だって親友の胸を触るのなんて初めてだよ」

「…………」

「…………」

　……気まずい。

　レティシアはまっすぐ僕の方を見てる。僕もいつもと違って落ち着かない。レティシアが僕の奴隷でいるのは、この数分だけ。そう自分に言い聞かせて、僕はレティシアのスキルを開示する。




『回転盾撃シールドスクランブルＬＶ１』

『盾』──『氷』で『敵』──『氷』を『かき混ぜる』──『氷』スキル




『概念』の間に、氷がこびりついてる。これが魔力と意思の伝達を邪魔してるのか。

　だったら対処できるはず。

『回転盾撃』は僕が『再構築』したスキルだ。構造はわかってる。一度『再構築』したスキルを『再構築』し直すことはできないけど『概念』をずらしたりすることはできるはずだ。

　僕は『氷』に触れないように、スキルの『概念』に『魔力の糸』を巻き付けた。

「少し刺激が行くよ、レティシア」

「へ、へっちゃらですわ。わたくしを誰だと──────っ!?」

　びくん。

　魔力を流すと、レティシアの背中が大きく震えた。
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「あ、あつい……なんですの。これ……」

「今、僕の魔力を流し込んでる。これで氷が溶かせるかどうか……」




『回転盾撃ＬＶ１』

『盾』『氷』で『敵』『氷』を『かき混ぜる』『氷』スキル




　よし。『概念』に絡みついていた氷の糸が外れてる。

　あとは『概念』を少しだけずらして──




『回転盾撃ＬＶ１』

『盾』　　　『氷』　　　で『敵』　　『氷』　　を『かき混ぜる』　　『氷』　　スキル




「ん────────っ！」

　きゅっ……ぱたん。

　レティシアは両脚を持ち上げて──つま先を、きゅっ、と丸めて──そのまま、脱力した。

「大丈夫？　もうちょっとゆっくりした方が……？」

「ら、らいじょうぶ、って、ゆってますわ！」

　レティシアは涙目で、僕を見た。

「とにかく！　早く終わらせなさい……でないと……わたくし……」

「？」

「なんでもないんですわっ」

　レティシアは僕をうらめしそうににらんだ。

　早く終わらせるのは僕も賛成だ。対処法は、もうわかった。

　繫つながった状態で僕の魔力を注ぎ込むと、主従契約してるみんなは熱を感じる。それが氷を溶かしてくれる。『概念』をずらせば、氷は自分を支えるものをなくして、外れていく。だから──

「これで終わり──っと」

「や……ぁ。ん──────っ！」

　レティシアの身体が震え、弓なりになる。

　僕は『回転盾撃』に魔力を注ぎ込み、『概念』をずらした。

　更にスキルを真横から、とんとん、って叩たたくと──




『回転盾撃ＬＶ１』
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「氷が落ちた！　今だ！」

「や、ちょっと……ナギさん！　今、触るのは────だめですわ──っ!!」

　とん、ととん。

　僕は魔力を注ぎ込むと同時に、レティシアの背中を叩いた。

「ん──────っ!!」

　レティシアが喉のどをそらして、声を上げる。

　彼女の胸の真ん中から、氷のかけらが飛び出した。

　もともと魔力で作られたものだからか、軽い。その氷は──長い距離を飛んで──

　氷を生み出した本人──『ヴェール』の身体に、張り付いた。

「「「あ」」」




「ギャ────────!!」




　絶叫。

　スキルを汚染し、記憶と感情までも破壊する氷は、迷わず『ヴェール』の中に入り込んでいく。

　それからどうなったかは……外からじゃわからない。

「…………あ。あが……がががっ。さむ……い……あ。あがっ」

『ヴェール』はぼんやりした目で僕たちを見てから、気を失った。

　……どうしよう。

　……いや、どうしようもないかな。

「あとはイルガファの正規兵にお任せしようか」

「ですわね」

「で、ありますな」

『ヴェール』とラランベル男爵令嬢は、協力して町にガーゴイルを送り込んでいた。

　イルガファの正規兵が逮捕する理由としては十分だ。

「ところであるじどの、あれはどうするのでありますか？」

　カトラスは部屋の中央にある魔法陣を指さした。

　床の上で、氷のかけらがうごめいてた。

「フィーン。あの魔法陣はまだ、あの変な魔神っぽい生き物のところに繫がってる？」

『繫がっております。あるじどの』

　僕が聞くと、寝間着姿のフィーンが、カトラスの頭上に現れた。

『ご指示の通り、転送を一時停止しただけですもの』

「向こうがどんな様子かわかる？」

『ええ。これには転移先が安全かどうか、確認する能力がついておりますので』

　フィーンは、水晶がついたアミュレットを掲げた。

『あの魔神がいるのは……商業都市メテカルの方角。場所は密閉された空間です』

「まわりに人は？」

『おりません』

「じゃあ、誰にも迷惑はかからないかな？」

『かかりませんよね？』

　僕とフィーンは顔を見合わせて、にやり。

　なんだか楽しくなってきた。

　僕の親友を汚染しようとした奴の仲間だ。多少は仕返ししても文句はないだろ。

「フィーン。その空間とここをもう一度つなげて、『魔神』が出現したらすぐ解除だ」

『承知いたしました』

『主ぬしさま。我もよいか？』

　いきなり僕の背中で、ぽん、とフィギュアサイズのレギィが出現した。

『実は、この部屋のドアの向こうに「アシッドスライム」が控えておるのじゃよ』

「アシッドスライム？」




『「アシッドスライム」

　強力な酸を持つ、赤色のスライム。金属を溶かして食べる習性がある。

　触れると酸で皮膚や肉を溶かされるため、かなり危険。

　宝箱や壺つぼに詰め込むことで、トラップとして使用されることもある』




『我の「溶液生物支配スライムブリンガー」に反応があったのでな、呼び寄せておいたのじゃ。本当は「ヴェール」とやらを背後から襲う予定じゃったのじゃがな、間に合わなかったのじゃよ』

「なんでそんなものが？」

『扉の外にある壺つぼの中に閉じ込められていたそうじゃ』

「トラップか」

『おそらくは』

　僕たちが壺を割ったりすれば、アシッドスライムが襲ってくることになってたわけだ。

「他には、扉の外になにかある？」

『ドアノブをさわった兵士が２人、手足を凍り付かせてぴくぴくしてるそうじゃ。そいつらが倒れた衝しよう撃げきで、壺が割れたのじゃな』

「……念入りなことで」

　ドアに触ったら『ヴェール』の『スキル汚染スキル』が発動することになってたのかー。

　壁を割って入って正解だったな。

「まぁいいや。味方になってくれるならいいよ。呼んで」

『うむ。壺に閉じ込められて、無茶苦茶怒っておるからの。暴れたいそうじゃよ』

　しばらくして、ドアの隙間から真っ赤なスライムが入って来る。数は２体。レギィの指示で、魔法陣の上へ移動する。これで準備はいいかな。

「それじゃフィーン、お願い」

『かしこまりました。「転移術式展開ポータル・オープン」いたします！』

　フィーンは空中に浮かんだまま、寝間着の裾すそをつまんで一礼。

　魔法陣に、光が走った。

　かすかな振動とともに、魔法陣から巨大ななにかが現れようとしてる。




『オロカナル──モノヨ』

　かぎ爪のついた黒い腕が、魔法陣から出現した。




　べちゃ。




　スキルを汚染する氷が、黒い腕に張り付いた。

『ワガアルジノテキ……ッテ。ギャ──────!!』

　さらに、魔法陣に乗ってた２体の『アシッドスライム』が向こう側に転移した。

『ア!?　ナニヲスル!?　ナンデスライムガココニ!?　ヤ、ヤメ！　コノキョテンヲコワスナ──ッ！　ア、ダメ！　ソノアイテムヲクラッタラ──!!』

「もういいよ、フィーン」

『「転移術式解除ポータル・クローズ」。転移先を、アミュレットから除去いたします！』




　ずぼっ。




　黒い腕が引っ込んだ。床に描かれていた魔法陣から、光が消えた。

　それだけだった。

「ほんっと、容赦ないですわね、ナギさん」

　振り返ると、レティシアがあきれたみたいに、僕を見てた。

「これくらい当然だろ。親友レテイアのスキルと記憶を壊そうとしたんだから」

「…………ふーん」

　レティシアはほっぺたを膨らませて、横を向いた。

　白い首を飾ってた首輪は姿を消してる。

『汚染除去の方法を知りたい』という僕の願いを果たしたから、契約解除されたみたいだ。

「あのね、ナギさん」

　でも、レティシアは首のあたりをなでながら、僕を見て、

「さっきのことは、アイネたちには秘密にしてくださらないかしら」

「うん。わかった」

「あっさりですわね」

「レティシアだって貴族だからね。誰かの奴隷になったなんて知られたくないのはわかるよ」

「か、勘かん違ちがいしないでくださいな！　緊急時に、親友の奴隷になったことなんか気にしませんわ！　わたくしが気にしているのは……わたくしが……あのまま流されそうに……」

　レティシアは胸を押さえて、それから、上目遣いで僕を見て──

「な、なんでもありません！　とにかく秘密です！　いいですわね!!」

「わかったよ。僕と『レティア』の秘密ってことで」

　そう言うと、レティシアの顔が、ぼっ、と真っ赤になった。

「あ、違った。僕とレティシアと、カトラスとフィーンとレギィの秘密ってことで」

「意外とギャラリーが多かったですわ──っ!!」

　レティシアは頭を抱えてる。

　僕はカトラスとフィーン、いつの間にか現れてたレギィを見ながら、唇に指を当てて「ないしょ」ってつぶやく。３人も同じポーズを取って「ないしょであります」『ないしょ、ね』『ないしょじゃなー』って言ってくれる。みんな不思議なくらい優しい目をしてたけど。

　僕はセシルとイリスに「こっちは片付いた。大丈夫」ってメッセージを送った。みんな心配してたからね。これで安心するはずだ。

　あとは……。

「みんなが来る前に、家や探さがししておくか」

　僕は言った。

　レティシア、カトラス、フィーン、レギィが「「「「さんせーい」」」」って手を挙げた。

　この洋館に『白いギルド』関係の手がかりがないか、探してみよう。








第９話「深夜の雑魚寝パーティと、『アーティファクト』の使い道」






「「「……おわったー！」」」

　僕とレティシアとカトラスは、部屋の床に座り込んだ。

　家や探さがし完了。

　この洋館にあった『神聖遺物アーテイフアクト』は、あの転移アミュレットだけだった。

　他に見つかったのは、魔法のかかった盾と、弓と矢がひとつずつ。あとは金貨が数十枚。

　それと、羊皮紙に書かれたマニュアルがあった。港町イルガファを『ガーゴイル』に襲わせて、救うまでの手順と、それによってクローディア姫に感謝する人の想定数。さらにはマジックアイテムを与える予定の貴族の名前。最後に『ご学友』レティシア＝ミルフェをどう利用するかについてまで書いてある。

「これによると、レティシアが人助けしてたのは、クローディア姫の指示だったという設定になってるんだけど……」

　すげぇな。悪い意味で。

「レティシアが個人的にやってた『正義』まで自分の手柄にするつもりだったってさ」

「あきれて物も言えませんわ」

　レティシアは肩をすくめた。

「ところであるじどの、この『王家貢献ポイント』ってなんでありましょう？」

「えっと……王家にとっての味方を増やしたり、有力な貴族を手下にすることでもらえるポイントだってさ。これが高ければ高いほど、王位継承権の上位に行けるみたいだ」

「で、そのポイントを集める手助けとして『白いギルド』と契約したってことですの？」

「だと思うよ。あの魔神も、マジックアイテムも『神聖遺物』も、そのギルドからの支給品じゃないかな」

「なんだかなぁ、でありますな」

　カトラスは長いため息をついた。

「ボクは『慈愛の姫君』に、ちょっぴりあこがれていたのでありますが」

「会うのやめとく？」

「いえいえ、逆にどんな顔してるのか見たくなったでありますよ」

　カトラスは、ふふふ、って肩を震わせてる。

　本気で怒ってるみたいだ。

『慈愛の姫君』は他の王族や貴族とは違うって思ってたんだから、幻滅してもしょうがないよな。

「わたくしも同感ですわ。わたくしが尊敬する姫君よりどれだけ劣る者か、見てみたいですわ」

「おお、レティシアさまには尊敬する姫君がいらっしゃったのですな？」

　カトラスは、きょとん、としてる。

　わかってなさそうなその顔に、レティシアは楽しそうに笑ってる。

「『ヴェール』のアイテムは証拠品として、領主さんに渡そう。このアミュレットと仮面は……」

　アミュレットはフィーンが支配しちゃったから、他の人間には使えない。この仮面も、かなり危険なアイテムだ。僕の方でチェックしてから渡した方がいいな。

　そういえば、魔法陣の転移先についての情報もあったっけ。

　フィーンによると、あれはダンジョンの一室に繫つながってたそうだ。場所は、港町イルガファと商業都市メテカルの中間地点。帰ったら詳しい位置を調べてみよう。

『ヴェール』とラランベル男爵令嬢は縛って目隠しと耳栓をした。貴族の男性とそのおつきの人たちは、暴れるから拘束させてもらった。敵の兵士たちも同じようにして、部屋の外に出してある。

　あとは迎えが来るのを待つだけだ。




『ワゥ────ウォオオオオオオォン!!』




　そう思ったとき──遠とお吠ぼえが聞こえた。

　部屋の壁には大きな穴が空いてる。隣の部屋の外壁の穴から、外の森が見える。

　月明かりに照らされた木々の向こうに、金色の獣の姿が、かすかに浮かび上がってる。

　獣はまっすぐにこっちに向かって駆けてくる。風を切る音が聞こえそうなほどの全力疾走だ。獣はそのまま部屋に飛び込んできて、ジャンプ。

　空中でスキルを解除して──リタの姿になり、そのまま僕に飛びついてきて──って!?

「うわあああああああああああああんっ!!」

「リタ!?」

　リタは、ぎゅ、と、僕を抱きしめた。

　濡ぬれた頰をこすりつけて、押しつけて、涙声で──

「やだ！　いなくなっちゃやだ!!　私の知らないところで危ない目にあったらやだ!!　やだ!!　ナギがいないのやだ!!　やだああああああああっ!!」

「あの、ちょっと、リタ……」

「こわかったんだから……すごく、こわかったんだからぁ。ナギが……ご主人様が……私の手が届かないところで……危ない目にあってるんじゃないかって…………こわくて…………どうしたらいいか……わからなくて……ナギ…………ナギぃ！」

　ぽろぽろぽろぽろっ。

　リタの桜色の目からは、次々に涙があふれてくる。

「ごめんな、リタ。心配させて、ごめん」

「…………ちが……ナギは……わるくな……」

　リタは真っ白な手で、両目をぬぐった。

「…………私がかってに……しんぱいして……やだ…………とまらな。なみだ……せっかくあえたのに……こんなかお見られたく…………うぅ、うわ…………うわあああああああああんっ!!」

　そのまま、リタは声を上げて泣きじゃくる。

　まるでちっちゃな子どもみたいに、わんわん、って。

　獣耳にも尻しつ尾ぽにも手足にも、草や土がついてる。リタは『完全獣化』で狼の姿になって、森をまっすぐ突っ切ってきてくれたんだ。

　結界があってもゴーストがいても、リタには通じない。結界は『結界破壊』で、アンデッドはその身にまとう『神聖力』が片っ端から浄化してしまう。
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　でも──やっぱり、心配させちゃったみたいだ。

「ほんとごめん。それと、ありがと」

「うわああああああああん。わん。わぅうううううん!!」

　聞いてないな、リタ。

　それに、自分が服を着てないってことにも気づいてない。

　レティシアは優しい顔で、自分の上着をリタの肩にかけてくれる。

　本当は僕の上着をかけてあげたいけど、リタの両腕が背中に回ってて動かせない。リタは絶対にもう離さないってくらい強く抱きついてるから。

「大丈夫。どこにも行かないよ」

「…………うぅ」

「だから安心して、ほら」

　僕はリタの頭をなでて、背中をさすっていく。

　敵は倒したから、リタが落ち着くまで何時間かけても問題はなし。

　しばらくして、リタの獣耳がぴくん、と反応した。

「……取り乱して申し訳ありませんでした。ご主人様」

　リタは名残惜しそうに僕の背中から腕を放し、頭を下げた。

「だ、大事なときにおそばにいられなかったこと、奴隷として、つうこんのー」

「……急にどうしたの、リタ」

「セシルちゃんとアイネが、もうすぐ来るんだもん！」

　リタは、ぷくーっ、とほっぺたを膨らませて、僕を見た。

「私には、みんなを守る前衛としてのプライドがあるんだからねっ！　ちっちゃい子みたいに泣きじゃくってたら恥ずかしいんだもん！」

「……いや、ここにはレティシアとカトラスと、フィーンとレギィがいるんだけど」

「…………え」

　リタが目を見開いた。

　レティシアを見て、カトラスを見て、「いい笑顔」で手を振るフィーンとレギィを見て──

「わうううううううううっ！」

　真っ赤になって顔を押さえた。

「い、意外とギャラリーがいた!?　し、しかも私、裸!?　やだあああっ！」

「レティシアさまと反応がそっくりであります！　仲良しでありますな！」

「うれしくないなかよしですわ──っ!!」

　そんなわけで、リタには上着をちゃんと着せて。

　セシルとアイネが馬に乗って到着するのを待って、僕たちは撤収をはじめた。

　イリスからのメッセージによると、イルガファ領主家の兵士たちは、もうこっちに向かっているそうだ。兵士たちの移動コースはわかってる。僕たちはそれを避けて帰ればいい。

　最後に全員で指さし確認をして、異常がないことを、確かめて。

　そうして僕たちは、謎の組織の洋館から撤てつ退たいしたのだった。










「お帰りなさいですぅ！　お休みの準備は整っているですよーっ!!」

　家では、枕を抱えたラフィリアが待っていた。

　リビングの家具は全部片付けられて、床一面にシーツと毛布が敷いてある。

　枕は全員分用意されてる。雑ざ魚こ寝ねの準備は完かん璧ぺきだ。

　シーツに描かれているのは『ガーゴイル』や『魔神』や『ゴースト』を模した魔法陣だった。

「これって、ラフィリアの『対魔結界』？」

「なのです！　皆さまが安心して眠れるように、魔物が来ても大丈夫なようにしたですよ！」

　ラフィリアは、えっへん、と胸を張った。

　セシルもリタも、アイネも「お、おおー」って感心してる。

　レティシアは「はい？」って首をかしげてるけど。

　ラフィリアのチートスキル『対魔結界』は「対象の魔物を描いた魔法陣の上に伏せることで、その魔物限定のバリヤーを張ることができる」スキルだ。つまり、ここでごろごろしていれば、敵襲があっても安全ってことになる。

　──そう伝えるとレティシアも「お、おおーっ」ってため息を漏らした。

「すごいな……よく思いついたね、ラフィリア」

「ヒントをくれたのはマスターですよぅ」

「僕が？」

「セシルさまから聞きました。マスターが『れじゃーしーと』を敷いて、みんなでごろごろしたがってるって。お部屋の中でも『ぴくにっく』できるって。マスターのお願いを叶かなえて、防御もできるようにって考えたら……こうなったです」

　ラフィリアは、もじもじ、と指を組み合わせた。

「皆さん、気が休まる暇もなかったですよね？　だから、ぐっすり休んでいただこうと思って、一生懸命考えたです。イリスさまもアイディアを出してくださったですよ？」

「イリスも？」

「はい。『ピクニックと結界を口実に、お兄ちゃんと同じ寝床でごろごろいたしましょう！』と、おめめをきらきらさせて──」

　ラフィリアは、ぱん、と、手を叩たたいた。




「ちょっとラフィリアさま──っ！　なんでばらしちゃうんですか──っ!!」




　あ、イリスだ。

　玄関先から足音が聞こえたかと思ったら、イリスが文字通り転がり込んで来た。

　イリスはそのままラフィリアに詰め寄ると、子猫がじゃれつくみたいに、ラフィリアのお腹なかをぽこぽこ叩き始めた。ラフィリアは「ごめんなさいー」って、ちっとも痛くなさそうに笑ってる。

「と、とにかく！　お兄ちゃんも皆さまも、ご無事でなによりです」

　みんなの視線に気づいたのか、イリスは、こほん、とせきばらい。

　それから僕の前で、領主の娘としての正式なお辞儀をした。

「イリスは『意識共有マインドリンケージ・改』でお兄ちゃんと繫がっていましたから……なんとか、ぎりぎり、落ち着いていられましたけど……」

「うん。ごめんな、心配かけて」

「ラフィリアさまだって、見た目はいつも通りのほわほわでしたけど、お茶はひっくり返すし、本棚にはぶつかるし、大変だったのですよ？」

「ですねぇ、うっかり、イリスさまのご本をぶちまけてしまいましたぁ」

　困ったように肩をすくめるイリスに、ラフィリアがうなずく。

「ラフィリアさまってば、それをまた拾い上げようとしてつまずいて転がって──」

「本の中に挟まってたお手紙を落っことしてしまいましたからねぇ……」

「お父さまがお部屋のドアをノックしていることにも気づかないくらいで──」

「拾ったお手紙──マスターへの恋文ラブレターを、うっかり読み上げてしまいましたねぇ……」

「でも、さすがはラフィリアさまです。巧みな話術でお父さまに、イリスの提案を伝えてくださいました。一時的に城門を開けることと、城壁から衛兵を一時的にどかすことを納得してもらえたのは、ラフィリアさまの口添えあってのことです！」

「はい！　イリスさまと夜よ伽とぎの約束をした『海竜の勇者』が戻らないと申し上げたら、快く城門を開けてくださいました！」

「な、な、なんですとー？　イリスに聞こえないようにそんなことを────っ!?」

「えへへー」

「えへへじゃないでしょう!?」

　ぽこぽこぽこぽこっ！

　イリスのちっちゃな手のひらがラフィリアのお腹を叩いて、胸を揺らす。

　ほんっと、なごむなー。

　やっと家に帰ってきたって気がする。

「じゃあ、今日は室内ピクニック、ってことで、お茶を飲みながらのんびりしようよ」

　僕はみんなに向かって、言った。

　そうして眠くなるまで、僕たちはリビングでごろごろすることにしたのだった。










「──そんなわけで、イリスが馬と城門の手配をいたしました」

「──本当にあっというまだったんですよ？　ナギさま」

　リビングに敷いた毛布の上。

　お菓子を食べて、お茶を飲んで、身体からだを温めた僕たちは、毛布をかぶってのんびりしていた。

　アイネがいつも干してくれてる毛布は、ふかふかで、優しいにおいがする。

　それにくるまって、思いつくままにつぶやいて、笑って、転がったり、身体を伸ばしたり。

　ピクニックというより、修学旅行の夜みたいだ。

　僕の隣にはセシルとイリス。寝間着姿のふたりは、額をくっつけて話してる。

　寝息が聞こえると思ったら、いつの間にかラフィリアとカトラスがくっついて眠ってた。

　リタとアイネ、レティシアは３人で話をしてる。

　でも、リタがレティシアの首筋と胸元のにおいを嗅かいで、アイネが「ふふふー。なるほどなのー」って笑ってるのはどうしてだろう。レティシアは毛布の上でじたばたしてるし。

　レギィは小さな人形の姿になり、リビングの端から端までごろごろ転がってる。眠ってるラフィリアの上を通過して、隣で眠るカトラスとの間に落っこちたりしてる。フリーダムだ。

「──イルガファの正規兵は今ごろ、犯人を連行しているでしょう」

　イリスの話を、僕は枕に顎あごを乗せて聞いていた。

　ラランベル男爵令嬢は、イルガファ領主家の牢ろう屋やに入ることになるらしい。

　彼女が町にガーゴイルを派遣した証拠はそろってる。彼女と『ヴェール』の罪をどう判断するかは、イルガファ領主家のお仕事だ。

「あとは、回収してきた『神聖遺物アーテイフアクト』の使い道か」

　フィーンによると『転移のアミュレット』は３カ所を魔法陣で繫つなぐことができるらしい。

『アミュレット』を起動して、地面に魔法陣を描けば、それが転移ポータルになるそうだ。移動距離は、ここから商業都市メテカルの間くらい。

「便利なアイテムですね」

「お兄ちゃんは、もう使い道を考えられたのでしょうか？」

「……そうだね」

　セシルとイリスが僕の顔をのぞき込んでる。

「ふたりはどう思う？」

「そうですね……瞬時に長距離を移動できるわけですから」

「しかも、荷物を持っていても問題ないのでしょう？」

　セシルとイリスは、びし、と指を立てて、

「わたしたちがナギさまのために、効率よくダンジョンを攻略するのはどうでしょう？」

「イルガファの海産物を、商業都市に運ぶという使い道もできましょう？」

　それは僕も考えた。

　けど、本当にしたいのは、もっとどうでもいいことなんだ。

「ナギさまはどんな使い道を考えられたんですか？」

「教えてください、お兄ちゃん」

　ぐぐっ、と顔を近づけてくる、セシルとイリス。

　いつの間にかリタとアイネ、レティシアも話をやめて、こっちを見てる。

　なんでそんなに期待に満ちた目をしてるの？　そんなにすごいこと考えてないよ？

「僕の考えた使い道は『社員旅行ふたたび』だよ」

　少し考えてから、僕は言った。

「レティシアは保養地に行ってないだろ？　だから、誰か向こうに行ってもらって、魔法陣を設置してもらおうと思ったんだ。そうすれば海水浴リゾート地に日帰りできるようになるし、聖女さまにも会いに行ける。転移アイテムは『福利厚生』に使うのが一番だと思ったんだよ」

「「「「すごいです、ご主人様!!」」」」

　セシル、リタ、アイネ、イリスは満面の笑顔で言った。

　ちなみにレティシアは、ぐっ、と親指を立ててた。

「なるほど。それなら。レティシアもすねないで済むの」

「レティシアさまってそういう方なのですか？　では、イリスたちと一緒に参りましょう！」

「違いますわすねたりしませんわ！」

　みんな賛成してくれたみたいだ。

「そういえば今回の件で、イリスの父がお兄ちゃんに、お礼を差し上げたいそうです」

「いいの？　僕は領主さんの依頼で動いたわけじゃないんだけど」

「なにをおっしゃいますか、お兄ちゃんは」

　イリスは転がりながら、僕の腕にお腹をくっつける。

　ふんわりほわほわな感じがする。腕を抱きしめながら、イリスは間近で笑う。

「町を守ってくださったのはお兄ちゃんでしょう？　お兄ちゃんのおかげで敵の情報もわかったのです。報酬を差し上げるのは当然かと」

「そっか。じゃあ、旅行の資金にでもしようかな」

「余ると思いますよ？　父は、お兄ちゃんが屋敷で見つけたアイテムの代金も含めるって言っておりましたから。１００００アルシャは超えるのではないでしょうか」

「──え」

　びくん、と、僕の隣でセシルがみじろぎした。

　セシルはイリスの反対側で、僕の腕を抱きしめてる。話に夢中で気づかなかったけど、セシルの胸は、僕の二の腕に当たってる。

「……ナギさま」

　でも、セシルは逆に、僕の腕を抱く手に力をこめた。

　なんだかうるんだ瞳ひとみで、僕の顔を見つめてる。なにを言いたいのか、なんとなく、わかる。

　僕とセシルの『約束』のこと。年収が１００００アルシャを超えたら、って決めてた、セシルの願いを叶える話だ。

　──なんだか、熱いな。

　おかしいな。セシルに触れてる部分だけ、妙に熱い。

　みんな見てるのに……というか、いつの間にか、みんなこっちをガン見してるけど!?

「おやおや、どうしてお兄ちゃんとセシルさまは、見つめ合ってるのでしょう」

「ナギもセシルちゃんも、すごくわかりあってるみたいね？」

「なんだかどきどきしますわね。おふたりはなにをわかりあっているのでしょうね？」

「わ、わかんないの。お姉ちゃんはみんなのお姉ちゃんなの。なぁくんとセシルちゃんが秘密にしてることはわかんないふりをするの。手助けするだけなの」

　興味しんしんのイリスとリタ。不思議そうな顔をしたレティシア。アイネは……たぶん、気づいてわからないふりしてる。さすがパーティのお姉ちゃんだ。

「じゃあ、眠くなるまで、みんなで当てっこしましょ」

「では、まずはお兄ちゃんのお顔をじーっと見つめましょう。そうすればわかるかもしれません」

「わたくしもですの？　まぁ、仲間はずれは嫌ですので、おつきあいいたしますが」

「やめてやめて。セシルちゃんが真っ赤になってるの！　危険なの！」

「……ぷしゅう」

　じーっと、みんなの視線が集まってきて──

　セシルが、頭から湯気を噴き出して、気絶して──

　僕とアイネがふたりがかりで、『誰が旅行先に転移魔法陣をセットしに行くか』に話題を逸そらすことに成功したのは、それから５分後。そのころにはイリスの顔も真っ赤になってた。たぶん……気づかれたな。イリスもぽかぽかとした身体を押しつけてきて、すぐに眠っちゃったけど。

　結局、最後まで起きてたのは、僕とアイネだけ。

　僕たちはぼんやり、明日の朝ご飯とか、部屋の家具の配置とか、そんな話をしてた。

　そうしてるうちに、いつの間にか２人とも眠くなってきて──

「おやすみ、アイネ」

「おやすみなさいなの。なぁくん」

　僕たちは部屋の灯あかりを消して、目を閉じた。

　最後に、僕の意識が途切れる前に──




「──セシルちゃんのお願い、叶えてあげてね」




　そんな声が聞こえたから、僕はセシルの肩に腕を回して──眠りについたのだった。








第10話「ふたつの加護を受けた町と、その護り手（情報戦つき）」






　──翌日、王家の別荘地にて──










「そろそろ、民の反応を見に行っても良い頃でしょう」

　ティーカップを手に、クローディア＝リーグナダルは言った。

　王家の別荘には、朝日の差し込むテラスが備え付けられている。まわりには花壇のあるその場所で、時間をかけて朝食を楽しむのが、クローディアの習慣だった。

　その間も、テーブルに置いた羊皮紙からは目を離さない。

　羊皮紙には民に『慈じ愛あい』を示したあとの、予定が書かれていた。人を救ったあと、直接に声をかければ、民の記憶は生々しくよみがえる。それは翌日の方がいい。救った直後は相手も動揺している。一晩経たって、落ち着いた後の方が望ましい。そうすることでクローディアの『慈愛』の印象はさらに強まる。

「手の空いている者は町に行き、噂うわさを流すように。『慈愛の姫君』クローディアが民の声を聞きに行く。手紙を送れば、読んでもらえるかもしれない、と」

「承知いたしました」

　お付きのメイドが頭を下げる。だが、彼女は動かない。

　クローディアはティーカップを置き、メイドの方を見た。

「なにか？」

「ラランベルさまからの連絡がないのが気になります。約束のお時間は過ぎておりますのに」

「それは、私の予定を変えるほどの問題ですか？」

「い、いえっ」

「民の声を聞く機会を逃すわけにはいきません。それがわかりませんか？」

「も、申し訳ありませんでしたっ！」

　深々と頭を下げ、メイドがテラスを飛び出して行く。

「……おや？」

　テーブルに、褐色の水滴が落ちていた。

　手元に視線を向け、クローディアは自分の手が震えていたことに気づく。ティーカップを握る手に、力が入りすぎていた。これではメイドもおびえるはずだ。

「……『慈愛の姫君』が生の感情をむき出しにしてはならない」

　クローディアは自分に言い聞かせるようにつぶやく。

　ラランベルからの連絡がないのは気になるが、大丈夫。

『ヴェール』の『スキル封じスキル』には、どんな勇者でも敵かなわない。

　さらにあの地には『転移魔法陣』が仕掛けてある。いつでも逃げることができるはずだ。

　仮に『ヴェール』が失敗したとしても、自分に傷はつかない。貴族がなにか言ってきたとしても、否定すればいいだけ。

　よくあることだ。貴族や民が、自分を大きく見せるために、王家の名を出すことは。

「……もっとも、そんなことにはならないでしょうけれど」

『ヴェール』は、クローディア＝リーグナダルのコピーだ。失敗することなどありえない。

　間もなく『ヴェール』は仮面を持って帰ってくる。その仮面を着ければ、クローディアは『ヴェール』が見たものと聞いたものを体験することができる。自分と同じ人格を持つ、別の自分になりきることができる。そうすればストレスも発散できるはず。

「彼女はよい拾いもの。まだ手放すのは──惜しいですね」

　クローディアが成果を上げ、王の後継者となったあかつきには、邪魔になるのだけれど。

　けれど、それを考えるのは、ずっと先だ。今は成果を収穫するのを楽しもう。

「町へ出る支度をするとしましょう」

　クローディアはテラスの外に控えるメイドに向けて、告げた。

（髪のセットには気を遣わなければなりません。民は馬車の窓越しに私を見ることになる。その状態でも印象づけられるよう、光に映えるアクセサリを多めに。馬車の中で魔法の『灯りライト』を使うのもよいでしょう……）

　テラスから室内に入ると同時に、クローディアはためらいもなく、部屋着を脱ぎ捨てた。

　下着姿をさらしながら、慈愛に満ちた笑みを浮かべる。

　メイドたちは、ほぅ、と息をつく。着替えを手伝うため、クローディアのまわりに集まってくる。クローディアもまた、満足そうにうなずく。

「手数をかけてすみませんね。あなたたちの働きには、満足していますよ」

「「「もったいないお言葉です。クローディア姫殿下！」」」

　これだから『慈愛の姫君』はやめられない。

　民に感謝され、貴族に感謝され、自分はもっと大きくなっていくだろう。

　さらに成果を上げ、父王に認められたとき、彼女の願いは叶かなう。

　国民すべてが『慈愛のクローディア姫』をあがめ、その慈愛に感謝する国を作るのだ。彼女の慈愛を受けない者は異端であり、矯正される──そんな国を。










　──ナギ視点──










「話を聞いてもらえますか？　領主さま」

　僕はイリスの仲介で、イルガファの領主さんと面会していた。

　場所は、領主家の応接間。

　左右の部屋も人払いして、廊下にはラフィリアが控えている。

「まずは昨日、町を襲ったガーゴイルと、その使い手についての情報をお伝えしておきます」

　僕は言った。

　領主さんは緊張した面持ちで、僕の話を聞いている。

　すでに『ヴェール』たちがいた廃村では、兵士が調査をはじめている。

　僕は領主さんに、こっちでわかっている情報を伝えることにした。




　──『ヴェール』が、貴族にチートアイテムやスキルを売り歩いていたこと。

　──そのためにガーゴイルを町に呼び出し、住民を危険にさらしたこと。

　──『慈愛の姫君』クローディア姫が、彼らと組んでいた可能性があること。

　──『ヴェール』の仮面を分析すれば、姫君との関わりがわかるかもしれない、ということ。




「…………そ、そ、そんなことが」

　領主さんの声は震えてた。

　無理もないよな。これから後継者を迎えて平穏無事に、って思ってたところで、いきなり王家がらみのトラブルが飛び込んできたんだから。

「捕らえた『ヴェール』と、ラランベル男だん爵しやく令れい嬢じようはどうなってますか？」

「男爵令嬢の方は、自分がガーゴイルを操っていたことを認めています。が、王家との関わりについては……その」

「話していない、と？」

「はい。それと、あれは事故だと。身を守るために使っていたガーゴイルが暴走しただけだと。イルガファ領主家には男爵家から補償をする。だから、解放してくれるようにと言っていました」

　ふーん。あくまでも『事故』で押し通すつもりか。

『ヴェール』の方は、完全に記憶を失っている。『氷のスキル汚染スキル』は、思考回路まで麻ま痺ひさせる。その氷を喰くらったことで、記憶までなくなってしまったらしい。

　記憶が残っていたとしても、素直にしゃべるわけないんだけどね。

「……どうして我が町にばかりこんなことが……」

　領主さんは頭を抱えた。

「新しい後継者を迎えて、やっと落ち着くというところなのに……」

「そこで、提案があります」

　僕は右腕につけた『天竜シロの腕輪』に触れた。

「……シロ、手はず通りだよ。名前を借りてもいい？」

『よいかとー』

　腕輪に口を近づけて、領主さんに聞こえないように言葉を交わす。

　昨日のうちにシロとイリスには話をつけてあるけど、念のため。

　ここからが交渉だ。

「イリスさまとも相談したのですが、この町に海竜と──」










　──海竜の聖地にて──










「……海竜ケルカトルに声が届きました。名前をお借りすること、許可をいただきました」

　聖地の洞どう窟くつを出たあと、イリスは言った。

「では、イリスが仕上げをいたしましょう」

　イリスが立ち上がり、空に向かって手を伸ばす。

「ところで、お兄ちゃんはどんな感じのものをご希望されていましたでしょうか？」

「陸からはぼんやり見えるくらいがいいそうです」

「でもって、地上から空へと飛び去った姿がいいって言ってたわ」

　セシルとリタが答える。

「承知いたしました！　ぼんやりした影ならば、大きいものも作れましょう！」

　ラフィリア直伝の『かっこいいポーズ』を決めたイリスは「むん」と気合いを入れる。

　思い出す。シロの夢の中で見た、超越存在すごいものの姿を。

　正確な形を。かつ、軽くぼかして。いかにも今、この聖地から飛び去ったかのように──

「発動！　『幻影ステージ・オブ・舞台イメイジングＬＶ１』!!」

　そして海竜の聖地に、巨大な竜の幻影が現れたのだった。










　──同時刻、港町イルガファの市場──










「クローディア姫殿下だ！」

「王家の姫さまの馬車がいらっしゃった──！」

　ガーゴイル襲しゆう来らいから一夜明けた翌日、人々はおそるおそる市場を開けていた。

　その大通りを横切るように、王家の紋章をつけた馬車が現れたのは昼前のこと。




「──まさかこのような災厄がイルガファの町を襲おうとは、思いもよりませんでした」




　馬車の中から聞こえた『慈愛のクローディア姫』の声に、人々が静まりかえる。

「このような暴挙を、私は絶対に許しません。また、港町イルガファには海竜の加護があるとはいえ、守りがおろそかになっていたのは明白。領主家の方にも責任はあるでしょう」

『慈愛の姫君』クローディアの言葉は続いていた。

　その間に、鎧よろいを着た兵士たちは市場の長おさを呼んでいる。現れた男性に、金貨の入った革袋を手渡す。「市場の復興に使うように」と、大声で伝える。その声に市場の者たちが拍手をする。

　クローディア姫は声高らかに語り出す──

「このようなとき、居合わせた貴族に、民を守る力があれば──そう思わずにはいられません。そう、民を守るのは、王と貴族の役目なのです。その代表として、私は皆に慈愛を──」




「この地に天竜の加護が降りたそうだ!!」




「──ほぇ？」

　馬車の中から、間の抜けた声が響いた。

　それには気づかず、人々は一斉に、声を上げた正規兵の方に向き直る。




「さっき港で、『天竜ブランシャルカ』の姿を見たんだ！」

「お前もか!?　俺も見た。真っ白な天竜が、空へ昇っていくのを！」

「天竜の代行者が、ガーゴイルを操ってた奴の本拠地に攻め込んだって本当か？」

「そういえば『保養地ミシュリラ』に、天竜が現れたって聞いたことがあるな」

「じゃあこの町にも、竜つながりで天竜の加護が──？」




「「「「うおおおおおおおおおおおおおおっ！！！」」」」




　そして──




「これは秘密なのだが……天竜の代行者は、森の館で重要なアイテムを手に入れたと──」




　その声が響いた瞬間、姫の馬車は速度を上げ、一目散に走り去ったのだった。










　──数十分後。港町イルガファ　王家の宿舎──










「『ヴェール』からの連絡はまだないのか!?　ラランベルの消息も!?」

　がごん。

　クローディアが投げたカップが、執事の額をかすめた。

「ラ、ラランベル男爵令嬢の消息がわかりませんと、どうにも。『ヴェール』とは彼女を通して接触していましたから」

「そんなことは、私にもわかっています！」

　クローディアはドレスの胸を押さえた。

　こんな態度は『慈愛の姫君』らしくないとわかっている。けれど、抑えきれない。

　彼女が自分のコピー──『ヴェール』を作り出したのは、趣味と実益を兼ねたものだ。

　ある組織がくれたのだ。姫君であることを少しだけ忘れさせてくれる仮面を。

　それは人格を、一時的に他人に植え付けるものだった。仮面を『ヴェール』に着けさせて、クローディアは普段自分が抑圧している感情を爆発させる。あとでその仮面を返してもらい、『ヴェール』が見たものを追体験する。それだけだったのだ。

（……いつもいつもいつも『慈愛の姫君』でいられるものですか!!）

　クローディアは声に出さずに吐き捨てた。

　遊び場に港町イルガファを選んだのは、海竜を笑うためだ。

　地上に手を出せない、海の守り神をあざ笑い、この町を荒らすのは楽しかった。なのに──

（──天竜まで、出てくるなんて）

「クローディア殿下？」

「なんでもない。声を荒らげたのは私の誤りでした」

「お顔の色が悪いです。差し出がましいことを申し上げますが、パーティへの出席は取りやめ、王都に戻られた方が──」

「……いいえ」

　クローディアは首を横に振った。

　ここで町を離れるのは逃げるようなものだ。王家の者が、そんなみっともない様をさらすわけにはいかない。それに、その必要もないだろう。

　町の者が噂していた。『天竜の代行者が館でアイテムを手に入れた』と。

「──それが『ヴェール』に与えた仮面なら──奴らは、あれを調べるでしょう」

　クローディア姫は笑みを浮かべた。

　あの仮面にあるのは、人格を他者に植え付ける機能だけではない。

　万が一のときのため、トラップが仕掛けてあるのだ。

（あれを身に着けたものは、私自身に慈愛を感じるようになっている──）

　──『慈愛の姫君』を演じなければいけない、苦労人のお姫様。

　──王家という檻おりに捕らわれて、本心をあらわにすることさえできない。

　──それをわかってあげられるのは、仮面の装着者である自分だけ──

『慈愛の仮面』を装着した者は、そういう感情を持つようになっているのだ。

「……だから……私は安全。安全なのです」

　クローディア姫は自分に言い聞かせるようにつぶやく。

　あの仮面を調べようとすれば、精神を汚染される。『天竜の代行者』とやらがどれほど強力な存在かは知らないが、この罠わなを見抜けるとは思えない。だから安全。あの『慈愛の仮面』が解析されて、すべてを知られるようなことは──ない。

（私の人生が──こんなことで終わってたまるものですか──！）

　頭の中で、同じ言葉を繰り返す。

（私は『慈愛のクローディア姫』──王に認められ、いずれ跡を継ぐべきもの。『天竜の代行者』などに、敗れるはずがありません！）

　クローディア姫は深呼吸してから、顔を上げた。

「パーティには出席します。これは決定事項です」

　宣言してから、クローディアは執事の男性を手招いた。

　足元にまで呼び寄せ、外の者に聞こえないように小声で告げる。

「兵士を館の調査に向かわせたそうですが、報告は？」

「……館にはイルガファ正規兵の姿があったそうです」

　執事は床にひざまずき、告げた。

「隙を見て、屋敷の中をのぞき見ることができたという報告があります。破られた壁の向こうの、転移の間を」

「……どのような様子でしたか？」

「『転移魔法陣』が残っていました」

「おお！」

　クローディア姫の表情が明るくなる。

　彼女は、ほっ、と胸をなで下ろす。

「『ヴェール』とラランベルは、転移で逃げたのですね。『転移アミュレット』が誰かに奪われたのなら、その者には魔法陣を残しておく必要はない。必ず、消すはずですからね。そうでしょう!?」

「ご明察かと」

「ああ……偉大なる父王よ。あなたの娘は、まだ……敗北してはおりません」

　クローディア姫は祈るように手を組み合わせ、目を閉じた。

「それで『次期領主おひろめパーティ』はどうなさいますか？」

「くどいですよ。出席するに決まっているでしょう？」

　クローディア姫は唇をゆがめて、笑った。

「もしかしたら、なにも知らずに仮面をかぶったものがいるかもしれません。ならば、その者に我が身を崇拝させてやらねばかわいそうですからね」

「仰せのままに」

　執事が一礼して、部屋から出て行く。

　クローディア姫は口元を押さえて、笑い続ける。

　自分は無事。自分は安全。自分は敗北しない。自分は──慈愛の姫君。

　そんな言葉を、何度も何度も、繰り返しながら。








第11話「次期領主おひろめパーティと、慈愛の姫君の挨あい拶さつ」






「あーもう！　姫さまのせいで『次期領主おひろめパーティ』の準備が遅れてしまいました！」

　イリスは、むーっ、と、ほっぺたを膨らませた。

「この遅れを取り戻すのは並大抵のことではございません！　取り戻しますけど。お兄ちゃんが見事にトラブルを鎮めてくださったのですから、それを無駄にするわけにはいきませんから、取り戻しますけど、でもでもーっ」

「イリスひとりでしょいこまないこと」

　僕はイリスの頭をなでた。

「今回のイベントはイルガファ領主家のイベントなんだから、できるだけ他人を頼ること。無理しないこと。いいね」

「わかっております。けれど、その前に──」

　イリスは両腕を広げた。

　僕の膝ひざに、横座りした状態で。

「『お兄ちゃん成分エナジー』を補給させてくださいませ」

　そう言ってイリスは、僕をぎゅーっと抱きしめた。

　ここは屋敷の２階にある、僕の部屋。

　荒い息をつきながら屋敷のドアを叩たたいたイリスは、僕を見て一言、耳元で「甘えてもいいでしょうか」と言ったんだ。

　ガーゴイルの侵入からこっち、イリスには心配かけちゃったからね。しょうがないよね。

「……もちろん、無理はしておりません」

　イリスはそう言って、僕の胸にほっぺたをこすりつける。

「ちゃんと休みは取っておりますし、父には『間に合わないようなら延期します。祭りの時期が長くなるので、民にとってはよい経済効果をもたらすでしょう』と申し上げております」

「そっか」

「でも、ここ数日心配ごとが続いたので、それを口実に甘えに来ただけでしょう」

「もうなにもないといいんだけど」

「なにもないと思いますよ。イリスは」

「でも、一応確認しないと、落ち着いてのんびりできないからね」

「イリスは、もうひとつのイベントが楽しみです」

「そっちはないしょ」

「はい、ないしょです」

　イリスが僕の唇に指を当てた。しーっ、って。

　なんだかくすぐったかったから、僕もイリスに同じようにする。

「いろいろ企んでいらっしゃいますね。お兄ちゃん」

「まぁね。その前に、あの仮面の分析もしなきゃいけないんだけどさ」

「気をつけてくださいね。お兄ちゃん」
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「大丈夫。そのためにイリスから『スキルクリスタル』を持って来てもらったんだからさ」

「『速記ＬＶ１』ですね。どんな結果になるのでしょうね」

「それはまだないしょ。わかったことはイリスにも伝えるからね」

「はい。楽しみにしております」

　それから、僕たちはまた、お互いの唇に指を当てて。それをまた、交換して。

　イリスは満足したのか、僕の膝に乗ったままお茶を飲んで──領主家へと帰っていった。










　それから数日の間、僕たちは『次期領主おひろめパーティ』の準備に追われた。

　セシルとリタは、いざという時の作戦と合図を決めて──

　アイネとカトラスは、メイドに化けて潜入することになるから、領主家の作法を勉強して──

　僕とラフィリアは、イリスと『ないしょ計画』の準備をして──

　空いた時間に、例の仮面の分析をして──

　レティシアは「仲間はずれは嫌いです！」って、それぞれのメンバーの間を走り回って──




　そして『次期領主おひろめパーティ』の当日になった。










「人がいっぱいでありますな」

「これでも、この町に関係ある貴族と商人に絞ったそうだけど」

「海洋商業都市って、すごいの」

　僕とカトラス、レティシアとアイネは、会場の隅に立っていた。

　僕が着ているのは、領主家から借りた執事服。アイネとカトラスはメイド服を着てる。ちなみにカトラスは金髪のカツラをかぶってる。正体がばれないための用心だ。

　大広間の、一段高いところには領主さんが座ってる。その隣には新領主の少年、ロイエルド。

　イリスとラフィリアは今ごろ、次の間で様子を見てるはずだ。

「……なぁくん、なんだか顔色が良くないの」

　気づくと、アイネが僕の顔をのぞき込んでた。

「うん……ちょっと頭が重いだけ。昨日からずっと、あの『仮面』の分析をしてたからね」

「無理するのよくないの」

「大丈夫だよ、だいじょうぶ……」

　頭がぼーっとするのは、たぶん、寝不足だろうな。みんなに心配かけないようにしないと。




『送信者：イリス（宛あて先さき：お兄ちゃん）

　本文：はじまりますよ』




　そう思っていたら、イリスからメッセージが来た。

　部屋の隅にいる楽団が、高らかに音楽を奏ではじめる。あちこちに設置されている魔法のランプが色を変え、大広間を輝かせる。

　やがて正面の扉が開き、桜色のドレスをまとった少女が入場してくる。

　クローディア姫だ。

　姫は灰色の髪を宝石で飾り立て、藍あい色いろの瞳ひとみでゆっくりと、大広間を見回している。

　彼女の左右には護衛の少女剣士。彼女たちの行進に合わせて楽団の音が最高潮に達し、ひときわ荘厳な音楽のあと、止まる。

　弾はじかれたように、出席者たちがひざまずく。

　僕はその中に紛れて、クローディア姫を見ていた。

　さすがに目を引くな。あれが『慈愛のクローディア姫』──カトラスのお姉さんか。

「偉大なるリーグナダル王家、第３位王位継承者。『慈愛の姫君』クローディア＝リーグナダル殿下が、この日のために遠路はるばるいらっしゃいました！」

　領主の執事さんが宣言する。

　クローディア姫は慈愛に満ちた笑みを浮かべたあと、ゆっくりと手を挙げる。

「クローディア姫殿下には、乾杯の合図をお願いしております」

　執事さんの言葉に、クローディア姫がうなずく。差し出されたグラスを受け取る。

　まわりの出席者たちも、一斉にグラスを手に取る。

「本日は新領主ロイエルド＝ハフェウメアさまの次期領主おひろめパーティにご出席いただいたこと、感謝に堪えません」

「こちらこそ、ご招待に感謝いたします」

　クローディア姫が軽く会釈する。

　執事さんは直立不動で領主さんと新領主ロイエルド少年の横に立ち、続ける。

　緊張した顔で、羊皮紙を見つめている。あれにあいさつ文が書かれているんだろうな。

　素案をもらったあと、裏方としてしっかりチェックした、って、イリスは言ってたから。

「偉大なるリーグナダル王家に栄光を！」

「「「偉大なるリーグナダル王家に栄光を!!」」」

「港町イルガファの繁栄と発展のために！」

「「「港町イルガファの繁栄と発展のために!!」」」

「イルガファがとこしえに守り神──」

　執事さんは胸を張り、宣言する。

「海竜ケルカトルと──天竜ブランシャルカ──の加護──え？」

「「「え？」」」

　出席者たちが声を上げた。みんな、グラスを掲げようとして、止まってる。

　羊皮紙を読んでいた執事さんは「えっえっえっ？」って感じで左右を見回してる。

「……こほん」

　不意に、領主さんが咳せき払ばらいした。

　一瞬、僕の方を見て、それからパーティ会場を見回して、話し始める。

「先日、海上に白き竜の姿が浮かび上がったことは、皆も知ってのことと思う。そのあと、私は夢で海竜の声を聞いたのだ。『天竜が現れたのは、港町に加護を与えるためである』と」

「おお！」「海竜が、領主さまにお告げを！」「やはり、この町は竜に守られているのだ！」

　出席者たちがグラスを掲げ、口々に領主さんをたたえる。

　領主さんは満足そうに胸を張っている。隣にいる次期領主のロイエルド少年も、手を叩いている。

　これが数日前、僕が領主さんに提案したものだ。

『天竜シロ』と『海竜ケルカトル』には許可を取ってある。

　この町が天竜と海竜──ふたつの竜に守られているとなれば、王家も貴族も手を出せなくなる。

　確信はなくていい。噂うわさだけでもいいんだ。通信メディアが発展してないこの世界では、それだけでも充分に抑止力になる。

『海竜の聖地』でイリスが天竜の幻影を生み出したのは、その噂に信しん憑ぴよう性せいを持たせるためだ。

「……そろそろかな」

　しばらくして、静かに、大広間の扉が開いた。

　正装した侍女のエルフラフイリアに手を引かれて、イリスが入って来る。

　ゆっくりと、静かに。やさしいほほえみを浮かべて。

　彼女の方を見たのは、僕とアイネとカトラス、レティシアだけ。

　イリスはこっちに向かって歩いて来る。通りすがりに、小さな手からハンカチが落ちる。

　それを僕が拾い上げる。イリスは執事服姿の僕に会釈して、ハンカチを受け取る。




『送信者：イリス（宛先：お兄ちゃん）

　本文：その服。とてもお似合いでしょう。も、もちろん。いつもの姿も、お兄ちゃんはいつでもかっこいいですけど！』




『送信者：ナギ（宛先：イリス）

　本文：ありがと。イリスのドレスもかわいいよ。すごく』




　イリスはハンカチ越しに、僕の掌てのひらに指先を這はわせた。

　まわりからは、執事が巫み女このハンカチを拾い上げたようにしか見えなかったと思う。

　僕とイリスは手を繫つないだまま、クローディア姫の方を見た。

「…………あ、あ、ああああああ」

　クローディア姫は目を見開いて、イリスの方を見ていた。

　イリスはおだやかにほほえみ、クローディア姫にお辞儀をする。僕とアイネとカトラスは、イリスの隣で膝をつく。

「──そして『海竜ケルカトル』に続いて『天竜ブランシャルカ』の加護を得た港町イルガファが、とこしえに栄えんことを！　次期領主ロイエルドと共に祝し、私のあいさつとさせていただきます！　イルガファに『天竜の加護』を！」

　領主さんは挨拶をしめくくった。

「──ひっ」

　ぱりん。

　クローディア姫の手からグラスが落ち、砕けた。今の話はショックだったらしい。

　天竜と海竜、ふたつの噂を流したのは、クローディア姫の反応を見るためでもある。

　竜の加護を恐れて、もう手出ししてこないなら、それでいい。

　もし、そうじゃなかったら──僕たちも覚悟を決める。

「よろしければ、『慈愛の姫君』クローディア＝リーグナダル殿下からも一言お願いいたします！」

　領主さんが宣言し、出席者たちが一斉にクローディア姫の方を向き、膝ひざをつく。

「……ああ」

　クローディア姫はドレスの胸に手を当て、顔を上げた。

「海洋交易の拠点であるこの『港町イルガファ』は、この国の商業の要所であり、その後継者問題が解決したことは、王家にとっても慶事である」

　さすがは王家の第三王女だ。

　クローディア姫は大広間の人たちに向かって、高らかに声を張り上げた。

「されど、人の世の問題は人が解決すべきこと。竜の加護が間に合わないときは、どうか、王家を頼っていただきたい。そのために私はここにいる。王家を代表し、この町の人々を守るために」

「ありがとうございました。クローディア＝リーグナダル殿下」

　領主さんが、クローディア姫に向かって深々と頭を下げる。

　彼はちらりと僕と、イリスの方を見てから、咳せき払ばらいして──




「『石のガーゴイル』を操っていた、ラランベル＝エルンギア男だん爵しやく令れい嬢じようも、姫のお言葉を耳にすれば、考えを改めることでしょう。お心に背くようなことをするべきではなかった、とね」




　広間が、静まり返った。

　人々を見回しながら、領主さんは続ける。

「目的は未いまだに不明ですが、ラランベル男爵令嬢は『石のガーゴイル』を操っていたことを認めております。犠牲者が出なかったとはいえ、町を騒がせたことは罪。貴族の方をこのような形で捕らえることになってしまったこと、哀かなしく思います」

　領主さんはそう言って、ハンカチで目元を押さえた。

　広間がざわめきはじめる。




「貴族が……ガーゴイルを操って町を襲った？」

「おいおい。本当かよ」

「いや、でもイルガファ領主家は、男爵令嬢を捕らえているって」

「となると、実行犯だって証拠があるわけだよな。でなきゃ貴族を捕らえるなんてできないだろ。ラランベル男爵令嬢はクローディア姫とも親しかったんだから──」




　人々の視線が、クローディア姫に集まる。

「もうひとつご報告があります。ラランベル男爵令嬢と、その共犯がいた洋館には、魔法のアイテムである仮面が残されていました。それは竜の力により浄化され、今回の事件のすべてを語ってくれたのです！」

「──馬鹿な！」

　耐えられなくなったんだろう。

　領主さんの言葉に反論するかのように、クローディア姫が叫んだ。

　広間の視線が、彼女に集中する。

「……どうなさったのですかな。クローディア姫殿下」

「い、いや……すまない。なんでもないのだ……なんでも」

　あの反応を見ると、仮面を分析されるのは予想外だったみたいだな。

　もちろん、あの仮面はしっかり分析させてもらった。

　マジックアイテムなら『能力再構築スキル・ストラクチヤー』で分析も書き換えもできるんだ。

　あの仮面のスキルは──




『人格移植ＬＶ６』

『記憶と人格』を『他人』に『移し替える』スキル




『慈愛強要ＬＶ９』

『クローディア』に『慈愛』を『感じさせる』スキル




　危険なアイテムだってわかってた。だから、かぶったりしない。触れたりもしない。『魔力の糸』を結びつけて、分析と再構築をしただけだ。

　イリスに用意してもらった『速記ＬＶ１』はそのためだ。あれは『素早く』『羊皮紙』に『書き留める』スキルだった。それを利用して、仮面の中にあった記録を羊皮紙に書き写すスキルに書き換えたんだ。




『人格速記ＬＶ１』

『記憶と人格』を『羊皮紙』に『書き留める』スキル




　そして仮面は羊皮紙専用のプリンターになった。

　だから、僕たちはすべてを知っている。

　クローディア姫がしてきたことも。彼女が王家で成果を上げて、次期国王になろうとしてたことも。そのために貴族を利用してたことも、ラランベルに町を襲わせたことも、『ヴェール』以外の、『第８世代の勇者』の情報も。




「──ですが、『港町イルガファ』は海竜の治める地」

　領主さんの話は続いてる。

「復ふく讐しゆうは望んではおりません。実行犯は意識を失ったまま。ラランベル男爵令嬢も傷を負っております。相応の罰を受けていただくことになりましょうが、我々はただ……犯人が罪を悔い、二度と我らに敵対しないことを祈るだけです──」

　そう言って領主さんは、話を終えた。

　拍手が起こった。

『港町イルガファ』がガーゴイルに襲われた事件は、これで終わり。怪け我が人にんについては、領主家が手当して、壊された店も再建する。実行犯は捕らえたが、相応の罰を受けてもらうだけ。誰もが納得する、完かん璧ぺきな裁きだった。

　黒幕の存在を知っている僕たちと、クローディア姫を除いて。

「……あ、あ、あああ」

　クローディア姫は震えながら、人々の前に立っていた。

　ラランベル＝エルンギア男爵令嬢がクローディア姫の『ご学友』だということは、貴族なら知っている。その『ご学友』が町を襲ったんだからな。

　人々はみんな、冷めた目でクローディア姫を見てる。

「──私の知人が──この町に対して罪を犯したこと──心苦しく思う」

　クローディア姫は言った。

　僕もイリスも、アイネもカトラスも、じっとクローディア姫の次の言葉を待った。

　こっちはヴェール（クローディア姫の分身）と、彼女の記憶を保持した仮面を押さえている。向こうがこれからも同じことを続けるなら、すべての証拠を公開する。

　ここで『慈愛のクローディア姫』がどう出るか。

　それによって今後の僕たちの動きが決まる。

「……お兄ちゃん」「なぁくん」「あるじどの……」「……ナギさん」

　僕たちは息を詰めて、クローディア姫の答えを待った。

　長く感じられる時間──たぶん、１分にも満たない間だったと思うけど──が過ぎて。

「──の、のちほど、クローディア＝リーグナダルの名で、公式にお詫わびにうかがう。その上で港町イルガファの長き繁栄を願い──その祈りを込めた品々を、お渡しいたそう。認めよう……いや、認めます。友であるラランベル＝エルンギアのしたことは、すべて私の罪であることを──その上で、海竜と、天竜の慈悲を──どうか──」

　たぶん、それは敗北宣言だったんだと思う。

『慈愛のクローディア姫』は床に膝をつき、祈るように両手を組み合わせた。

「……申し訳ない。長旅で疲れたようだ。本日はこれで失礼する。いずれ、改めて挨拶を」

　そう言ってクローディア姫は一礼。

　護衛の少女たちを引き連れ、大広間から出て行った。

　扉が閉じ、姿が見えなくなった瞬間、大広間にため息が満ちた。

「王家は……本当に頼りになるのか？」「身近な貴族が暴れていることにさえ気づかないなんて」「やっぱりこの町を守ってくれるのは、竜なのかもしれない──」

　出席者のひとたちは、口々につぶやいてる。

「「「「……はぁ」」」」

　僕とイリス、アイネ、ラフィリア、レティシアはため息をついた。




『送信者：ナギ（宛あて先さき：イリス）

　本文：「港町イルガファの長き繁栄を」「ラランベル＝エルンギアのしたことは、すべて私の罪」「海竜と、天竜の慈悲を」。これが、慈愛のクローディア姫の公式発言か。どう思う？　イリス』




『送信者：イリス（宛先：お兄ちゃん）

　本文：証拠と証人をこちらが握っている状態で、あんな発言をするということは「黙っていてください。全面降伏します」でしょうね』




『送信者：ナギ（宛先：イリス）

　本文：だといいけどね。とりあえずは「祈りを込めた品々」を確認してからかな』




『送信者：イリス（宛先：お兄ちゃん）

　本文：承知いたしました。では、またあとで』




　くすりと笑って、イリスとラフィリアは僕から離れていった。

　それに合わせて、僕とアイネ、カトラスは通用口から外に出た。レティシアに手を振り、近くの空き部屋に移動する。そこは外に面した物置だった。レースのカーテンが引かれた大きな窓から、月の光が差し込んでる。

「クローディア姫の顔は見られた？　カトラス」

「お茶を持ってきたから、飲むといいの。落ち着くの」

「ありがとうであります。あるじどの。アイネどの」

　カトラスはすっきりした顔で、僕とアイネを見てた。

「ボクは平気であります。それに『慈愛のクローディア姫』も、たいしたことなかったでありますな。ちょっとつついただけで、がたがた震えていたでありますから」

　そう言ってカトラスは、アイネの手を握った。

「ほんと、無理してクローディア姫の顔を見ることなんかなかったのであります。ボクの家族はパーティのみんなで、ボクのお姉ちゃんは、アイネどのでありますから」

「なんていい子なの！　カトラスちゃん」

　アイネはカトラスを抱きしめた。カトラスは照れながら、されるままになってる。

「さてさて、これからはボクのお役目でありますな」

　そう言ってカトラスは、物置の隅に置かれた箱を開けた。

　入っていたのは黒い、金属製のもの。カトラス専用アーティファクト『バルァルの胸当て』だ。

「フィーンも『王家の第３王女』を見たがってたでありますからな。次はあの子の番でありますよ」

　そう言ってカトラスは『バルァルの胸当て』に手を乗せて、目を閉じた。








第12話「チート嫁たちのないしょパーティと、親友のご指導」






　──その頃、クローディア姫は──




「……宿に戻ったらすぐに文を書きます」

　馬車に乗り込みながら、クローディア姫は告げた。

「私、クローディア＝リーグナダルは港町イルガファと永久の交友を結ぶ、と。その文を読めば、向こうの誰かが、こちらの意図を察することでしょう。その後、面会の日程を決めます。友好の『契約』を交わします。見舞金も付けましょう。王都から持って来た貴金属類がありましたね。それから──」

「姫殿下」

「なにか？」

「突然のこの町への厚遇。解せませぬ」

「……決して敵かなわぬ、強大な存在がいることを知ればこうもなりましょう」

　クローディア姫は側近の護衛に向かって、言った。

「恐れを知らぬのが王ならば、私はその器ではなかったということです」

「殿下!?」

「私には無理だったのです。王位継承権の最上位をめざすと……あんな恐ろしい相手と敵対することになるのなら……私はもう……競争から降りる──もう、敵対しない」

　クローディア姫は頭を抱えた。

「こわいこわいこわい天竜こわい。海竜の町こわい。こわいこわいこわい──ひっ」

　ふと顔を上げたクローディア姫が、小さな悲鳴を上げた。

「どうなさいました、殿下!?」

「今……あの木の上に人が……？」

　クローディアが指さす先に、護衛たちが顔を向ける。

　そこにあったのは、領主家の庭に生えている大きな樹きだった。枝は細く、人の体重を支えられるようには見えない。なのに一瞬、少女の影が見えたような気がして、護衛たちは剣に手を伸ばす。

　だが、なにも起こらなかった。

　人影は溶けるように消え去り、あとは夜風が枝を揺らすだけ。

「灰色の髪……いえ、そんな者はどこにでも…………」

　ふと、幼いころ王宮にいた侍女の面影を感じたような気がして、クローディア姫は首をかしげる。

　彼女はそれを振り切るように、馬車に乗り込んだ。

「よくお聞きなさい。『私たちはこの町に来た。けれど、なにも起こらなかった』──皆に徹底しておくように。この町で起きたことは、王都に戻っても、誰にも言ってはなりません……」

　最後にそう言い残し、クローディア姫は馬車を発車させた。

　もう二度と、振り返ることはなかった。










「行ってしまいましたね」

　領主家の屋敷。

　その屋根の上で、フィーンはぼんやりとつぶやいた。

「あたくしが聞き取れたのはこんな感じですけれど、リタどのはどうでした？」

「獣人の聴覚をなめないこと。お姫様のセリフは、ぜーんぶわかっちゃったもん」

「もう敵対する気はなさそうですね」

　屋根の上に隠れていたリタとセシルは、フィーンの言葉にうなずいた。

　彼女たちのご主人様は、最後まで警戒を解かなかった。

　クローディア姫が敵対行動に出たときのために、セシルとリタを待機させていたのだ。セシルの手には魔族の秘宝『真・聖せい杖じようノイエルート』がある。これに古代語魔法が加われば、姫君と護衛を無力化するのはたやすい。

「『敵対しない』って言ってましたからね。あとは……」

「あの姫君が送ってくる文書の内容次第ね。フィーンちゃんはどう思う？」

「小物ですね。あの姫君は」

　フィーンは遠い目をしていた。

　小さくなる馬車を目で追って、それから、「あーあ」と肩をすくめる。

「王家の権威が通じるところでは『慈じ愛あいの姫君』にも『残酷なるヴェール』にもなれるけど、その力が通じない相手には全面降伏。それだけの、つまらない人です。まったく……あたくしの母は、どうしてあんなものの仲間になりたかったんでしょうね？」

「……フィーンさん」

「そんな顔しないでください、セシルどの。あたくしは今の自分に、満足しているのですから」

　フィーンはそう言って、ぽん、と手を叩たたいた。

「それにセシルどのもリタどのも、これからお楽しみが待っているのでしょう？」

「え？」「そうなんですか？」

「おっと、これは秘密でしたねー」

　フィーンは慌てて口を押さえた。

「昨日、カトラスとあたくしが分離行動実験したとき、うっかり聞いてしまったんでした。なしなし。今のは無しで」

「……フィーンさん」

「……そこまで言って、ないしょはずるいと思うもん」

　セシルとリタはジト目で、フィーンに詰め寄る。

　フィーンは冷や汗をかきながら、

「と、とにかく、あるじどのと合流しましょう！　すべては『おひろめパーティ』が終わってからですわ。ねっねっ」










　物置から出たあと、僕とアイネ、カトラスはいったん、屋敷に戻った。

　１時間くらい経たって、イリスから『意識共有マインドリンケージ・改』のメッセージが来た。クローディア姫から、領主家宛あてに書状と荷物が届いた、って。荷物の方は木箱に入った貴金属類と金貨。災害に遭った港町への見舞金ってことらしい。

　書状の方は、クローディア姫の『イルガファ領主家に敵対しない』という誓約書。

　文書は、クローディア姫がラランベルに命じて、町に魔物を放ったことを認めるものだった。

　それを踏まえた上で、今後、協力関係を保ちたいこと。もしも港町イルガファに敵対するものがあれば、前もって情報をお伝えすることを『契約』したい、と書いてあった。

『慈愛のクローディア姫』の直筆のサインとともに、紋章が押された状態で。




『送信者：イリス（宛先：お兄ちゃん）

　本文：よっぽどこりたんですね……慈愛の姫君は』




　これでクローディア姫の件は片付いた。

　あとひとつ、調査を済ませたら、あとはのんびりできるな。

「アイネ、カトラスも。まだ着替えなくていいよ」

　僕は２人をリビングの椅子に座らせて、言った。

「ちょっと休憩して、そしたら領主家に戻ろう」

「領主家に、でありますか？」

「うん。セシルとリタにも、イリスと合流するようにメッセージを送ったから」

　言いながら僕は、執事服のネクタイを締め直した。

　借り物の正装は気を遣うけど、もうちょっとだけこのままでいないと。

「なぁくん」

「なにかな、アイネ」

「イリスちゃんと、なにを企たくらんでるの？」

「……タクランデナイヨー」

「なぁくんは堅苦しいのが嫌い。帰ったらまっさきにネクタイを外すはずなのに、逆にきちんとしてるの。奴ど隷れいをすぐに休ませたがるのに、アイネたちに着替えないようにって言ったの。セシルちゃんとリタさんも待機させてるの。アイネの『お姉ちゃんサーチ』に引っかかるの」

　アイネは椅子の横に膝ひざをついて、じーっとこっちを見てる。

　さすがパーティのお姉ちゃん。するどい。

「推理そのいち『それはなぁくんがしたいこと』。そのに『それはみんなにとってもいいこと』。そのさん『それは領主家で行われること』──さてさて、ご主人様、答え合わせは？」

　にこにこ。にこにこ。

　アイネはすっごくうれしそうな顔してる。

「ふむふむ。フィーンが『わかった』って言ってるでありますよ？」

「言ってみてなの。カトラスちゃん」

「あるじどのが領主家の広間を借り切って、奴隷全員と『めいどぷれい』をしたくなったと──」

「それなの！」

「それじゃない」

　というかカトラス、意味わかって言ってないよね。真顔だし。

「僕も……たまには散財したくなっただけだよ」

　照れくさかったから、なんとなく２人から目をそらして、言った。

「『おひろめパーティ』の料理は余分に作るって話だからね。イリスにお願いして、僕たちの分も手配してもらったんだ。料金はちゃんと払ったよ。余り物だから、格安だったけど」










　そんなわけで、１時間後。

　僕たちは再び、領主家の屋敷にやってきていた。

「みなさま、ようこそいらっしゃいました。イリスのお部屋へ！」

　ドアを開けると、両腕を広げたイリスが僕たちを待っていた。

　ここは、イルガファ領主家の屋敷の、イリスの部屋。かなり広い。学校の教室くらいの広さはあるだろう。右手の壁には扉があって、隣の寝室に続いている。ドアの隙間から、散らばった本や書類が見えた。こっちの部屋のものをすべて片付けて、寝室に放り込んだらしい。

「皆さまのために、お兄ちゃんがパーティを企画してくださいました！」

「厨ちゆう房ぼうからがんばって運んだですよぅ！」

　イリスとラフィリアの言葉に、みんなが歓声を上げる。

　壁際には大きな机があって、その上に料理が並んでいる。港町風パスタに、仔こ牛うしの肉をあぶったもの。全部『次期領主おひろめパーティ』に出ている料理の余り物だ。

　交易で栄えるイルガファ領主家にとって、パーティの料理が不足するのは恥ずべき事。

　というわけで、いつも余りすぎるほど余ってて、領主家勤めの人たちのまかないにしても処理しきれなくなってる。

　だから、僕が領主さんにお願いして、格安で分けてもらったんだ。

「実はずっと、社員旅行の打ち上げパーティがしたかったんだ」

　僕はみんなを見回して、言った。

「それに、僕たちがさらわれたことで、みんなに心配かけたし、厄落としみたいな意味もあるんだ──って、あれ？」

「むー、ナギさま。ずるいです」

　セシルは僕を見て、ほっぺたを膨らませてる。

「こ、ここまでしていただいたら、わたし……お返しできるものが……その」

「う、うれしいけど……ご主人様に気を遣わせるのは……奴隷として……」

　リタは真っ赤になって、獣耳をぱたぱたさせてる。

　アイネは料理をひとつひとつ眺めながら「なるほど……ヒロロ魚とニルルルネギをソースで和えるって発想はなかったの」って、メモを取ってる。

「こんなときに仕事はやめようよ、お姉ちゃん」

「アイネがこんなものを見てしまったら、みなさんに作ってあげることしか考えませんわよ」

　レティシアは楽しそうに笑ってる。彼女はまだドレス姿だ。

　大広間からは音楽が聞こえる。おひろめパーティはまだ続いてる。今ごろ、貴族同士のダンスが始まってるころだ。ＢＧＭにちょうどいい。

「──って、カトラスはどうして扉の前に立ってるの？」

「ボクの仕事はみなさんをお守りすることであります！」

「来ないから！　というか、イリスの部屋まで敵が来たら、この町はもう陥落してるから！」

　まったく、みんな働き者すぎるよ。

　……しょうがないな。これは食事が終わってからにしようと思ってたけど──

「イリス、ラフィリア。例のものを」

「はい！　お兄ちゃん！」「承知いたしましたですぅ！」

　僕の合図で、イリスが寝室に通じるドアを開いた。

　床の方に本や書類をばらまいておいたのはカムフラージュ。

　寝室には色とりどりのドレスが並んでいた。

「「「「────え」」」」

　セシル、リタ、アイネ、カトラスが声を上げた。

　これも、イリスにお願いして、手配していたもののひとつだ。

　パーティといえば正装。『この世界の女の子の正装は？』って、イリスに聞いたら、人数分のドレスを借りてきてくれたんだ。

　ご主人様はパーティメンバーに仕事を忘れさせるためには、手段を選ばない。

　ドレスを着てお姫様気分になれば、仕事ぬきでパーティを楽しめるはず。本当は、ドレスを汚さないように、食後のお楽しみにしたかったんだけどね。しょうがない。僕がみんなに食べさせることで、そこはなんとかしよう。

「はい。みなさまご注目ください」

　イリスとラフィリアが寝室の前に立ち、みんなに呼びかける。

　そうそう。これでいい。

　あとはみんなを着替えさせて、着飾ったみんなが、ゆっくりと食事を楽しんでくれたら──

「ただいまより『お兄ちゃん主催によるダンスパーティ』を開始いたします。はじめに着替えを終えた方より、お兄ちゃんと踊る権利が与えられます！」

「「「「はいはいはいはいはいっ!!」」」」

　ちょっと待って、それ聞いてない。

　──って問い直す暇もなく、セシルとリタとカトラスは寝室に飛び込んでいった。

　アイネは僕の方を見て、少し考えてから、やっぱりみんなの後に続いた。そのあと、着替えを手伝うためにイリスとラフィリアが寝室に入り──

　部屋に残ったのは、僕とレティシアだけだった。

「……どうしよう」

「観念なさい。ナギさん」

　レティシアはお腹なかを抱えて笑ってる。

　ツボに入ったのか、涙を流して、声を抑えるのも忘れて。

「賢いナギさんでも、みなさんの想おもいの強さを見誤ることもあるのですわ。パーティの雰囲気と、別室でダンスパーティが行われていることを考えれば、こうなるのは想像できたでしょうに」

「いや、でも踊り方なんか知らないし」

「あら、そうですの？」

「異世界出身の元学生兼アルバイターになにを期待してるんだよ」

「そういうことでしたら……ふむふむ」

　レティシアは首をかしげて、それから、自分が着てるドレスを見て──

「……わたくしが教えてさしあげても、よろしくてよ」

　なぜかほっぺたを押さえて、そう言った。

「すぐにできそうなのってあるの？」

「超初心者用のステップがありますわ」

　……なるほど。それなら、いいかな。

「わかった。じゃあ、教えてくれる？」

「いいですわよ」

　レティシアが手を差し出した。

　僕はそれに自分の手を重ねた。

「失格ですわ」

「いきなり？」

「まずは膝ひざをついて、女性の手を捧ささげ持もつのが正式です。そして『美しい方、私と踊っていただけますか』と尋ねるのですわよ」

「『美しい方、僕と踊っていただけますか』」

「親友わたくしをくどいてどうするつもりですの!?」

「『僕と踊ってください。レティア』」

「そこで幼名を出すのは反則ですわ!?」

「じゃあ、えっと」

　僕は咳せき払ばらいしてから、レティシアの前で膝をつく。

「親友として僕をご指導ください。レティシア」

「お、おまけして合格といたしましょう」

　赤くならないでレティシア。こっちだって恥ずかしいんだから。

　僕とレティシアは手を取り合い、立ち上がる。

　窓の外から聞こえる曲が、ゆっくりしたものに代わる。それに合わせてレティシアが、僕の手を引っ張る。短い言葉で教えてくれる。次は右脚。左脚。半歩前へ。後ろ、って。ぎこちない僕の動きに合わせて、ゆっくりとした指導。さすが。

「やれやれですわ、ナギさん」

「どしたのレティシア」

「わたくし、さきほど正式に『ご学友』の依頼を断ってしまいましたの。王女様の依頼を蹴けるなんて、このレティシア＝ミルフェ、もう社交界で人の上に立つのは無理ですわね」

「ごめんな。僕のせいだ」

「まったくですわ」

　レティシアは、いーっ、って歯を見せて、笑った。

「でも、わたくしは社交界で名を上げるより、みなさんのお友だちでいたいのです。ここには親友も、尊敬できる姫君もいますもの」

　僕たちは音楽に合わせて揺れて、回る。

　レティシアは青い髪を揺らしながら、真面目な顔で、

「ナギさまが王女様の陰謀をあばいたりするから、わたくしに王家の裏面を見せたりするから──わたくしは正しい貴族とは違う視点を持ってしまったのですわ。今さら、正しい貴族なんかになれるものですか、まったく」

「僕はレティシアこそ、正しい貴族だと思ってるけど？」

「そういうこと言うんですもの。ほーんと、困った人」

　レティシアは僕の手に触れたまま、くるり、と身体からだをひねる。

　ドレスのスカートを翻して１回転。そのまま、僕の肩に顎あごを乗せる。

「責任を取ってくださいな」

「責任？」

「これから貴族兼冒険者になるわたくしの、留まり木になってください」

　レティシアは僕の耳元でささやいた。

「わたくしはあなたの奴隷にはなりませんけれど、パーティの仲間ではあるのですわ。帰りたい家は、あなたのおうちで──血の繫つながらない家族──いえ、仲間がいるところなのです。あなたのいる場所は、わたくしのやすらぐ場所。そういう場所になってくださいな」

「おっけー」

「軽いですわっ」

「今さらだよ。レティア」

　メテカルで出会ってからずっと、僕はレティシアに助けられてる。

　この世界での住すみ処かをくれたのもレティシアで、王家の陰謀に気づかせてくれたのもレティシアだ。

　だったら、彼女が戻ってくる場所くらい、僕が確保しておかないと。

「僕の居場所は、この世界での家族がいるところだよ。そこにはもちろんレティシアも入ってる。僕はこの世界で生きて、この世界の仲間たちと暮らしていく。だから、レティシアもそれにつきあってもらう」

「ふーんだ、ですわ。あなたはいつも、想像以上の答えをくださるんですから」

「対等の親友だからね」

「そういうところが……もう。はい、曲が終わりますわ。最後にパートナーの腰を支えて、そう。手は後ろにわたくしの手を──って、肘ひじが胸に触れるとか、そういうことは考えなくていいですわ。親友に触れられたってなにも感じな──あれれ？」







「「「「「「じ────────っ」」」」」」







　視線を感じて、僕とレティシアは振り返る。

　寝室との間を遮る、薄いカーテン。

　その隙間から、セシル、リタ、アイネ、イリス、ラフィリア、カトラスがのぞいてた。

「……ち、違うんですのよ。これは指導……そう、ナギさんを指導してただけですの！」

「あ、そうだったんですか」

　みんなを代表したみたいに、セシルが口を開いた。

「レティシアさま、すっごく楽しそうだったから……わたし、ちょっとどきどきしちゃいました」

「あなたのご主人様を取ったりしませんわよ。もう」

　レティシアは手を伸ばして、セシルのおでこを、つん、と突っついた。

「それで、次は誰がナギさんと踊りますの!?」

「はい！　着替えが一番早かったのは、わたしです！」

　セシルが、しゅた、と手を挙げた。

　レティシアはセシルの肩を抱いて、僕の方へ。セシルの背中を、とん、と押して、笑う。

「さぁ、次の曲が始まりますわ。みなさんも踊りましょう」

　大広間のダンスパーティはまだ続いているんだろう。

　廊下から、次の曲が聞こえてくる。
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　僕はセシルの腰に手を当てて、細い身体を引き寄せる。

　セシルは銀色の髪を揺らし、僕の顔を見上げて、うっとりした顔をしている。純白のドレスは、セシルの褐色の肌にすごく似合ってる。いつもと違う姿に、なんだか、不思議な気分になる。

「なんだか、不思議な気分です」

　セシルは僕が思ってるのと同じ言葉をつぶやいた。

「こんな立派な服を着たのも、ダンスをするのも、はじめてですから」

「そっか」

　見ると、レティシアはアイネと、リタはラフィリアと、イリスはカトラスとペアになってる。

　僕はさっき教わった通りに、ゆっくりと踊り始める。

　といっても、できるのは簡単な脚の動きだけ。ステップとも言えない繰り返しだ。

「……えへへ」

　それでもうれしいのか、セシルは満面の笑顔だった。

　大きく胸元の開いたドレス。触れた身体はいつもより細くて、きゃしゃで──うかつに触れたら、こわれそうな気がした。

　……なんだか、どきどきする。

　おかしいな。セシルがそばにいるのは、いつもと同じなのに。




　こうして、パーティの夜は更けていき──

　大広間で流れる音楽が終わるまで、僕たちはゆっくりと踊り続けたのだった。








第13話「元の世界への、ほんの小さな帰り道」






　翌日。

　僕とセシル、リタ、アイネは、とあるダンジョンに向かって出発した。

　場所は港町イルガファと、商業都市メテカルの中間地点。

『仮面』から引き出した情報を調べたら、そこに『転移魔法陣』の転移先があることがわかったからだ。そこは『白いギルド』が使っている倉庫で、貴族に与えていたマジックアイテムがすべて収められているそうだ。

『仮面』は、そこにあるアイテムのリストもはき出してくれた。

『宝石』『スキルクリスタル』『魔法のアイテム』──そして『異世界への門を開くスクロール』。

　僕たちが前に手に入れたスクロールの、残り半分だ。

「でもって『ヴェール』は、近くに『第８世代の勇者』がいるって言ってたんだ」

「どんな方なんでしょうね？」

　僕の隣を歩きながら、セシルが言った。

「スキル汚染スキルの使い手だね。『ヴェール』は『掃除屋』って呼んでたよ」

「なんだか、怖い名前ですね……」

「あんまりいい意味の言葉じゃないの」

「どんな人なのかな……ナギは予想してるの？」

　アイネとリタの表情も固いな。やっぱり怖いよな。『スキル汚染スキル』の持ち主なんだから。

　僕はその相手が誰なのか、なんとなくわかるんだけど。

「『仮面』に少しだけ、情報があったよ。若い女性で、気が強くて──この世界に、数週間前に召喚された人、だって」

「……数週間前……それって」

「ナギと一緒に召喚された人かもしれないってこと？」

　セシルとリタの問いに、僕はうなずいた。

　一緒に召喚された人たちの中で、僕が覚えてるのは２人だけ。

　仲間意識が強くて、使命感に燃えてて、この世界の人を出し抜く野望まで持ってた。

　あの２人なら、『スキル汚染スキル』を、喜んで受け入れそうな気がするんだ。

「もしもダンジョンに、僕が知ってる奴がいたら……合図をするまで手を出さないで欲しい」

　僕は言った。

「話をしてみるよ。『異世界への門を開くスクロール』で元の世界に戻してあげられることを伝えれば、戦わずに済むかもしれない」

「わかったの。でもね、なぁくん」

　アイネは『はがねのモップ』を握りしめて、僕を見た。

「なぁくんが危ないって思ったら、手を出しちゃうの。ご主人様を守るのは、奴ど隷れいのつとめだから、どんなに罰を受けるとしても、助けるからね？」

　そう言って、真剣な顔でうなずくアイネ。セシルとリタも、同じ表情をしてる。

「その時はお願いするよ」

　それから僕たちは、作戦を再確認した。

　ダンジョンに近づいたら、リタの『気配察知』で様子をうかがう。敵が大勢なら、諦あきらめて帰る。なんとかなりそうだったら、無力化してさっさと調査する。

「そこにいる魔神さんには『スキル汚染スキル』の氷が取とり憑ついたんですよね？」

「うん。もしかしたら無力化できてるかもしれない」

「送り込んだアシッドスライムさんも、大暴れしてるんですよね？」

　馬に乗ったまま、僕とセシルは視線を交わした。

「なぁレギィ。お前が話したとき、アシッドスライムってどんな感じだった？」

『無茶苦茶怒っておったぞ』

　僕の背中で、魔剣状態のレギィが答えた。

『あやつらは強酸のスライムじゃからな。本気で暴れたら、ひどいことになるじゃろうなぁ』

「あんなふうに？」

　不意に、リタが木々の向こうを指さした。

　道の先に、洞どう窟くつの入り口があった。その前に人影が見えたから、僕たちは慌てて木陰に移動する。

　ダンジョンの入り口に、角の生えた魔神がうずくまっていた。

　刃やいばみたいな爪が生えた手があり、片方の腕は強酸で溶けてる。

　間違いない。あいつは『ヴェール』が呼び出した『魔神』だ。

「……調整完了。ああ、でもセットしたスキルは壊れちゃってるか。魔力を注げば動くけど、こいつはもうただのゴーレムね。ったく、誰がこんなことを……」

　その魔神の膝ひざに座って、黒髪の少女が作業をしていた。

　こっちには背中を向けている。魔神の胸を開いて、光る結晶体を押し込んでる。

　声に覚えがあった。髪型にも。

　黒髪──ポニーテール。きつい口調。

　彼女のことを、僕は知っている。ほんの数週間前に会ったばかりだ。

　僕はこの世界に召喚されてすぐに、王宮を追い出された。その時に僕を呼び止めて、王様に謝るように言った２人がいた。彼らは僕に「いざとなったらこの世界の軍隊を制圧する」と言って、協力を求めてきた。もちろん僕は断って、立ち去った。

　その２人の名前は覚えてる。男の方は生徒会長のヤマゾエ。もうひとりは確か──

「……タキモト」

　本当は『ヴェール』の話を聞いたとき、予想はしてた。

　タキモトが『第８世代の勇者』で『掃除屋』だってことは。なんとなく、だけど。

「──誰かいるの!?」

　少女が振り返って、叫んだ。

「私は組織より賜った偉大なる仕事中。それをのぞき見するとは無礼であろう！」

　あの人、この世界ではこんな口調でしゃべってるのか。

　……疲れないのかなぁ。

「姿を見せないのであれば出てくるようにする。『不可視の腕』！」

　ぶおん、と、地面がえぐれた。

　彼女と、僕が隠れている木陰の間。その地面に──大穴が空いた。まるで、誰かが見えない腕で、地面をえぐったみたいだった。

　なるほど。これが彼女のチートスキルか。

「……セシルとリタとアイネは、ここにいて」

　僕はゆっくりと立ち上がる。

「こんなところで会うとは思わなかった」

　僕は両手を挙げて、木陰から出た。両手を挙げて。

　彼女がタキモトなら、これが『攻撃しない』って意思表示だってわかるはずだ。

「あんたは……ああ。あのときの」

　タキモトは僕を見て、ぽかん、と口を開けた。

　それから、唇をゆがめて笑いはじめる。

「そっか、あんた、こんなところをさまよってたんだ。そうよね。せっかく王さまに雇ってもらえるチャンスを無にしたんだから。私たちの仲間になることも拒否したんだから！　不幸になってなきゃおかしいわよね!!」

「……はぁ」

「それで、あんたは今なにしてるの？　冒険者？　それとも、誰にも雇ってもらえずにさまよってるの？　わかった。村人の下働きでしょ？　それとも奴隷？　みじめねーっ!!」

「そうでもないよ」

　なんだろう。この感覚。

　元の世界で仕事を辞めるときに言われたセリフを思い出す。誰にも雇ってもらえずに、みじめな生活を送ることになるよ、って。

「どーしよっかな。これを見た奴は消すことになってるんだけど。あんたをこれ以上みじめにするのも気の毒よね。どう？　私の奴隷にならない？」

　タキモトは僕に向かって手を差し出した。

「元の世界から来た連中、みんなバラバラになっちゃったからね。あんたみたいのが側そばにいれば、楽しめると思うの。使ってあげる。あんたにも使い道くらいあるでしょ」

「……呼び出された人は魔王対策のために、辺境に転移してるはずじゃなかったのか？」

「あんた、なにも知らないのね。ここは王都？」

「違う」

「国の中心は王都よ。王都じゃなければ辺境でしょ？　そして、私は勇者。勇者は辺境で魔王対策をしてる。これも魔王対策の一環。ほら、なにもおかしくないじゃない」

「これが魔王対策？」

「そうよ。私たちが、選ばれた人たちを助けて、魔王に立ち向かえるようにするためのもの」

「選ばれた人って、貴族か」

　僕は言った。

「タキモトは、貴族がなにをしてるのか知ってるのか？」

「世界の平和のために動いてるに決まってるじゃない」

　タキモトは鼻で笑った。

「ちょっとやりすぎるところはあるけど、それは世界の平和のため。つらくても、ここを通り過ぎれば楽になれるの。それがわからないのは凡人なのよねー」

「そっか」

「で、質問の答えを聞いてないんだけど」

「あんたの奴隷にはならないよ。タキモト」

「ふーん。そうなんだ」

　タキモトはつまらなそうに地面を蹴け飛とばした。

「元の世界にも戻れず、住むところもなく、ひとりぼっちで生きるわけだ」

「元の世界に戻る気はない。住むところはある。ひとりぼっちじゃない。少なくとも、元の世界にいたときよりも、ずっといい」

　僕はタキモトの視線を正面から受け止めた。

　彼女がたじろぐ。僕は続ける。

「むりやり召喚されたけど、思ったより不幸じゃなかった。別になにも困ってない。元の世界にいたときよりも幸せだよ」

　僕は革袋から、小さな巻物を取り出した。『異世界への門を開くスクロール』だ。

「聞いてくれ。僕は『異世界への門を開くスクロール』の半分を手に入れた」

　タキモトにもわかるように、それを広げてみせる。

「もう半分は、このダンジョンの中にある。ふたつを合わせれば、僕たちがいた世界への門を開ける。元の世界に帰れるんだ」

「…………え」

　タキモトが目を見開いて、僕を見た。

「これが本物かどうかは、スクロールを起動してみればわかるだろ？　タキモトが望むなら、元の世界に戻してあげられる。この世界に居続けたいならそれでもいいよ。でも、帰るって選択肢があれば、王様に従う必要だってなくなる。『掃除屋』を続ける必要もなくなるんだ」

「……なによ、それ」

　タキモトが眉まゆをつり上げる。

　同時に、彼女の背後で魔神が立ち上がる。大きい。身長４メートルはあるだろう。片方の肩と腕と胸が酸で溶けているけれど、それ以外は無傷だ。胸には巨大な魔力の結晶体。あれが動力源なのか。

「信じられないかもしれない。けど、証明はできる。僕が手に入れたこれは──」

「そういうことじゃない！」

　──え？

　タキモトの後ろで魔神が吠ほえてる。タキモトは、怒ってる？

「そりゃ僕のことが信じられないのはわかるけど──」

「そういうことじゃない！　なんで、あんたがそんな成果を上げてるの!?」

　タキモトは叫んだ。

「私たちは王様とギルドに従うことを選んだ！　なのに、そんなものの存在さえ聞かされていない。なのに、どうしてあんたにそんなことができるの!?　辞めたあんたが不幸じゃないなんてありえないのに！」

　彼女の近くに生えていた木が、折れた。

　まるで大きな手で、幹を握りつぶされたようだった。

「王さまに従った私が間違ってたっていうわけ!?」

「誰もそんなこと言ってないだろ！」

「うっさい！　私のやり方を否定するなっ!!」

　タキモトが叫んだ。

　同時に、リタから『意識共有マインドリンケージ・改』のメッセージが届く。獣人の聴覚がとらえた、空気が裂ける音。方角はこっち。

「レギィ!!」

『おおっ！』

「『遅延闘技デイレイアーツＬＶ２』!!」

　ぶん。

　巨大化した黒い刃やいばが、見えない腕と激突した。

　剣が起こした風が、周囲の砂と塵ちりを巻き上げる。それがタキモトの『見えない腕』を浮かび上がらせた。彼女の腕は２本。それぞれが、巨人のように太く、長い。そのうち１本が、レギィの黒い刃を受け止めてる。

『なめるでないわ────っ!!』

　でも、レギィは数百年の時を経た魔法剣。

　加えて空振り20回分の威力なら、いくら相手がチートスキルでも──




　ぱきん。




　タキモトの見えない腕が、砕ける音がした。

　魔剣レギィの刀身が、中央で折れた。

「ごめん、レギィ」

『ひ、久しぶりにやられたか……これは』

「あとで背中を流してあげるから、もうちょっとがんばって」

『やる気出た!!　まだ戦えるわい!!』

　さすがレギィ。

「あんたは殺す」

　ダンジョンの入り口で、タキモトが叫んだ。

　もう、話し合いの余地はなさそうだ。

　一緒に転移してきた知り合いなら、話が通じると思ったんだけどな。しょうがないか。




『送信者：ナギ（宛あて先さき：リタ）

　本文：ごめん。説得に失敗した。彼女を止める。手伝って』




『送信者：リタ（宛先：ナギ）

　本文：（リタ・セシル・アイネ合同返信）了解です、ご主人様!!』




「私のご主人様に、手を出すなああああああっ!!」

　リタが『見えない腕』を蹴けり飛ばした。

　彼女は獣耳を、ぴん、と立てて、目を閉じてる。

「見えないなら気配で察するだけだもん。必殺！　『結界破壊ＬＶ１』!!」

　ぶん。

　リタの拳こぶしが『見えない腕』を叩たたいた。

　ぱりん。

　また、『見えない腕』が砕ける音がした。

「────え？」

　タキモトが驚く。

『ふっ。さっき斬ったときに正体は見抜いたわ。その腕は動く結界であろう!?』

　僕の腕の中で、魔剣状態のレギィが叫んだ。

　あの『見えない腕』は動く結界。あるいは、腕の形をした閉鎖空間。

　リタの『結界破壊』なら、一撃で無効化できる。

「な、な、なにをしてるの！　皆殺しにしなさい！　『魔神ゴーレム』!!」

『オオオオオオ!!』『オオオオオ!!』『オオオオオ!!』

　え。噓うそ。１体じゃなかったのか。

　ダンジョンの中から、さらに２体の『魔神』が現れる。最初のとは違って、無傷の奴だ。しかも口の中が意味深に光ってる。飛び道具とか使うのか、こいつ。

「悪いシロ。頼む」

『おまかせだよー。「しーるどっ」』

　どん。

　魔神たちが吐き出した謎光線を、シロが生み出した盾がはじいた。

「わたしの詠唱も完了しています！　発動『古代語魔法　堕だ力りよくの矢』！」

　巨大な黒い矢が『魔神ゴーレム』の胸を貫いた。

　ゴーレムの目から光が消え、そのまま、ずずん、と崩れ落ちる。

　セシルの古代語魔法はまだ終わらない。矢は２匹目のゴーレムの胸を貫き、さらに３体目も無力化する。

「…………え」

「終わりだよ。タキモト」

　呆ぼう然ぜんとするタキモトに、僕は言った。

「僕は別にあんたと敵対したいわけじゃない。ただ、教えて欲しい。貴族を裏で操ってる『白いギルド』について。あんたもそれに所属してるんだろ？」

「あ……ああ」

「僕はこの世界で、のんびり平和に生きていたいだけなんだ。そっちがなにもしなければ、別になにかするつもりはない。だから、情報だけくれないかな」

「は、はははははははっ！」

　いきなりだった。

　タキモトは、喉のどをそらして笑い始めた。

「そっか、あんたは『白いギルド』が、冒険者ギルドみたいな組織だと思ってるんだ」

「違うのか？」

「違うよ。『白いギルド』のギルドマスター、あれは、神様よ」

「かみさま……」

「『契約の神』でも『慈じ愛あいの女神』でもない、王家とそれに従う者にだけ見える神様。大昔に亡くなって、精神体となって今でも私たちを守ってくれる──竜の」

「待った。それはおかしい」

　僕は手を上げて、タキモトの言葉を止めた。

「僕はある場所で、古いレリーフを見つけた。そこには王家の者が、古い竜を殺すところが描かれていた。あれが本物で、タキモトが言うことが正しいなら、古い竜は自分を殺したものに加護を与えてることになる」

　僕は右腕につけた『天竜シロの腕輪』をなでた。

『天竜ブランシャルカ』だって、死後も拘束されて、怒ってた。その怒りが、魔物をバーサークさせるくらい。優しい天竜だってそうだったんだ。

　王家に殺された竜が、王家を守るなんてありえない。

「もしも僕が見たレリーフの竜と、タキモトの言う竜が同じものだとしたら……それは守護じゃなくて、呪いじゃないのか？」

　ブラックなものを蔓まん延えんさせて、王家に復ふく讐しゆうしようとしているのか。

　あるいは王家がそれさえも利用して、ブラック労働を広めてるのか。

「どっちにしても、今すぐ抜けた方がいい。そのギルド。悪いこと言わないからさ」

「う、うるさああああああいっ！」

　タキモトは叫んだ。

「私は『第８世代の勇者』なんだ。お前みたいな落らく伍ご者とは違うんだ！」

『第８世代の勇者』か。

　ってことは『霧の谷』にいたのと同じ世代の勇者ってことだ。

「くらえ！　『第８世代の勇者』のみに許された──スキル殺しの──」

「いいか、使うなよ！　『能力寄生魔炎スキル・フレイマー』を使うんじゃないぞ!!」

「うるさいっ！　消えろ!!」

　タキモトの拳に、青い炎が生まれた。

　最悪だ。このスキルは防げない。返すしかない。

　レティシアの時のように、僕がスキルをいじって汚染解除するって手もあるけど──駄目だ。みんなを、そんな目にあわせるわけにはいかない。

　そして、僕が汚染されたら、スキルを浄化する人間がいなくなる。

　ごめん。タキモト。

「──シロ。スキルを反射して」

『しょーちかと!!　発動だよー。「反射の渦リフレクシヨン・メイルシユトローム」！』




　僕は『能力寄生魔炎』を跳ね返した。

　タキモトのスキルは焼け焦げ、消えた。










「ナギさま！　ありました。『異世界への門を開くスクロール』の、もう半分です!!」

　ダンジョンに入ったセシルが、巻物を手に戻って来た。

　この場所はほんとに小さなダンジョンだった。中には通路があり、その先が宝物庫になっていた。『魔神ゴーレム』が１体だけ残ってたけど、それを動かせる人間はもう、ここにはいない。だからセシルとリタはあっさり宝物庫にたどりつけた。探してたものを持ち帰ってくれた。

「これで『異世界への門を開くスクロール』が完全になったのか」

　念のため『能力再構築』を起動してみると──




『異世界への門を開くスクロール』




『異世界』への『門』を『開く』スクロール




　そのまんまの概念が表示された。

「今すぐこれを起動できる？　セシル」

「可能です。触媒として魔力結晶が必要ですけど、それは宝物庫にありました。もうひとつ、対象となる異世界の物質がいるんですけど──」

「タキモト本人が、その触媒になれるからね」

　僕は地面に座り込んだタキモトを見た。

　彼女はぼんやりと地面を眺めてる。まるで、魂が抜けたみたいだった。

「どうする？　この世界で生きていく？　それとも、元の世界に戻るか？」

「……戻るわ」

　タキモトは自分を両腕で抱きしめて、震えた。

　スキル汚染スキルを返された彼女は、自分のスキルに関わることを忘れていた。だけど、この世界に召喚されて、どこかのギルドで仕事をしていたことは覚えていた。その記憶に、僕が補足をした。僕を襲ったことと、持ってたスキルを僕が破壊したことを。

「……なにもかもなくして、この世界で生きようなんて思うわけないじゃない……」

　彼女はぐったりと地面に座りこんで、宙を眺めてる。

　まるで、夢から覚めたみたいに。

「……ははっ。私……なにしてたんだろうね。世界を救うはずだったのに……すべての悪いものを倒せば平和が来る、って教えられて……悪いものを倒し続けて……気がついたら、なにもかもなくしてた。勇者って……なんだったんだろう……」

　そう言って、タキモトは、僕の方を見た。

「でも……私より、あんたの方がおかしい」

「どうして？」

「あんた、全然強そうに見えない。あんたよりこの世界の人たちの方が、ずっとずっと強い。なのに、どうしてここで生きようなんて思えるわけ？」

　顔を上げ、僕をにらむタキモト。

「あんた、どこかおかしいのよ」

　タキモトはまた、同じ言葉を口にした。

「……むぅ」「聞き捨てならないわね」「……お姉ちゃん、そろそろ我慢の限界なの」

「たぶん、僕は運が良かったんだ」

　この世界に来て、最初に出会ったのがセシルで、次に出会ったのが、リタで。

　その次にアイネと、レティシアに出会った。

　みんな、異世界人の僕のことをわかってくれて、受け入れてくれた。

「僕とタキモトは、巡り合わせが違っただけだと思う」

「知らないわよ……そんなの」

　それっきり彼女は、口を閉ざしてしまった。

　その間に、セシルは魔法の準備をしてくれた。地面に魔法陣を描いてから、タキモトの髪の毛を四方に配置。あとは『異世界への門を開くスクロール』の序文を唱えて、準備完了だ。

「……帰るわ。こんなところ、もう一秒だっていたくない」

　タキモトが立ち上がり、僕に背中を向けた。

　そのまま、魔法陣の中央に向かって、歩き出す。

「最後にひとつだけ言っとく。私と一緒にいた奴がいたでしょ。あいつは、本物の勇者になる」

「本物の？」

「私はトラブルを片付ける『掃除屋』みたいなもの……詳しいことはもう、思い出せないけどね。『勇者クエスト』をクリアしたら、あいつは桁けた外はずれの勇者になるわ。せいぜい気をつければ」

「ありがと」

「感謝なんかいらない。私には、あんたが理解できないから」

「僕にもタキモトは理解できない。だけど、それと情報をくれたことは別だよ」

「あんたはこの世界に生まれるべきだったのよ、きっと」

　そう言ってタキモトは、僕の方を向いた。

「私はあんたが怖い。第──なんだっけ──世代の勇者を倒せる人と一緒に笑えるあんたが、理解できない。あんたが異世界人だったら、なんにも気にならなかったのに──」

「呪文、発動します」

「──すごく悔しい」

　セシルの言葉に合わせて、魔法陣が光を放つ。

　タキモトの頭上に、青白い空間が口を開ける。その向こうに一瞬、ビルと、電車の線路が見えたような気がした。

　すぅ、と、彼女の身体からだが、真上に向かって落ちていく。

「あんたに負けたことが──敗北を認めてることが──すごく悔しい。私は失敗した──から」

　最後にそう言い残して、タキモトの姿は消えた。

　結局、僕とタキモトは最後まで話が通じなかった。

　でも、情報はもらった。

『白いギルド』を動かしているのは、かつて死んだ竜の『なにか』。

　それが王家と貴族を操ってるのか──あるいは逆に、王家がそれを操ってるのか、今はまだわからない。その辺のことを知ってそうなのは、聖女のデリリラさまかな。

　フィーンが支配した『転移アミュレット』の実験も兼ねて、会いに行ってみよう。

「……ぽーっ」

「どしたのセシル」

　気づくとセシルが、ぼんやりと、タキモトが消えたあたりを眺めていた。

　あれ？　リタとアイネもだ。３人とも、どうしちゃったんだろう。

「ちょっとだけ見えたわ。あれが、ナギが住んでた世界なのね……」

　リタが獣耳をぴこぴこさせながら、うなずいた。

「あの世界で『お姉ちゃん』をするにはどうすればいいか『しみゅれーしょん』してみるの」

　アイネは首をかしげてる。

「……ナギさま、よろしければ……ですけど」

　ととと、と、セシルが僕の目の前に来て、顔を上げた。

「ナギさまの世界のことを、教えていただけませんか？」

「いいよ」

　僕はうなずいた。自分でも不思議なくらい、あっさりと。

　そういえば今まで、みんなには僕の世界のことは、ほんのちょっぴりしか教えてなかったっけ。

　あっちの世界のことは思い出したくなかったから。

　だけど、今なら普通に話せるような気がする。いつの間にか、こだわりがなくなったみたいだ。

「いいよ。なにから話そうか」

「ナギさまのことがいいです！」

「そうね。もしも私たちがナギの世界に転移したら、なにをしてあげられるか知りたいもん」

「はいはい！　お姉ちゃんができる仕事を教えて欲しいの！」

　みんなにとっては『僕の世界に転移したらどうなるかシミュレータ』になっちゃってるけど。

　……まぁいいか。

「──それじゃ、僕が通ってた学校だけど」

　そうして、僕は元の世界のことを話し始めた。

　セシルとリタと手を繫つないで、時々、それをアイネと交代しながら。




　町に戻るころには、僕の半生くらいはまるわかりになっちゃったと思う。








第14話「ナギとセシルの『果たされた約束』」






『次期領主おひろめパーティ』は無事に終わり、町は元の生活を取り戻した。

　壊こわれた家や店は、領主さんが雇った大工集団が一気に直すこととなり──

　怪け我がをした人たちは治療術師により、無料で治療を受けられることになった。

　予算については、『慈じ愛あいのクローディア姫』からの支援もあったそうだ。かなりの金額だったから、領主さんは断ったそうだけど。結局、クローディア姫に押し切られた。

「──ど、どうか、あたくしがこの町の味方であることをお忘れなく……どうか」

　領主さんと面会したとき、クローディア姫は真っ青な顔で、そんなことを言ってたらしい。

　さらに姫さまは、極秘にイルガファ領主家と友ゆう誼ぎを結ぶことを『契約』していった。竜の味方になることも付け加えて。

　そうして姫様は大急ぎで王都へと帰って行った。

　ラランベル男爵令嬢と『ヴェール』は、その後で取り調べが行われることになっている。

　ただ……パーティのあとで、フィーンが気になることを言ってた。




「──クローディア姫は『慈愛』と『暴ぼう君くん』──ふたつの顔を持っていました。

　わたくしとカトラスもまた、同じ身体からだにふたつの人格が入っております。

　そういう『二に面めん性せい』が、王家の特徴なのかもしれませんわね」




　──って。

　フィーンの言うことが本当だとしたら……王様のもうひとつの顔はなんだろう。

　しばらくのあいだ、僕はそんなことを考えていた。










　パーティが終わって、僕たちはまた旅行の準備をはじめた。

　今回の目的は拠点づくり。

　フィーンが掌しよう握あくした『アーティファクト』で、自宅と保養地の別荘を繫つなぐことにある。向こうには『霧の谷』の跡地と、天竜封印の地、聖女さまの迷宮がある。竜について調べ物をすることもあるだろうから、すぐに移動できるようにしておきたい。

　それと、あっちの別荘は、僕とみんなが自由に使える、共有スペースにするつもりだ。奴ど隷れいのみんなだけで、のんびりしたいときもあるかもしれないからね。




　その後、みんなでおやつを食べたり、リビングでごろごろしながら話し合った結果──




　まずはカトラス（フィーン）とレティシア、アイネが保養地に行くことになった。

　フィーンが行くのは『転移ポータル』を設置できるのが彼女だけだから。レティシアは前回、旅行に行けなかった分だけ、長く楽しめるように。アイネはその付き添いだ。

　僕とセシルとリタ、それにイリスとラフィリアはポータルの設置が終わるまでイルガファで待機することになる。

　そんな感じで話がまとまって、旅の準備をはじめた、ある日のこと──










「雨だね」

「雨ですね」

「雨なの……」

　僕たちはリビングで雨の音を聞いていた。

　雨は昼前から本降りになった。

　リタとレティシア、カトラスは買い物に行っている。イリスの知り合いの商人さんのところだから、雨宿りさせてもらってるはずだ。

　イリスとラフィリアは領主家で『おひろめパーティ』の後始末をしてる。夕食のときに顔を出すって言ってたっけ。

　家にいるのは僕と、セシルとアイネ。

　旅行先に持ってくものの整理と保存食の用意が、僕たちの仕事だ。

「じゃあ、そろそろ『乾燥室』に行こうか」

「はい。なぁくん」

「わたしもお手伝いします」

　僕とアイネとセシルは物置に向かった。

　そこは屋敷の奥にある部屋で、広さは元の世界の６畳間くらい。

　元々は使わない家具が入っていたんだけど、せっかくだからスキルの実験場所として使うことにしたんだ。ちなみに今はアイネのスキルを利用した『乾燥室』になってる。

　具体的には、天井近くに丈夫な紐ひもを渡して、開いた魚と下ごしらえした肉を吊つるしてある。雨の日はここに洗濯物を吊してるんだけど、今日は保存食の材料が並んでる。

　どうやって乾燥させてるかというと──

「こぼさないように、これを部屋の中に……っと」

「お手伝いします。ナギさま」

　僕とセシルは、廊下に並べておいた鉄製の器うつわを、物置の床に置いていく。

　揺らすと「ちゃぷん」って音がする。器の中に入っているのは、薄めた泥水だ。

　これを一定間隔で並べて──よし、準備完了。

「いいよアイネ。スキルを発動して」

「了解なの、なぁくん。では──『汚お水すい増ぞう加かＬＶ１』!!」

　アイネは器にモップを突っ込んでスキルを発動した。

　しゅうううう……。

　器の中で泥水が増えていく。

　物置の中に入ると──空気がカラカラに乾いてた。

『汚水増加』は掃除道具で汚れた水を増やすことができる。増える水の材料は、汚水に触れているものと、まわりの空気中の水分だ。

　だから、使うと部屋の湿度が下がって、吊した洗濯物や魚、肉も乾燥していく。

　数時間おきに続ければ、干物と干し肉ができあがるはずなんだけど……。

「どうかな、ちゃんと干し肉になりそう？」

「大丈夫。普通に作るより早いの。なぁくんのアイディアはすごいの」

　アイネは作りかけの干物を少し揺らしてから、笑った。

「これだと、いろんな味付けを試せるから面白いの」

「味付け？」

「辛いのはレティシアとカトラスちゃん用。甘めはセシルちゃんと、イリスちゃん用なの。なぁくんはしょっぱいのが好きだよね？」

「奥の方は真っ赤だけど……あれは？」

「あれはラフィリアさん用。なぁくんは絶対にかじっちゃだめ」

　アイネは「めーっ」ってするみたいに、僕を見た。

　どんだけ辛いの？　というか、超辛党のエルフって新鮮だな……。

「そっちの小魚は、もう下ろした方がいいかも。固くなりすぎちゃうから」

「わかった。踏み台を持って来るよ」

「おまかせください！」

　振り返ると、木箱を抱えたセシルが立っていた。

「こんなこともあろうかと、用意しておきました」

「準備いいな。セシル」

「ナギさまのお役に立つ機会を逃すわけにはいきませんから」

　そう言ってセシルは物置の床に木箱を置いた。

　僕が乗ろう──と、思ったけど、ちょっと小さすぎる。これはセシル専用みたいだ。

　セシルはさらにもうひとつ木箱を持って来て、前に置いたものの上に重ねた。強度と安定を確認してから、満足そうにうなずく。

「大丈夫です。これならわたしでも、おさかなに手が届きます」

「お願いしていいの？　セシルちゃん」

「もちろんです！　お仕事させてください！」

「わかったの。じゃあ、右端のおさかなを下ろしてくれるかな？」

　まるでお手伝いしたいって言い張る妹と、それを見守るお姉さんみたいだった。

　セシルは額に汗を浮かべて、真剣そのもの。

　アイネはまじめな顔でうなずいて、吊した魚を指さしてる。

「では、いきます」

　セシルは木箱に足を乗せた。

　僕は木箱が動かないように、両手で押さえた。

　とんとんとん、とセシルは木箱を駆け上がり、干した魚を回収していく。

　──１尾、２尾……そして、最後の３尾目をつかんだとき──




　ぴしっ。




「……『ぴしっ』？」

　僕の手元で、木箱の板が外れた。

　視界の端に、アイネが泥水にモップを突っ込んでるのが映った。ちょうど『汚水増加』を発動したところだ。箱はそのすぐ横にある。

　まさか、空気を乾燥させたせいで、木箱が歪ゆがんだ？　でも、そんな急に？

「わ、わ、わわ？」

　木箱が傾く。

　めいっぱい背伸びをしてたセシルの足が、宙を踏む。

　体勢が崩れて、そのまま──

「セシル!?」

　僕は慌ててセシルの身体を抱き留めた。

　セシルが足場にしてた木箱は割れて、傾いて、そのまま落ちた。

　床に置いてた器が跳ねて、ぱしゃん、と、泥水が僕の身体にかかった。

「……あぶねー」

　保存食作ろうとして大おお怪け我がしたらしゃれにならない。

　セシルの持ってきた木箱は、元々、板のつなぎ目がゆるくなってたみたいだ。この屋敷は長期間使われてなかったから、そういうのも混じってたんだろう。

　それと──原因はもうひとつ。

「アイネ＝クルネットのスキルリストを表示」

　僕はウィンドウを呼び出して、アイネのステータスを確認した。




『汚お水すい増ぞう加かＬＶ２』

　掃除用具で、汚れた水を増加させることができるスキル。

　増加率はレベル＋10％（現在の増加率：30％）。

　汚水の増加に必要な水分は、まわりから強制的に吸収する。

　レベルが２になったことで、効果範囲が拡大。吸収率も増加。




　いつの間にか、アイネの『汚水増加』のレベルが上がってた。

　だから大気中の水分を奪う力も強化されてて、まわりの空気を一気に乾燥させた。でもって、ボロくなってた箱も影響を受けて、変形してしまった──ってことなんだろうな。

「なぁくん……セシルちゃん……ごめんなさい」

「アイネのせいじゃないって」

「そうです。これはわたしの不注意です……」

　僕の腕の中で、セシルが声を上げた。

「…………わたしのせいで、ナギさまが泥水まみれに……」

「気にしなくていいってば。保存食も無事だったから」

　とっさに食材をかばったのは、貧乏性のたまものだ。

　これで食材を駄目にしちゃったら、さらにセシルとアイネが落ち込むからね。

「よっと」

　僕はセシルを床に下ろした。

　奴ど隷れい服ふくが少し濡ぬれてるけど、怪我はしてない。よかった。

「……ナギさま」

　でも、セシルはやっぱり泣きそうな顔で、まっすぐに僕を見てた。

「責任を取らせていただいても、いいですか？」

「責任？」

「わたしにナギさまのお着替えと、お身体をきれいにするのを、手伝わせてください」

　……つまり、セシルが僕の身体を拭ふいてくれる、ってこと？

　それくらい自分でできるけど……セシルは唇をかみしめて震えてる。

　責任を感じてるみたいだ。

「本当はお風ふ呂ろに入って欲しいんだけど、沸くまでには時間がかかるの」

　アイネも固い表情でうなずいてる。

「でも、身体を拭くていどなら、さっきお茶を淹いれるときに沸かしたお湯が使えるの」

「わかりましたアイネさん。使わせてもらいます」

「ご主人様に泥水をかけてしまったからには、全力でつぐないをしなければいけないの」

「はい。わたし、命がけでナギさまをすみずみまで拭いてさしあげます」

　アイネの言葉に、セシルは勢いよくうなずいた。

　……いや、そんなおおげさな話じゃないんだけど。

　服が汚れただけだよね？　着替えて、自分で身体を拭けば済む話だよね？

「……僕が自分でするのは……」

「ナギさま……」

　セシルは目を伏せて、つぶやいた。

「……お願いです。わたしに、失敗をつぐなわせてください」

　……そんな顔されたら、なにも言えない。

　しょうがないな。責任を感じてるなら……してもらった方がいいか。

「わかった。じゃあお願いするよ。セシル」

「ありがとうございます。ナギさま！」

　僕が頭をなでると、セシルはうれしそうに笑った。

「じゃあ、アイネはこれから物置のお掃除をするの」

「わかった。頼むよ」

「アイネは、お掃除が大好きなの」

「うん。知ってる」

「お掃除中は、すごく集中してるの」

「……う、うん」

「なにがあっても聞こえないし気づかないの」

　……あれ？

　アイネの目が、変な光を帯びてるような気がするけど……気のせいかな。

「だから、がんばって、セシルちゃん！」

「ありがとうございます。アイネさん」

「こういうときは『お姉ちゃん』って呼んで」

「ありがとうございます。お姉ちゃん！」

　セシルは胸に手を当てて、アイネに一礼。

　アイネはキッチンからお湯の入った桶おけを持ってきて、セシルに渡した。

　それから僕に向かって手を伸ばす。しょうがないから僕は泥水をかぶったシャツを脱いで、アイネに渡した。ズボンにもついちゃってるけど……これは後で。

「じゃあ、部屋に行こうか。セシル」

「……ナギさま。わたしはいけないことをしました」

　セシルはかぶりを振って、僕を見た。

「だから、もうちょっと厳しい言葉で、叱ってください」

「我が奴ど隷れいセシル＝ファロットよ。その失敗をつぐなうため、汝なんじの主人に奉仕せよ……とか？」

「はい！」

　セシルはなぜかほっぺたを真っ赤に染めて、深々と頭を下げた。

「このセシル＝ファロット。ご主人様のお召し物を汚してしまった罪をつぐなうため、全ぜん身しん全ぜん霊れいでご奉仕させていただきます」










「……こんな感じで、大丈夫ですか。ナギさま」

「うん。そんなもんで」

　僕の背中で、セシルのちっちゃな手が上下してる。

　ここは僕の部屋の、床の上。

　セシルがお湯につけた布で、僕の背中を拭いてくれてるところだ。

　僕の横には、お湯が入った桶がある。さらにその横には……僕の下着（上）と、ズボン。さらにセシルの奴隷服が置いてある。泥混じりの水は僕とセシルの服にたっぷりと染みこんでる。こっちは、あとで念入りに洗濯しないと。

「……なんだか……メテカルの町にいたときのことを思い出しますね」

　セシルがぽつり、とつぶやいた。

「ナギさまが、わたしの背中を清めてくださった時のことです」

「『白き結び目のお祭り』か」

「はい」

　僕の背後で、セシルがうなずく気配がした。

　たしか『白き結び目のお祭り』は、主人と奴隷の信頼を試す儀式だったっけ。

　リタを仲間にする前に、セシルと一緒にやったんだよな。

「なんだか、あれからずいぶん時間が経たったような気がします」

「あの儀式は、結局失敗したんだよね」

「あれはもういいです。ナギさまは『魂約エンゲージ』の儀式をしてくださいましたから」

　僕の背中で動いてたセシルの手が、止まった。

「わたしは身も心もナギさまのもので、魂だって、ナギさまと繫つながってます。こうしてるとわかるんです。自分がナギさまの一部で、ナギさまに触れてるだけで、満たされてることが……」

「僕も、セシルがいてくれてよかった、って思ってる」

　雨が降ってるせいで、まわりが妙に静かで。

　なんだか照れくさいことも、普通に言えるような気がする。

「魔族の残留思念──アシュタルテーには感謝してるよ。セシルを紹介してくれてありがとう、って。もう、お礼を伝えることはできないけど」

「……ナギさま」

「……？　セシル？」

　背中に、やわらかいものが触れた。

　指じゃない。ふわりとして、あたたかいもの。

「今日、わたしは失敗をしてしまいました」

「泥水がちょっと跳ねたくらいだろ？　気にしなくても」

「ご主人様の優しさに甘えてはいけないのです。だから……ご奉仕させてください」

　セシルが僕の胸の前に手を回した。

「わたしにあるものは、ナギさまを大好きな心と、魂と……この身体しかありません。ですから……わたしのすべてを……ナギさまに……あの……その…………」

　どくん、と、心臓が跳ねた。

　それが僕の心臓なのか、セシルの心臓なのかはわからない。

　わかるのは、身体がすごく熱くなってるってことだけ。

「……そういえば、領主さんがくれる報酬の話は聞いた？」

「はい。イリスさんは金額まで教えてくれました」

「予想以上に多かったよね」

「いえいえ、ナギさまがなさったことを考えれば当然です」

「そうかな？」

「そうです」

「うん。でもね……僕が目指してる貯金の額には足りないんだ。でも……ね」

　なんだか照れくさかったから、僕はこほん、とせきばらいをした。

「今年の年収は、もう１００００アルシャを超えたって考えてもいいんじゃないかな。前に約束した通り。僕がセシルと──そういうことをしてもいいくらい──収入が安定した……って」

「ナギさまってば……」

　僕の背中で、セシルが困ったように笑った。

「そこまでこだわらなくても大丈夫ですって、わたし、言いました」

「しょうがないだろ。そういう性格なんだから」

「わたし……がんばってナギさまの『りせいをけっかい』させようとしてたんですよ？」

「知ってる」

「気づいて知らないふりをするの、ずるいです」

「だってもう決けつ壊かいしかけてるから」

「だったらお顔を見せてください」

「それはセシルが先に見せてからで」

「それじゃ、せーの、で、にしませんか？」

「わかった」

「「せーのっ」」

　くるん。

　僕は振り返り、セシルは床の上で正座しなおして──

　お互い上半身裸のまま、僕たちは顔を見合わせた。セシルの顔が真っ赤になってる。僕の顔は──どうだろう。むちゃくちゃ照れくさいんだけど、これ。

「えっと」

「……は、はい」

「セシル、大丈夫？」

「ひゃ、ひゃい。だいじょぶ。です」

　セシルは顔だけじゃなく、手も足も、見えてるところ、ぜんぶが赤くなっている。

　いつもだったら「ぷしゅう」って崩れ落ちちゃうけど、こらえてる。

　まっすぐに僕を見て、深呼吸して、それから──

「ナギさま」

「うん。セシル」

「わたしは、ナギさまの子どもが欲しいです」

「……うん。僕も……セシルと、そういうことをしたいって思ってる」

「は、はいっ。お願いします！」

「う、うん。それじゃ……」

　僕はセシルの肩に手を置いた。細くて、ちっちゃい。

　なんだか心配になってきた……大丈夫かな。セシル。

「無理そうだったら言ってよ」

「だ、だいじょぶですっ」

　セシルは胸の前で、むん、と拳こぶしを握りしめた。

「身体はちっちゃくても、わたし、立派なおとなですから。なにがあろうとへっちゃらです！」

「なるほど」

　……やっぱりセシルは無理するし、つらくても我慢しそうだ。

　ここはセシルの身体のことを考えて、対策をしておこう。

「セシル、ちょっと顎あごを上げて」

「はい。ナギさま────」

　僕はセシルにゆっくり顔を近づけて──発動『意識共有マインドリンケージＬＶ（通常版）』っと。

　通常版の『意識共有』は、互いの思考を繫ぐことができる。

　僕の方はセシルの思考を読み取ることができるから、無理してたらすぐにわかる。これで、なるべくセシルに負担がかからないようにできるはずだ。

『あれ？　あれあれ？』

『繫がった？　セシル』

『これ「意識共有」ですか？　ナギさま』

『うん。これでセシルが無理してたらすぐにわかるだろ？　最初だから、セシルにはできるだけ負担のかからないようにしたいんだ』

『ふええええええええっ!?』

　あれ？

　セシル、僕にしがみついて、涙目で見上げてきてる。

　おかしいな。僕としては、一番いい方法を選んだつもりなんだけど。

『あの、あのあの……ナギさま』

『うん』

『わたしが無理してたら、ナギさまにわかっちゃうんですよね？』

『うん。そのための「意識共有」だから』

『……ってことは、ですね』

　セシルは僕から目をそらして、両手の指を、つんつん、って合わせながら──

『わたしがナギさまに……どうされると…………「しあわせ」になるかも。ど、どこに触れて欲しいのかも……ナギさまにすべてわかっちゃうってことですよね。わたしの外側も、内側も……ぜんぶ……まるみえに…………？』

　…………あ。

　盲もう点てんだった。

　僕がセシルをモニターするってことは、セシルに『負担がかからない』こと──『セシルが望んでること』も『してほしいこと』も全部、僕にもわかってしまうということで…………。

『まぁ、それはそれで』

『ふええええええええええええんっ!!　わ、わたし、どうすればいいんですかぁあああ。こ、ここでナギさまに「やめます」なんて言えません。だって、これはわたしがずっと望んできたことなんですから。魔族の血を未来に……いえ、それはついでで、わたしのすべてをナギさまに捧ささげたいって望んでて……ナギさまの「りせいをけっかい」させようとがんばって……いえ、そんなことはどうでもよくて……わたしは……ナギさまに……ナギさまと…………ナギさま』

　頭をかかえてじたばたしてたセシルは、覚悟を決めたように、僕を見た。

　目を閉じて、深呼吸して──それから、まっすぐに僕を見て──

「『……いいです……わたしのすべては……ナギさまのものです……』」

　頰を真っ赤に染めて──でも、すごく真剣な顔で──

「『──セシル＝ファロットはソウマ＝ナギさまを……愛して……ますから』」

　声と心で、同じ言葉を伝えてくれたのだった。




　それから──僕たちは──お互いの身体のかたちを確かめて──




『────はぅ。あ、雨でよかったです。薄暗いですから……わたしの……胸……おっきくなる体操の効果が出てないことがわからなくて……って、考えたらだめです……ばれちゃいます。ナギさまの指が──触れるたび──わたし──「しあわせ」でいっぱいになっていく──ことも』




　ゆっくりと時間をかけて──身体と──魔力を、完全に繫げて──




『んっ。あ……ナギさま……わたし……とけちゃいます。ナギさまを──欲しいところ──ばれちゃってます。だ、だめです。わたしが……ナギさまにごほうし……しなきゃ……なのに……』

　いつの間にか、雨も止やんでて──




『──ナギさま……わたし……んっ。ナギさま……わたし……ナギさま。なぎひゃまぁ……』




　セシルの言葉が、意味をなさなくなって──




『────だいすきです……ナギさま』




　終わったあと──僕は静かな寝息を立ててるセシルを膝ひざの上に乗せて──銀色の髪をなでてた。

　ふと気がつくと、セシルの薬指──『魂約エンゲージ』の指輪がある場所に、僕の『魔力の糸』が繫がってた。セシルの状態をモニターしてたせいで、無意識に繫がってたみたいだ。

　それに触れると──





　・一定時間以上の『魂約』──条件クリア。

　・一定時間以上の魔力的結合──条件クリア。

　・一定時間以上の、互いを完全に信頼した状態での抱ほう擁よう──条件クリア。

　・一定深度以上の精神的な結びつき──条件クリア。






『結魂スピリツトリンク』の成立により『結魂スキル』が覚かく醒せいしました。




　僕の前にウィンドウと、メッセージが表示された。







　セシル＝ファロット

『魔法属性変更エレメンタル・チエンジヤー』

　習得済みの魔法の属性を『地・水・火・風』のいずれかに変更できる。

[image: ]

　たとえば『炎の壁』なら『地の壁』や『水の壁』に。

『火精召喚』なら、サラマンダー以外にもシルフ、ウンディーネを召喚できる。

　使用回数、１日１回まで。







　ソウマ＝ナギ

『概念抽出スキル・ストツカー』

　対象のスキルから『概念』ひとつだけを抜き取り、保存することができる。

（通常、属性不足のスキルは時間が経たつと消滅するが、このスキルを使うと『概念』だけをソウマ＝ナギの中に残すことができる）

　ただし、他の２つの『概念』は破棄される。

　このスキルで取り出した『概念』で再構築したスキルは、レベルの低下が起こらない。

　その場合『概念』のレベルと、再構築前のスキルのレベルのうち、高い方で再構築される。

　取り出した『概念』の保存可能数は２個まで。







　──なんて変化が、僕たちの中に起こってたんだけど……。







「……うぅ……わたし……触れられるとしあわせになっちゃうところ……ぜんぶ……ナギさまに……ばれちゃいました……」

「……お疲れ様、セシル」

「でも……夢が……叶かないました。わたしのぜんぶ……ナギさまのもの……に」

　くっついてうとうとしてる僕たちがそれに気づくのは──かなり先のことになるのだった。








第15話「少女３人旅のはじまりと、『高レベルチートスキル』の発動」






　数日後。

　アイネ、レティシア、カトラスは、保養地ミシュリラに向けて出発した。

　イルガファ領主家から馬車を借りての、のんきな旅立ちだった。




「んーっ！　いい天気ですわね」

「第２回『社員旅行』にはぴったりでありますな」

「レティシアもカトラスさんも一緒で、アイネはうれしいの」

　御者台にはレティシアとカトラスが座り、アイネは後ろで荷物の確認中だ。

　屋敷を出たのは早朝。

　仲良しチートの奴ど隷れいたちとご主人様ナギは、笑顔で３人を見送ってくれた。

　あれから数時間が経たって、馬車はかすかに揺れながら、街道を進んでいる。

「……まったくナギさんってば、わたくしの願いのど真ん中を射貫いてくれましたわね……」

　レティシアは思わずゆるみそうになる頰を押さえた。

　仲のいい友だちとの旅行なんて、考えただけでわくわくする。

　なにしようかな。どんな話をしようかな。まずはアイネと一緒に、３人分のお料理かな……。

「……っといけませんわ、気を引き締めないと。アイネが『ちぃとすきる』でナギさんと繫つながってるはずですので、１時間ごとに定時連絡を……」

「ふふふ。んー。ふふふふー」

　レティシアが振り返ると、表情がゆるみっぱなしの親友アイネと目があった。

　目を輝かせて、軽やかな鼻歌を歌って、まるで楽しい未来を夢見ているような……。

「あの、アイネ」

「なぁにー？　レティシア」

「どうしてそんなににやにやしてますの？」

「えー。なにかなー。アイネはぜんぜんにやにやなんかしてないのー。レティシアったら、旅行に行くからってうかれてるの？　ふふふっ」

「今のアイネにだけは言われたくないですわ」

　言いながら、レティシアは隣のカトラスを見た。

「カトラスさんは、なにかご存じ？」

「心当たりはないであります。でも、アイネさま、すごくうれしそうでありますな」

「つまり……アイネが喜ぶようなことがあったということですわね」

　レティシアは顎あごに手を当てて考え込む。

　親友アイネが喜ぶようなこと。思わず鼻歌を歌っちゃいそうなこと。それは──

「ナギさん」

　びくんっ。

　レティシアがつぶやくと、アイネの背中が震えた。

「どうしたんですの、アイネ」

「な、なんでもないのー」

「ナギさんとアイネが……」

　反応なし。

「ナギさんと、リタさん？　いえ、セシルさん」

　びくびくびくんっ。

「ナギさんとセシルさん」

　びく、びくびくっ。びくんっ。

「もー。レティシアー。アイネで遊んだら駄目だめなの！」

「もうしませんわよ。だって、全部わかっちゃいましたもの」

　レティシアは口に手を当てて、含み笑い。

「ご主人様のプライバシーに踏み込むのはよくないの」

「わたくしはナギさんの奴隷じゃなくて親友ですもの」

　レティシアはアイネを見つめながら、にやり。

「そして、わたくしはあなたの親友でもありますのよ、アイネ。ですから、あなたがそんなに喜ぶことといえば、予想がつきますわ」

「うぅ……」

「ナギさんとセシルさんが『すごくなかよし』になったのでしょう？　それにあなたも協力した。そうですわね？」

「アイネも確信はないの……ただ、なんとなくそうなのかな、って思ってるだけなの」

　アイネは熱くなった頰を押さえて、答えた。

　それから親友レテイシアの方を見て、

「あのね……レティシア」

「なんですの？」

「レティシアって、自分でも気づいてないかもだけど、意外とえっちなの？」

「──な!?」

　レティシアの顔が真っ赤になった。

　さっき自分が口にした言葉の意味に気づき、思わず頭にイメージを浮かべてしまう。するといきなり体温が急上昇。レティシアは急いで頰を叩たたき、浮かんだイメージを追い払う。

「ほらね？」

「ご、ごかいですわっ」

　なんだか照れくさくなったから、レティシアはアイネから視線を逸そらした。

「でも……これはナギさんたちにとっては貴重な一歩ですわよね」

　そして、レティシアにとっては、応援しなきゃいけないことでもある。

　アイネの願いは「パーティのお姉ちゃん」になることで「家族の面倒を見ること」。それにはナギの子どものお世話をすることも含まれてる。

　そのために、アイネはナギの子どもにミルクをあげられる状態になる覚悟をしてる。

　……覚悟というか、願望だって、レティシアは思うのだけど。

「……ふふ、楽しくなってきましたわ」

　にやにやが止まらない。

　だからこのパーティは大好きですわ……って、レティシアは口に出さずにつぶやく。

　貴族社会の社交や、噂うわさ話ばなしなんかより、ずっといい。一緒にいるだけで楽しくて、気持ちよくて、温かい気持ちになる。みんなと自分を引き合わせてくれた運命と、自分がみんなを助けられる立場にいることに、感謝したくなるくらい。

「なんだかよくわかりませんが、面白くなりそうでありますな！」

「あら……ごめんなさいカトラスさん」

　レティシアは、隣に座るカトラスを見た。

「えっと、この話題については……ナギさん本人に聞いていただければ」

「気にしないであります」

　カトラスは歯を見せて笑った。

「ボクは、みんなを守る騎士みたいなものでありますから、みんなが楽しければ、それでいいのでありますよっ！」

「いい方かたですわね。カトラスさん」

　レティシアはカトラスと視線を合わせて、笑った。

　どうしてナギのまわりには、友だちになりたい女の子ばっかり集まってくるんだろう。

　これだから、一緒にいたくなってしまう。ほんと、困った人たち。

「あなたとクローディア姫が逆の立場だったらよかったのに」

「それだと僕はあるじどのと離ればなれになりますので、絶対に嫌であります」

　カトラスはきっぱりと宣言した。

「……ふふっ」

　その反応に、レティシアはお腹なかを押さえて笑い出す。

「ふふ。ははははははははっ」

「ど、どうしたのでありますか？　レティシアさま」

「ごめんなさい。あなたのお話を聞いていたら、貴族の血に悩んでいた自分がばかみたいに思えてきたのですわ……」

　レティシアは笑いながら、涙を浮かべた目をぬぐった。

（本当に、この子にとっては王家の血筋なんかどうでもいいんですわね）

（大切なのはご主人様と、家族。そういうの、好きですわよ）

　隣に座っている少女の手を握りながら、レティシアはうなずいた。

　そして地図を手に、馬車の進路を確認しようとしたとき──




　前方の空に、魔法の『灯りライト』が４つ浮かぶのが見えた。




「レティシアどの！　あれは!?」

「魔法の『灯りライト』が４。横一列。救援を求める合図ですわ！」

　レティシアとカトラスは顔を見合わせ、うなずき合う。

「わたくしが行きます。アイネは馬車を。カトラスさんは……」

「ボクも行くであります」

　カトラスは剣を摑つかんだ。

「あるじどのからそのためのスキルを頂いております。『騎士の心』がうずいたら使ってもいい、と。『ちょっと腕のいい冒険者』に見えるだけのスキルなので、問題はないそうであります」

「新しいスキル、ですの？」

「確か……『４概がい念ねん』で『レベルの下がらないスキル』だそうであります」

「ならば迷うことはありませんわね。参りましょう、カトラスさん！」

　レティシアはカトラスと一緒に、街道を走りはじめた。










　街道で戦う冒険者たちは、苦戦していた。

　いきなりの遭遇戦とはいえ、ゴブリン７体くらいなら、普通に戦えるはずだった。

　が、敵にはゴブリンの上位種『ゴブリンロード』がいたのだ。

『ギヒヒ……ググ』

『ゴブリンロード』は角の生えた兜かぶとをかぶり、７体のゴブリンを指揮している。

　街道に展開したゴブリンたちは、あっさりと冒険者たちを包囲した。

　冒険者たちも油断はしていなかったが『ゴブリンロード』の存在までは予想していなかった。

「どうしてこんなところに『ゴブリンロード』が……」

「最近、おかしなことばかりじゃない！」

　街道でゴブリンに囲まれた冒険者たちは、歯がみしながら叫んだ。

『ギギギ！』

「来るぞ！　魔法使いを中心に円陣！　救援が来るまで持ちこたえろ！」

　冒険者のパーティは前衛４人、後衛２人の６人だ。

　対するゴブリンはロードを含めて８体。だが、ロードには３人で当たらないと対抗できない。向こうの動きが速いのだ。こちらが１回攻撃するたびに、その２倍の回数の攻撃をしてくる。

「頼む……誰か近くにいてくれ。数人でいいんだ、救援を！」

「来ましたわ。こんにちは」

　不意に、声が聞こえた。

　手の空いた者たちがそちらの方を見る。魔法を打ち終えた後衛、こちらを取り囲もうとしていたゴブリン、戦闘に集中していた者を除いた全員が。思わずお辞儀を返していた。

　そこにいたのは剣と盾を手にした、青い髪の少女だった。

「てい」

　戦闘エリアに飛び込んできた彼女は、そのままゴブリンに盾を叩き付ける。

　するとゴブリンの身体が硬直し──




　ぐるぐるぐるぐるぐるぐる──っ。




　まわりのゴブリンを巻き込んで、コマのように回り始める。

　一瞬、冒険者とゴブリンたちの動きが止まる。その隙に──




「──スキル──発動であります!!」

　高らかな宣言と共に、銀色の光が、ゴブリンの群れの間を駆け抜けた。




『グガァ！』『ギシャ』『グボァアア』『グガアア!!』『……グゴ』




　悲鳴が上がり、ゴブリンたちが地面に転がる。

　戦闘エリアに飛び込んできたもう一人の少女が、ゴブリン５体を切り伏せたのだ。

　倒れたゴブリンの中心に立っているのは、灰色の髪の少女だ。胸にはすすけたブレストプレート。手に持っているのはショートソード。小柄で、腕利きには見えない。一体なにが──

「い、いくらなんでもやりすぎですわっ！」

「ご、ごめんなさいであります！」

　青い髪の貴族っぽい少女の言葉に、灰色髪の少女は叫び返す。

「ボクだってびっくりしてるのであります。まさか『書き換えてもレベルが下がらないスキル』が……これほどのものとは」

　少女は信じられないものを見るように、倒れたゴブリンたちを見回した。

　それから、慌てたように冒険者たちに視線を移して──

「偶然であります！　いやー、タイミングというのは恐ろしいものでありますなっ!!　たまたま『乱らん打だ』スキルが全部命中したであります!!」

「……『乱打』？」

　冒険者のひとりがつぶやいた。

『乱打』は剣で手当たり次第に斬るスキルだ。攻撃回数は増えるが、その分、命中精度はがた落ちする。こんな一瞬でゴブリンを無力化できるはずがないのだが……。

「さぁみなさん。細かいことはいいのであります。全員で残りの敵を倒すのでありますよ！」

「この方の言うとおりですわ！　皆さんご一緒に、せーのっ！」

「「「「お、おぉ!!」」」」

　冒険者たちが剣を取る。




『ギェ？　ナ、ナンデエエエエエエエ！!?』




　形勢逆転。『ゴブリンロード』が悲鳴を上げる。

　残りのゴブリンはあっさりと倒され──

　集団で取り囲まれた『ゴブリンロード』も、あえなくその命を落としたのだった。










「……さすがあるじどのから頂いた『覚かく醒せい乱打』ＬＶ５であります……」

　カトラスは剣を摑んだまま、荒い息をついた。

　スキルを発動していたのは、せいぜい十数秒間。

　けれどカトラスには、それが数十倍に引き延ばされたように感じていた。

「ボクとフィーン、ふたりでひとつのスキルでありますな、これは……」

『そうね……わたくしたちでなければ使いこなすのは無理でしょうね』

　カトラスの頭の中から『もうひとりの自分フイーン』の声がした。

『このスキルの使い手に私たちを選ぶとは、さすがあるじどのよね』

「まったくであります」

『あるじどのってば、カトラスのことを隅々までわかってますわね』

「その言い方はえっちぃでありますよ！　フィーン」

　言い返しながら、カトラスは十数分前のことを思い出していた──










　──レティシアとカトラスが戦闘に参加する少し前──










「わたくしが皆の気を逸そらす。その間にカトラスさんが敵に切り込む……で、いいのですわよね？」

「いいのであります」

　街道を走りながら、カトラスはうなずく。

「あるじどのがくれた新しいスキルは、ひとりで多数を相手にするものでありますから」

「無理をしてはいけませんわよ？」

「別に敵をすべて倒す必要はないでありましょう？　襲われてる冒険者は、まだ戦えております。ボクは敵の数を減らすか、戦闘能力を奪えばいいのでありますよ」

　言いながら、カトラスは自分の中にあるスキルを確認した。

（あるじどののくれた新しいスキルなら、それができるはずであります）

　一昨日までそこにあったのは、ごく普通の『乱らん打だ』だった。




『乱らん打だＬＶ５』

『剣』で『手当たり次第』に『斬る』スキル

　初心者向けの多段攻撃スキル。

　剣を振り回す回数を増やすことができる。ただし、その分、命中率が減少する。

　攻撃回数はレベル[image: ]マイナス１。




　これをナギは『４概念チートスキル』に作り替えてくれた。

　材料になったのは『瞑めい想そう』ＬＶ１だ。これはイトゥルナ教団が新団員に与えるスキルで、かなり安い。一般にも売っているから実験にはうってつけだそうだ。




『瞑めい想そうＬＶ１』

『沈黙』で『五感』に『気づく』スキル




　ナギはこのスキルから『気づく』だけを取り出し『４概念チートスキル』を作ってくれた。『概念抽出スキル・ストツカー』を使ったから、再構築してもレベルが下がらない……そう説明されたけど、『再構築』中のカトラスには、説明を聞いている余裕はなかった。

「……作ってる間……かなり恥ずかしい声を出してしまったのでありますが……」

　思い出すと真っ赤になってしまう。

「あるじどの」の役に立つためと思ったから耐えたけれど、スキルをいじってもらうたびに、自分がどんどん「女の子」に近づいていくのがわかる。それはうれしいことなのだけれど、なんだか、とても恥ずかしいことのようにも思えるのだった。

　それはともかく、新しくできたスキルは──




『覚かく醒せい乱らん打だＬＶ５』（ＵＳＲ＋ウルトラスーパーレア・プラス）

（４概念チートスキル。抽出概念適用済み）

『剣』で『手当たり次第』に『気づき』『斬る』スキル

　剣をセンサーとして、周囲の状況を把握しながら、正確な多段攻撃ができる。

　敵の動き、地面の感触、空気の流れ──周囲にあふれる情報すべてに『気づく』ことができる。

　命中率上昇効果。クリティカル率上昇効果。レベル分、攻撃回数上昇。

　ある理由により、発動時間と回数には制限がともなう。




　そのスキルを信じて、カトラスは戦闘エリアに突入したのだけれど──




「発動であります！　『覚かく醒せい乱らん打だＬＶ５』！」




　ぞくん。

「────あ」

　スキルを使った瞬間、カトラスの中に大量の情報が流れ込んできた。

　戦っている冒険者の姿かたち、打ち合う剣の位置と音。

　魔物の数。位置。動き。眼球の向き。腕が風を切る音まで。

　さらには地面の固さやそこに生えた草の数。周辺情報のほとんどが──

「あるじどのが……注意してくださった通りでありますな……これは……っ」

　流れ込んできたのは、想像以上に大量の情報だった。

「起きてほしいであります、フィーン！　『情報のふぃるたりんぐ』を!!」

　情報に圧倒されそうになりながら、カトラスは叫んだ。

　どうしてナギが、このスキルを作ったのか──それは、カトラスには『情報処理を担当してくれる仲間』がいるからだった。

『もうとっくに起きてますわ。任せなさい！　カトラス!!』

　胸の奥から、フィーンの声が聞こえた。

　同時に、カトラスの頭が、すぅ、と軽くなる。

　フィーンが『覚醒乱打』がもたらす情報と、カトラスの間に入ってくれたのだ。

『わたくしはあなた。あなたのことはわかってます。必要な情報だけを送りますわ。カトラス』

「ありがとうであります。フィーン」

　カトラスには、すべてがわかる。フィーンは『情報のフィルタリング』をして、戦闘に必要な情報だけを、カトラスに送ってくれる。敵の細かい動き。味方のこれからの動作まで。

　まるで未来予知をしているようだった。

　今、レティシアの『強制礼節マナー・ギアス』が発動したところだ。カトラスには街道の様子がわかっている。冒険者たちが、ゴブリンに囲まれているのを感じる。

『──ギ』

　間合いに入ったゴブリンが口を開く。声を上げる前に、カトラスの剣がその腕を切り裂く。

　カトラスの動きは、特別に速いわけじゃない。

　ただ、無駄がない。ひとつもない。最適化されている。

「────てぃ！」

　ショートソードの切っ先が、ゴブリンの肘ひじの裏側を切り裂く。太い血管を断ち切る。

　まるで時間が止まったような感覚。

　最適化された動きのまま、カトラスは次の敵に向かう。情報をフィーンが分析。敵の行動予測をくれる。カトラスはそれに従って、敵の踵かかとを斬る。次は手首。腕。

　ザコゴブリンの動きは『覚醒乱打ＬＶ５』を通して、フィーンが完全にとらえている。カトラスは動きの流れを止めなければいい。ゴブリンたちの戦闘力を奪う。手足を切る。斬る。

（レベル分の連続攻撃ができるのでありましたな、これは）

　さらに、精密度まで増している。

「てやっ！」

　５回攻撃のすべてが狙い通りのクリティカル。




『ギイヤアアアアアアアアア──ッ』




　ゴブリンたちの絶叫があがる。

　そしてカトラスとフィーンの共同攻撃コンビネーシヨン・アタツクは、数十秒でゴブリンを無力化したのだった。










「恐ろしいですわ。高レベルの『ちぃとすきる』って……」

　隣にやってきたレティシアが、呆あきれたようにつぶやいた。

「で、ありますな…………ふわぁ」

　カトラスは口を押さえた。

『覚醒乱打ＬＶ５』の弱点は、体力を消耗すること。それと、眠くなることだ。

　カトラスとフィーン、二人分の人格をフル稼働させるのだから、脳がかなり疲労してしまう。

「眠る前に、元騎士候補として怪け我が人にんの手当をしなければ、でありますな」

「大事なセリフを付け加えることも、忘れてはいけませんわ」

　カトラスとレティシアはうなずきあい、傷ついた冒険者たちに近づく。

　彼らの傷はたいしたことがない。救援が早かったせいだ。でも、全員が青い顔をしている。レティシアとカトラスのスキルに恐れをなした──わけじゃなさそうだ。みんな額を付き合わせて、噂うわさ話ばなしをはじめている。

「き、君たちは一体……」

　冒険者たちは青い顔で、レティシアとカトラスを見つめている。

　レティシアとカトラスは顔を見合わせ、深呼吸。

　そして、せーの、で、の合図で──

「し、信じられないであります！　ボクにこんな力があったなんてー」

「もしかして、これが『港町イルガファ』に下ったという『天竜の加護』のお力？」

「「港町を襲った悪者に、罰を下したという『天竜ブランシャルカ』の──っ!?」」

　棒読みだった。演技力、皆無だった。

　カトラスは芝居には慣れていない。レティシアは照れ屋だ。

　それでも、魔物に襲われて動揺していた冒険者たちには、十分説得力があったようで──




「ま、まさか！　そんなことが!?」

「天竜の加護が、海竜が守る港町に下った!?」

「それで人が強くなるなんてことがあるのか!?　俺たちも、イルガファに向かわなきゃ！」




　そうして、旅を続ける冒険者たちの口づてに、噂は広がり──

　ナギの計画通り『港町イルガファ』は「敵に回してはいけない」町の称号を獲得することになるのだった。








あとがき






　お久しぶりです。千せん月げつさかきです。

『異世界でスキルを解体したらチートな嫁が増殖しました』８巻を手に取っていただき、ありがとうございます。

　おかげさまで『チート嫁』も８巻まで来ました。ここまで続けることができたのも、応援してくれる読者の皆さまのおかげです。これからも楽しんでいただけるお話を書き続けていきたいと思いますので、よろしくお願いします。




　今回のお話は、港町イルガファが舞台です。

　一時離脱していたレティシアも加わり、フルメンバーで事件に立ち向かいます。

　お祭り騒ぎの港町を襲う、新たな敵とは──？

『次期領主おひろめパーティ』にやってきた、姫君の目的とは──？

　そして、約束に導かれたご主人様とチート嫁の関係は、新しい段階に。

　──ぜひ、読んで確かめてみてください。




　お知らせです。

　この書籍版８巻と同時に、『チート嫁』コミック版３巻が発売になります。

　コミック版は２巻前半のお話です。ナギとアイネとレティシアの出会いと、ナギとセシルとリタの初クエスト。さらにオリジナルの新キャラも加わったコミック版を、書籍版と合わせてぜひ、お楽しみください！




　それでは、最後に謝辞を。

　書籍版『チート嫁』を読んでいただいている皆さま、いつもＷＥＢ版を応援してくださっている皆さま、ありがとうございます。おかげさまで物語も８巻まで来ました。物語はこれからも続きます。どうか引き続き、よろしくお願いします！

　イラスト担当の東とう西ざいさま。今回も素敵なイラストをありがとうございました！　再登場のレティシアを魅力たっぷりに描いていただいて、本当に嬉うれしいです。担当のＫさま、今回もお世話になりました。おかげさまで、年末進行をクリアできました。

　そして、この本を手に取っていただいている皆さまにも、最大級の感謝を。




　このお話を気に入ってくださったのなら、また次巻でお会いしましょう。





千月　さかき


















　世界最強の後衛　～迷宮国の新人探索者～電子特別お試し版　（著：とーわ　イラスト：風花　風花）
















　元社畜のアリヒトが、転生先で就いたのは、正体不明の職業『後衛』。だがそれは、攻撃＆防御支援、回復もこなせる万能の職業だった！

　そんなアリヒトの元には、転生前の美人上司（年下）、ミステリアスな亜人の傭兵少女、そしてワケありの高レベル美少女剣士と個性的な女性メンバーが次々と集いはじめる。

　さらに『後衛』には、相手の後ろにいるだけで好感度を上昇させる能力があることが判明し──!?

　最強の見守り系支援職の冒険譚、開幕！








プロローグ　転生者の行列









　気がつくと、長く暗いトンネルの途中で、老若男女の行列に並んでいた。

　俺は確か、会社で企画された夜行バスでのスキー旅行に参加することにして、バスに乗り込んだあとは朝まで眠ろうとして目を閉じたはずだった。バスから降りる過程が記憶になく、いきなり別の場所にいるこの状況──どうも、芳しくない。

　列に並んでいる誰かの声が聞こえる。「マジかよ」「どうにかして生き返らせろよ」とか何とか。それに対応しているのは、前方に見える、列を案内している女性だ。慣れているようで、流れ作業のようにして列を進めている。

（バスが事故ったってことか……？　この列にいるやつはみんな死んだのか）

　この行列の先は天国なのだろうか。死後の世界が本当にあるというなら、死ぬことが消滅を意味するわけではないということで、喜ばしくはある。俺もまだ死ぬと思っていなかったし、未練は結構あるからだ。

　しかしこのトンネルの先は地獄かもしれないので、油断はできない。

　夢オチという可能性もあるし、そこまでシリアスなことを考えるには早いかもしれないのだが、列には一緒に来た同僚の姿が見当たらない。

「もうすぐ俺結婚するんだ」とフラグを立てていた彼が生き残ったのならば、俗に言う死亡フラグというのもさして効力がないということだろう。喜ばしいことだが、雪山で事故を起こしたとしたら、救助されるまではどう考えても過酷なので、凍傷などを起こさないようにと祈る。

　旅行に参加した他の社員のうち何人かは、俺と同じくこの行列に並んでしまっている。列を離れて移動しようとしてもなぜか足が動かず、前に進むことしかできないので、誰がいるかを確かめることはできないのだが。

（あれは……い、五十嵐いがらし課長もか。あの人まで死んじまったのか……）

　俺にとっては天敵とも言える、会社の女性上司らしき背中が、結構先に見えている。あの少しブラウンがかった艶つやのあるロングヘアは、間違いなくそうだ。

　二十九歳の俺より四つ年下なのだが、すでにキャリアウーマンの風格を持つエリートで、彼女の気の強さを知らずに好意を抱いて心をバキバキに折られる男性社員は少なくなかった。俺はそんな五十嵐課長の直属の部下であり、彼女には全く頭が上がらなかった。

　しかしさすがの彼女もこの状況には抗えないらしく、おとなしく並んでいた。背中からも感じる威圧感というか、オーラは完全には消えていないが。

　考えているうちに、目の前に並んでいた高校生くらいの女の子が、先に案内人らしき人物から何かを受取り、前方の光が指す方向へと歩いていった。

　その女の子はバスに乗るときに容姿が見えたのだが、黒髪ぱっつんでなかなか見ないくらいに大和やまと撫なでし子こという言葉が似合う姿をしていた。彼女も友人と一緒にバスに乗っていたが、もう一人はギャルっぽい雰囲気で──と、今は思い出している場合ではない。

　目の前には、ゲームに出てきそうなファンタジーっぽい服装をした女性が立っている。肩に届くくらいの長さの髪は紫色でどうも地毛らしく、半はん袖そでのシャツにキュロットというラフな格好だが、デザインがまず日本で見るようなものではない。ベレー帽のような帽子を被っているが、それもよく見ると複雑な紋様が描かれていて、いかにも魔法使いらしく見える。

　彼女は行列に並んでいる人々に何かを渡して、この先に送り出していた。たれ目でおっとりしていそうに見えるが、話し方ははきはきとしていて小気味がいい。

「次の方どうぞ。はい、これを持っていってください。向こうに行ったら、まずギルドに行って職業を決定してくださいね。寄り道してもいいことはないですよ」

「ギルド？　待ってくれ、この先って一体どうなってるんだ」

「この先は『迷宮国』です。あなたたちの魂は、迷宮国に引き取られて転生することになりました。他の転生先は選べませんので、あしからず」

　他にも聞きたいことはあったが、今はそれ以上説明してもらえないらしい。

「あなた方は、これから迷宮国で『探索者』として新たな人生を送ることになります。私も転生案内をする時以外は、あちらの町に住んでいますので。もし縁があれば、もう一度お会いすることもあるかもしれませんね」

　神様とか天使とか、そういうものでもないのだろうか。何か特別な力は持っていそうだが、それも含めて今はお預けだ。

　俺は案内嬢から、紙幣よりも一回り大きく、革のような素材でできた頑丈そうな札をもらい、前方の光を目指して進んでいった。








第一章　探索者生活の始まり










一　迷宮国






『迷宮国』は、迷宮を探索する者と、彼らを支援する者だけが暮らす国だという。

　つまり、全てが迷宮を中心に回っている。迷宮への入り口は町に何箇所もあり、中に現れる魔物などから難易度がつけられ、ランク分けをされている。

　今回、俺と一緒に集団転生した人数は三十人程度らしい。この規模の事故だと相当なニュースになっているだろうが、俺は天涯孤独というやつなので、残してきた家族を悲しませるとかそういうことがないのは救いだ。

　知人たちが悲しんでくれているかもしれないが、葬式などで世話をかけるのは申し訳ないと思うものの、くよくよしていても仕方がない。俺はこれから、この世界でいかに生きていくかを考えねばならない。

　俺たちはあのトンネルから迷宮国のいろんな場所に出たようだが、指示通りギルドを目指して集まってきたので、改めて出会った彼らから情報収集をしていろいろと分かった。

　転生する時に、一方的に案内人から『探索者』となれと言われたが、俺たち転生者はその指示には抗えないらしく、ギルドに行かずに逃げ出そうという発想は生まれなかった。

　どうも、この迷宮国では、転生したらまず『探索者』となる以外にないらしい。理不尽な話だと思いはするが、そんなに悪い話でもないかもしれないと、個人的には楽観している。

　俺が出たのはギルドの近くの広場で、特に迷うこともなく来られたのだが、一番乗りというわけではない。周辺でもひときわ大きく目立つギルドの建物に入ると、すでに『探索者』として登録を済ませ、冒険に出ていく人もいた。

「おい、新入りだろ？　単独なら星一つの初級迷宮以外は入るなよ。星二つ以上の迷宮に入ったら即死するぞ」

「そ、即死って。いくらなんでもそんな……」

　三十代くらいの働き盛りの男性が、ギルドの先輩方に声をかけられている。内容からするとまっとうな忠告のようなので、新入りに厳しい環境でもないらしい。

「ゴブリンの矢なんかで死にたくねえだろ？　あいつらはほぼこっちに敵対してくるから、問答無用で撃ってくるぞ。雑菌の繁殖した糞ふん尿にようの矢を食らったらそれで終わりだ。初級探索者ノービスなんざ、抽出した毒を使うまでもないだろうさ」

「ひぃっ……わ、分かりました。初級迷宮に……」

「いいだろう。一日目の稼ぎはあらかた貰もらうが、案内してやってもいいぜ。心配するな、多少は分配してやる」

「あ、ありがとうございます！」

　どこまでが善意か分からないが、新参者を案内することを生業としている探索者もいるのだろうか。彼が生き残ることを祈りつつ、俺はふと思いつく。

　転生者全員、あるいは元同じ会社の社員同士でパーティを組んで潜ればいいのではないか──しかし、すでに経験のある探索者と組んだ方がいいと考える者も多いようで、次々と初心者を歓迎しているパーティに誘われ、組み込まれていってしまう。

　まだ誘われていない人の中に、転生者の行列で俺の前に並んでいた少女もいた。一緒に居た友達とおぼしき少女とは一緒ではないようだ──と思ったら、その子は他のパーティに入っていた。

　友達を置いていくというのもどうなのだろうと思うが、黒髪の子は特に動揺している様子はないので、ギャルっぽい子の行動については予想していたのだろうと思われる。

　俺も早いうちにパーティに入るか、仲間を見つけて安心したい。同じ世界から来た者同士、一緒に頑張ろうじゃないかと黒髪の子を誘えるものなら誘いたかったが、そう上手くはいかなかった。

「スズナ＝シロミヤ様、ご記入ありがとうございます。あなたの希望する職業は……『巫み女こ』ですね。おめでとうございます、能力の適性を判断し、受理されました」

「あ、ありがとうございます……」

（スズナ……どういう漢字だろう）

　ギルドの登録受付に、先ほど渡された札を持っていき、そこで希望する職業を札に書き込む。適性があれば書いた職業に就くことができると、そういうことらしい。

　そして『巫女』の職業に就いた少女に、颯さつ爽そうと近づいていくのは、同じような年代の少女剣士だった。銀色の胸当てなどの防具の下に青い鎧下ギヤンベゾンを身につけている。

　きらめく金色の髪を後ろで一つに束ね、切れ長の瞳ひとみは涼やかで、遠目にも惹ひきつけられるものがある。行き交う冒険者も雑談を止めて、彼女の一挙手一投足に見入っていた。

「……ちょっといい？」

「あっ、は、はい……何でしょうか。私、この町に来たばかりで……」

「知ってる。ここで登録をしてるっていうことは、転生したばかりの初心者っていうことだから」

　黒髪の子──スズナは声をかけられて緊張している様子だった。金髪の少女剣士は声こそ小さいが、にわかに静まった空間には彼女の声がよく通る。

「私、後衛の人を探していて……前衛としてはあまり良くない部分があって、初心者の人が組むにはやりにくいと思うんだけど……で、でも、パーティに入ってくれたら、レベルはすぐに上がると思うから……」

　少女剣士は軽装ではあるが、要所に装甲のついた鎧と簡単には手に入らなさそうな長剣を腰に帯びており、かなりの熟練者に見える。しかし、どういったわけかパーティを組む相手がいないらしく、必死でスズナを説得していた。

「エリーティアがまた勧誘してるぜ。今度は何日持つだろうな」

「幾ら強くたって、『あれ』がある限り、誰と組んだって一緒なのにな。まあどうしてもって言うなら組んでやらなくもねえが」

「よせよ、身体がいくつあっても足りないぜ。遊びで手を出すもんじゃねえ」

　男たちは下卑た笑い声を上げる。エリーティアと呼ばれた少女は、それを聞いても無視しているようだった──しかし目を伏せて、その拳こぶしはきつく握られている。

　彼女はどうやら、ギルドでは有名人のようだ。強い美少女剣士なんて引く手あまただと思うのだが、そうはならない理由があるらしい。

　スズナはどうするのだろうと思って見ていると、彼女は周囲の陰口に気づいているようだが、目を伏せているエリーティアに手を差し出し、握りしめられたままの彼女の手を包みこんだ。

「こちらこそよろしくお願いします。未熟者ですが、後衛が務まるように頑張りますね」

「っ……ほ、本当に、いいの……？」

「本当は友達と行動しようとしていたんですけど、彼女が別の人のところに行ってしまって……だから、すごく心強いです。『良くない部分』というのがあるんだとしても、ぜひパーティに入れてもらいたいです」

「……ありがとう。私の名前は、エリーティア＝セントレイル。あなたは？」

「私は白しろ宮みや……いえ、スズナ＝シロミヤです」

　二人は意気投合し、連れ立ってギルドを出ていった。まだニヤついて見送っている人たちがいるが、そんなにエリーティアの抱えている『あれ』というのは深刻なのだろうか。

　気になるが、今は自分の職業決定が先決だ。登録カウンターに目を向けると、他の転生者の男性が、何やら揉もめているところだった。

「申し訳ありません、あなたには『聖騎士』の適性はないようです。見たところ『戦士』『盗賊』『格闘家』の素養があるようですが……」

「俺はもっと勇者っぽい職業に就きたいんだよ！　いいから黙って転職させろ！」

　見るからにごつい体型の声が大きい男が、受付嬢に食い下がっている。

　しかし受付嬢への恫どう喝かつと受け取られたのか、あれよと言う間に武装した兵士のような人々がやってきて、彼を取り押さえてしまった。

「うわっ、な、何すんだよ！　離せ、こんなことしてただで済むと思って……っ」

「残念ですが、お客様の行為は迷宮国において恫喝と判断されます。『カルマ』が上昇しましたので、ゼロになるまで投獄させていただきますね」

「なっ……や、やめろぉ！　離してくれっ、謝るっ、今のは謝るっ……うぁぁーっ！」

　時を同じくして転生した同士と言えなくもないが、今は反面教師として、ギルド内では秩序立った行動をすべきだと自分に言い聞かせる。彼もカルマというのがゼロになれば牢ろうから出されるのだろうから、取り返しのつかない事態ということもないだろう。

　とりあえず、職業決定を無事に終え、のんびりやっていく態勢を整えたい。迷宮を遮二無二攻略するか、この世界で安住の地を得るかは、まず生活基盤を安定させてから考えるべきだろう。





二　ギルドの受付嬢と元上司






「お客様、未登録の札をお持ちですね。探索者として登録を済ませなければ、迷宮に入ることはできない決まりになっております」

「あ、ああ……すみません、ちょっと騒ぎに気を取られてました」

　さっきスズナを『巫女』として受理した受付嬢が、俺に声をかけてくる。

　彼女は異世界らしく緑色っぽい髪をしており、眼鏡をかけていて、泣きぼくろも搭載し、色気というものをこれでもかと詰め込んだふうな妙齢の女性だった。

　そして──どうしても目が行ってしまうほど、胸が大きい。受付嬢の制服をいっぱいに張り詰めさせたそれに、思わず目を留めてしまった。

「あ……駄目ですよ、お客様。異世界の服装は露出が大きく見えるかもしれませんが、一点を注視するのは、関係性次第ではカルマが上昇する行為です。適度に視線を動かしてくださいね」

「っ……し、失礼しました」

「ふふっ……お客様、とても腰が低い方ですね。先程から謝ってばかりですが、私はかみついたりしませんから、肩の力を抜いて楽にしてください」

　手振りを交えて、受付嬢さんは俺の緊張を解こうとしてくれる──その優しさが胸にしみる。

　俺はどんな髪型にも魅力があると思っているが、アップにした髪型には比較的弱いので、正直受付嬢さんのような女性はタイプというか、しっかり意識してしまう対象だった。

「申し遅れました、私はルイーザ＝ファルメルと言いまして、今回の登録担当官であり、あなたが初級探索者ノービスの間、色々なことの相談窓口も務めさせていただきます。別の方をご指名されることもできますが、このまま手続きを進めてもよろしいですか？」

「は、はい……って、いつまでも緊張してるのも何ですかね。ぜひこのままお願いします」

　転生前は他社と連携して仕事をすることも多く、相手次第では早く打ち解けた方がやりとりがスムーズになった。ビジネスにおける関係は馴なれ合あいになってもいけないし、かといって形式張りすぎても支障を来たすことが──と考えたところで。

「痛っ……」

「お、お客様？　ああっ、転生されたばかりで記憶の混乱があるのですね。急にたくさん話しかけてしまってすみません、治癒師ヒーラーに診ていただきますか？」

「ああいや、大丈夫です。ちょっと頭痛がしただけですから」

　そう言いつつも、俺はあまりいい気分のしないことを思い出してしまっていた。

　去年の春に配置換えがあり、俺はウェブコンテンツ制作課から、メディア戦略課に移された。

　課が変わったとはいえ、仕事が降りてくる経路が変わっただけで、変わらずウェブサイトの制作を行うと聞いていたのだが、それだけではなく、会社でのキャリアも長い方だからということで、中間管理職の補佐を業務として行うことになった。

　それで補佐することになったのが、新設された『メディア戦略二課』課長の五十嵐課長だった。五十嵐課長は当時二十四歳で、最年少で課長に就任した、いわば超エリートと言える存在だった。

　立てば芍しやく薬やく、座れば牡ぼ丹たん。歩く姿は──と表現するしかない、一般人の中に混じっている芸能人クラスの際立った美女。それもグラビアアイドルに匹敵するスタイルの持ち主となると、俺も最初は変な期待をしてしまったものだったが、顔合わせから半日する頃には、俺はもう五十嵐さんを『年下の美人課長』ではなく『人使いの荒い上司』として認識していた。

　配置換えをしてからも、俺は会社都合で前の部署の仕事を兼任していたのだが、課長補佐としての仕事はそれを考慮されることなく始まってしまったため、俺は他の社員二人分の仕事をすることになった。給料が上がるわけでもないというのにだ。

　基本は課長補佐として働き、手が空いたら前の部署の残務を消化するという方向で考えたのだが、そう甘くはなかった。五十嵐課長の猪突猛進というか、チャンスがあったら絶対に逃さないという姿勢は、補佐である俺の仕事を雪だるま式に増やした。『データを集めてほしい』とか、『会議の資料を作ってほしい』というのは必要な仕事ではあるが、何日もダブルヘッダーの会議などが続いては、こちらもキャパシティの限界に挑戦するかのごとく、フル回転せざるを得ない──おかげで日中は課長補佐に専念するしかなく、必然的に前部署の仕事は残業に回された。

　これといった野心もなく、日々ルーチンワークに近い仕事でも楽しむことができた俺には、常に新しいことをしようとする五十嵐課長の考え方は真似できないものだった。しかし課長はどうも俺にも自分と同じような野心があると思っていたらしく、こんなことを言うのである。

『後あと部べくんくらいできる人なら、私のところで補佐として実績を積めば昇進できるわよ』

　それを無茶振りと受け取るか、上司の熱い期待と受け取るかで天と地の差がある。俺も俺で、仕事がパンクしているので無理を言わないでくださいとなかなか言えずにいた。

　別部署の同期からは、課長に気に入られてるんじゃないかと冗談交じりで言われたが、そう思えるほど余裕はなかった。いや、気に入られているのかもしれないが、それは『課長補佐』という俺の立場が、手足のように使いやすいという意味としか思えなかった。

　そして俺は忙しさのあまり、昇進に必要な資格を取るための勉強時間も取れなかったわけだが──それを五十嵐課長に言わずにいたら、こんなことを言われた。

『後部くんが昇進せずにいてくれたら、当分は私の補佐をしてもらえるわね』と。

　彼女は悪気がない性格なのだ、と思った。そうでも思わないとやっていられなかった。

　しかし、これだけ鬱うつ々うつとした社畜生活を思い返して、はたと気がつく。

　こうやって異世界に来てしまえば、苦手な上司の下につく必要もなくなり、会社のしがらみから解放される。そう思うと、急に心と身体が軽くなっていくように感じた。

「良かった、元気が出てきたみたいですね」

「はい、お陰さまで。それで、登録ってどうすればいいですか？」

「ではそちらの椅子にお掛けになってください。お客様の『探索者の札』には、未記入の職業欄があると思います。そちらに、自分で適性があると思う職業、あるいは就いてみたいと思う職業名を書いてみてください」

「なるほど。決まった職業から選ぶわけじゃないんですね」

「転生者の方々は、様々な経歴をお持ちですから。中には私たちが把握していない職業に就かれる方もいらっしゃいます。彼らは職業公開を希望されませんでしたので、今お伝えすることはできないのですが」

　つまりスズナは『巫女』になったことを公開してもよいと考えたので、俺やエリーティアにも話が聞こえたのだろう。

　登録の時点で、すでに周囲との競争が始まっている──俺はそう理解する。

　なぜ迷宮を探索しなくてはならないか、それは探索に行く前にでも説明を受けるとして、この世界では探索者とその周辺の人々で全てが成り立っているのだから、探索者として役割を果たすことで相応の報酬が得られると考えられる。

　ここで需要のある職業を選べるかどうかで、滑り出しの良し悪しが変わってくる。しかし俺はこれといって特殊な経歴を持ってるわけじゃないし、転生前は広告代理店のプランナーというやつで、企画書やプレゼン資料を作ったり、ＤＴＰが多少できるというくらいしかスキルがない。あとは入社時に多少プラスに働いたという英会話か。

　ルイーザさんは俺を急かすことなく、他のカウンターで別の転生者への対応を始める。人生を決定するようなものだから、たっぷり時間を与えてくれるようだ。

　だが俺も一刻も早く職業を選び、探索に挑戦してみたいという気持ちがある。俺以外の転生者は、こうしているうちにも次のステップへ進んでいるのだ。

「ねえ。後部くん、どの職業を選んだの？」

「っ……げっ、五十嵐課長！」

「ちょ、ちょっと……『げっ』て何よ。せっかく知ってる顔を見つけたから、声をかけたのに」

　振り返ると、そこにはブラウンの髪をゆるく巻いた、いかにも勝ち気そうな女性がいた。

　五十嵐いがらし鏡きよう花か──転生者の行列で後ろ姿を見て警戒していたのに、ここで声をかけられるとは思わず、つい声を上げてしまった。

　彼女は社員割引の効くスキーツアーに、俺と一緒に──といっても同行していたわけではないが──参加していて、俺と同様にバス事故に遭ったと考えられる。

「何をじっと見てるのよ……転生のショックで私の顔を忘れたとか、そういうこと？」

「い、いや、そういうわけじゃないんですが……五十嵐課長だな、と思って」

「はあ？　やっぱりショックで動揺してるんじゃないの」

　俺たちは迷宮国に来ても、転生前の服装を引き継いでいるので、五十嵐課長も見たことのある服を着ていた。それがまた、雑誌のモデルでもそのまま務まりそうなほどよく似合っている。

　俗に縦セーターと呼ばれる暖色のニットに、タイトスカート。防寒対策で厚手のタイツを穿はいてはいるが、社内で見る姿とそこまで変わらない。そのプロポーションも相変わらずだが、見とれたりすれば、舌ぜつ鋒ぽう鋭く人間性を否定されることだろう。

　──ともあれ、俺の鬼上司がいつもと同じ姿で現れたわけで。俺は情けなくも冷や汗をかき、まだ何も言われていないのにタジタジになってしまう。

「聞こえてなかったみたいだからもう一回聞くけど。後部くんは、どんな職業を選んだの？　ウェブサイトの制作者とかじゃないわよね」

「い、いや、さすがにそれは異世界じゃあまり役に立ちそうにない肩書きですから。まだ、何を選ぼうか考えてるところです」

「そんな優柔不断なこと言ってないで、早く決めちゃえばいいのに。そうしたら、私と組めるかどうか検討してあげられるしね」

　ものには言い方というものがあって、五十嵐課長は俺とパーティを組まなくもないと言ってくれているのかもしれないが、とても素直に喜べるものではない。

「全く、何でこんなことになっちゃったのよ……私たちは全員、一度は死んじゃったのよね」

「バスが事故を起こして、生存者以外は全員転生したんじゃないかと……」

「じゃあうちの課が全滅ってことじゃないわけね。残ってる人たちで上手くやってくれればいいんだけど……まあ、そんなこと気にしてる場合でもないけどね。とりあえずバスの運転手もこっちにいるなら、ひとこと言わないと気がすまないわ」

「大変なことになりましたね。課長も頑張ってください」

　早く逃げたくて言うが、きつい睨にらみが返ってきた。女性に冷たくされて喜ぶほうではないので、正直辛いものがある。

「後部くんこそ、自分の心配をしなさいよ。この世界の迷宮って怪物が出るんでしょう。ちゃんとした職業を選ばないとやっていけないわよ」

「は、はい。なんとか選んでみます」

　今度は無難な答えを返したつもりが、五十嵐課長はまだ機嫌が芳しくない。

「なんとかじゃなくて、私が頼りにするような職業を選ぶとか、そう言ってくれたら……」

「えっ……五十嵐課長、今なんて言ったんですか？」

「っ……な、何でもないわよ。じゃ、じゃあ、またどこかで。目覚めが悪くなるから、無理しないで生きてなさいよ」

「は、はい。何とかやってみます……あ、課長！」

「こっちに来たら課長じゃないんだけど、後部くんに名前で呼ばれたりしたら……それはちょっとびっくりするわね。まあそれはいいわ。なに？」

「え、えーと……よかったら、課長の職業を教えてもらえませんか」

　彼女の性格を考えると、手の内を明かすことはしないどころか、いきなり「何様のつもり？」と怒ってきても仕方ない──そう思ったのだが。

「私の職業を聞いて、参考にしたいっていうこと？」

　思ったよりも、課長の反応は柔らかいものだった。しかしこれから地雷を踏むかもしれないので、慎重に言葉を選ばなければならない。

「そ、そうですね。俺もどんな職業を選べばいいのか、迷ってるところなので」

「まあ、それは見てたから分かるけど。私と同じようなのじゃなくて、役割分担をしたほうがいいしね。戦士系でかぶっちゃった、とかだと困るでしょう」

「戦士の集団でパーティを組んでも強い気はしますけど……」

「私の意見が間違ってるっていうの？」

「えっ……い、いや、そんなことは全くないんですが」

　ピリピリしているというか、俺はそもそも女性慣れしていないので、何が地雷になるか全く見当がつかなかったりする。相性が合わないといえばそれまでだが。

（ん……今五十嵐さん、役割分担って言ったよな。それは、俺とパーティを組もうと思ってくれてるってことだったりは……）

「私の職業だけど、『ヴァルキリー』っていうのにしたわ。剣と槍やりが使えて、精霊魔法もある程度使えるみたい」

「ま、マジですか……何かすごい職業に就きましたね」

「思いついたから書いてみただけよ。色々できそうな職業にしないと、生き残るのは難しくなると思って。参考になった？」

「はい、ありがとうございます。パーティを組んだ時に役割分担ができそうで、色々こなせそうな感じの職業を選んでみます」

「……それだけ？」

「そ、そうですね、ヴァルキリーは女性向けだと思うので、俺はそれ以外で……」

　話しているうちにも、五十嵐さんは腕を組んだまま、イライラした様子で人差し指をトントンと動かしている。俺は頭をフル回転させるが、何がベストの答えなのか、皆目見当がつかない。

「その、俺もできるだけ生き残って、また五十嵐さんと元気で会えたらなと……」

「ああっ、もう……どうしてこの話の流れで気づかないのよ」

「えっ……五十嵐さん、今何か……」

　尋ねかけたところで、五十嵐さんはこちらを睨んでくる──この目にはからきし弱い。美人に睨まれるというのがご褒美という性質が、俺に少しでもあればよかったのだが。

「何でもないわ。そうね、また元気で会えるといいわね。私はそのあたりで、入れそうなパーティを探してくるわ」

「は、はい。俺も、何とか探してみます。五十嵐さんも気をつけて」

　同じ転生者であることだし、前世のしがらみを気にするよりも、課長の無事を祈る。俺も、人のことばかりを心配してはいられないが。

　そんなことを考えていると、五十嵐さんがすたすたと戻ってきた。どうやら言いそびれたことがあるようだが、顔が怒っているので身構えてしまう。

「……覚えてなさいよ。次に会う時に、惜しかったって言っても遅いんだから」

「え……い、五十嵐さんっ……！」

　次は振り返ることなく、五十嵐さんはずんずんと突き進んで、ギルドから出ていってしまう。入れそうなパーティを探すと言っていたが、迷宮に行く途上で見つけるつもりだろうか。

（もし一人で迷宮に入るようなことがあったら……いや、心配ではあるけど、俺から同行を申し出るのはちょっとな……まあ、彼女なら大丈夫だよな）

　会社という組織から自由になっても、上司との上下関係に束縛されるというのは厳しいものがある。やっと自由になれたというのに、転生前と同じ状況になっては元も子もない。

　しかし、そういったしがらみを離れられるのなら。俺にとって『ヴァルキリー』であり、気丈な性格である五十嵐さんは、可能なら組みたいと言える人物ではあった。





三　職業選択






「前の世界での上司さんですか？　大変そうでしたね」

　朗らかに微笑みつつ、俺を気遣ってくれるルイーザさん。このギルドを訪れる探索者の全員に温かく対応しているのだろうが、それでも癒される。

　俺のモテ期は幼少までで終わっており、委員会や仕事以外では女性と接する機会のない人生だった。そんなわけで、少し優しくされるだけでも幸せになってしまうのである──我ながらちょろいと思うが。

「でも、この迷宮国に来たからには、探索者としての実績次第では見返すこともできますよ。そのためにも、後悔のない職業選択をしたいですね」

　実績さえ出せば、あの課長も少しは見直してくれるだろうか。
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　この続きは現在配信中の『世界最強の後衛　～迷宮国の新人探索者～』にてお楽しみください


(C)Towa, Huuka Kazabana 2017
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